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序

　本書では(一）南新井前橋線(２期工区）道路改築事業(地方道・連携）に伴う埋蔵文化

財の発掘調査の調査成果を報告します。一般県道南新井前橋線は北群馬郡榛東村大字

新井の陸上自衛隊相馬原駐屯地前を起点とし、北群馬郡吉岡町、前橋市池端町を経由

し前橋市川端町で一般国道17号上武道路と接する幹線道路です。

　この道路のバイパス整備事業に伴う発掘調査は前橋市池端町の前橋市0107遺跡にお

いて、令和２年度と令和３年度に行われました。本書はその調査報告となります。な

お当地では平成28年度と平成30年度にも本事業に伴う発掘調査が行われ、その報告は

既に刊行されております。

　発掘調査が実施されました当地は、周知の埋蔵文化財包蔵地である前橋市0107遺跡

地内に立地し、周囲には古代の集落遺跡である清里・陣場遺跡や弥生時代の環濠集落

で知られる清里・庚申塚遺跡が存在します。また隣接する吉岡町中御所遺跡では古代

の竪穴建物や中世の掘立柱建物が発見されています。

　発掘調査では古代の土坑や中世の墓や溝が発見され、古代から中世にいたる人々の

暮らしの様子の一端が明らかになりました。

　発掘調査から報告書の刊行に至るまで、群馬県前橋土木事務所、群馬県地域創生部、

群馬県教育委員会、前橋市教育委員会をはじめ、関係機関および地元関係者の皆様に

は多大なるご指導とご協力を賜りました。

　本報告書の上梓にあたり、関係者の皆様に心から感謝申し上げますとともに、本書

が前橋地域における歴史の解明に広く役立てられますことを念じて、序といたします。

　令和４年10月

公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

理 事 長　　　向 田 忠 正





例 言

１　本書は(一）南新井前橋線(２期工区）道路改築事業(地方道・連携）に伴う前橋市0107遺跡の埋蔵文化財発掘調査報告

書である。報告書作成は令和３年度(一）南新井前橋線　社会資本整備(国土強靭化）(防災・安全）事業に伴う埋蔵文

化財の整理事業として実施された。なお前橋市0107遺跡は、令和２年度に遺跡の一部についての発掘調査報告書が刊

行されているため、本書では書名に(２）を付した。

２　調査地の所在地

　　令和２年度　　群馬県前橋市池端町字屋敷小路71-３、72-２、114-１、114-２、115、129-11、129-12

　　令和３年度　　群馬県前橋市池端町字屋敷小路116-１、117-１、128-１

３　事業主体　　　群馬県前橋土木事務所

４　調査主体　　　公益財団法人　群馬県埋蔵文化財調査事業団

５　発掘調査の期間と体制

　　令和２年度　　発掘調査履行期間　　　　令和２年７月１日～令和２年11月30日

　　　　　　　　　調査期間　　　　　　　　令和２年８月１日～令和２年9月30日

　　　　　　　　　調査担当　　　　　　　　唐沢友之、原　雅信

　　　　　　　　　遺跡掘削工事請負　　　　株式会社　飯塚組

　　　　　　　　　地上測量委託　　　　　　技研コンサル株式会社

　　令和３年度　　発掘調査履行期間　　　　令和３年４月１日～令和３年７月31日

　　　　　　　　　調査期間　　　　　　　　令和３年４月１日～令和３年５月31日

　　　　　　　　　調査担当　　　　　　　　唐沢友之、新井　仁

　　　　　　　　　遺跡掘削工事請負　　　　株式会社　飯塚組

　　　　　　　　　地上測量委託　　　　　　技研コンサル株式会社

６　調査面積　　　令和２年度　　　　　　　809.34㎡

　　　　　　　　　令和３年度　　　　　　　960.00㎡

７　整理作業履行期間　　　　令和４年３月31日～令和４年12月31日

　　整理期間　　　　　　　　令和４年４月１日～令和４年10月31日

８　本書の作成分担

　　編集　　　　　　　佐藤元彦

　　デジタル編集　　　齊田智彦

　　遺構写真撮影　　　発掘調査担当者

　　遺物観察　　　　　石器・石製品：岩﨑泰一　　金属製品：板垣泰之

　　　　　　　　　　　縄文：橋本　淳　　古代：神谷佳明　　中近世：大西雅広　　

　　遺物写真撮影　　　金属製品：板垣泰之　　中近世：大西雅広　　その他：佐藤元彦

9　発掘調査及び報告書作成には、群馬県前橋土木事務所、群馬県地域創生部、群馬県教育委員会、前橋市教育委員会

をはじめ、関係機関ならびに関係各位に多くのご協力、ご指導を賜った。

10　出土遺物及び写真・図面等記録類の保管場所は、群馬県埋蔵文化財調査センターである。



凡 例

１　本報告書(以下本書）に用いた遺構名称は、混乱を避けるため発掘調査終了時点の名称を踏襲した。また埋没土およ

び発掘調査現場の土層・土質等にかかわる記述は発掘調査時点の調査所見に基づく。

２　本書に用いた座標・方位はすべて世界測地系(日本測地系2011、測地成果2011）、平面直角座標系第IX系による。

　　世界測地系による当所の所在は、北緯36度25分46秒、東経139度00分36秒であり、当所における座標北と真北との

偏差は＋0度29分20.47秒、磁北線の偏角は８度10分である。

　　また、遺構図中の十字記号は世界測地系(日本測地系2011、測地成果2011）、平面直角座標系第IX系に基づく基準点

を示す。X値とY値の整数部末尾３桁を付記した。

３　遺構の主軸方位は座標北を基準とした。形状の確認できる遺構においては長軸を主軸とし、その傾きを度で示し、

形状の不明なものについては計測不能のため不明とした。

４　遺構の標高は、原則として遺構断面図中に「L=○.○m」と表記した。計測値は主軸方向を縦とし、縦：横：面積

の順に記した。主軸方向の不明な遺構については長：短：面積の順での記載を原則とした。

５　全容が確認できない遺構については、検出部分の計測値を(）付きで表記した。

６　遺構面積の算出に際しては、縮尺１：20の平面図を計測に用いることとした。

７　本書の個別遺構図版の縮尺は以下を基本とする。

　　　　　溝　１：80　　　竪穴状遺構、土坑、ピット　１：40

８　本書の遺物図版縮尺は縄文土器、石製品、中近世の土器や陶器磁器については1/3を原則とした。

9　本書における遺構略称は以下のとおりである。

　　　　　竪穴状遺構　竪穴状　　　井戸　井　　　土坑　土　　　ピット　P

10　本書で使用したトーンは以下のとおりである。

　　　　　攪乱　

11　本書における土層註記及び遺物観察表記載に用いた色彩表現は、農林水産省水産技術事務局監修・財団法人日本色

彩研究所色票監修1996「新版標準土色帳」に基づく。

　　なおデジタル現像等のデジタルデータの処理に際して、ICCプロファイルなどICCの規定に基づく色管理はなされて

いないので、編集時点において被写体本来の色調や色相は担保されない。

12　本書で使用した地形図、地勢図、地質図は以下のとおりである。

　　　国土地理院１：25,000地形図「伊香保」平成24年9月１日発行

　　　国土地理院１：25,000地形図「渋川」平成14年10月１日発行

　　　国土地理院１：25,000地形図「下室田」平成28年9月１日発行

　　　国土地理院１：25,000地形図「前橋」令和１年６月１日発行

　　　国土地理院１：50,000地形図「榛名山」平成２年４月１日発行

　　　国土地理院１：50,000地形図「前橋」平成10年３月１日発行

　　　国土地理院１：200,000地勢図「宇都宮」平成24年５月１日発行

　　　国土地理院１：200,000地勢図「長野」平成23年６月１日発行

　　　国土地理院ウェブサイト「https://maps.gsi.go.jp/#13/36.440964/138.979368/&base=std&ls=std%7Chillshade

　　　　map&blend=0&disp=11&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1」陰影起伏図



　　　国土地理院ウェブサイト「https://maps.gsi.go.jp/#16/36.429673/139.008873/&base=std&ls=std%7Cslopemap%

　　　　7Chillshademap&blend=00&disp=111&lcd=hillshademap&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1」陰影起伏図

　　　産業技術総合研究所地質調査総合センター『20万分の１日本シームレス地質図』2014年１月14日版、産業技術総

　　合研究所地質調査総合センター

　　　国土地理院「地形地域区分図」『土地条件調査解説書「前橋及び高崎地区」』国土地理院2010年11月

13　同一遺跡の発掘調査報告書として、下記の報告書が刊行されている。

　　財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団1981『清里・陣場遺跡』財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

　　公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団2021『前橋市0107遺跡』公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団
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２　前橋市0107遺跡３区西調査区、西・東部調査区(１面、南東から）

PL.２
１　前橋市0107遺跡３区西・東部調査区(１面、西から）
２　前橋市0107遺跡３区中央西調査区、中央東調査区(２面、東から）

PL.３
１　前橋市0107遺跡３区中央東調査区(１面、西から）
２　前橋市0107遺跡３区東調査区(１面、南西から）

PL.４
１　49号溝西端(南から）
２　49号溝西端付近(北から）
３　49号溝断面(西から）
４　49号溝土層断面(３区西　東壁、西から）
５　49号溝(東から）
６　49号溝土層断面(３区西・東部　東壁、西から）
７　49号溝(南から）
８　49号溝土層断面(３区中央西、西から）

PL.５
１　49号溝(横位52号溝、東から）
２　52・49号溝土層断面(北西から）
３　49号溝南端付近(北東から）
４　49号溝土層断面(３区中央西　西壁、東から）
５　49号溝土層断面(３区中央西、西から）
６　49号溝土層断面(３区中央東　南壁、北から）
７　50号溝(南から）
８　50号溝土層断面(南から）

PL.６
１　51号溝(南から）
２　51号溝土層断面(東から）
３　52号溝(縦位49号溝、西から）
４　５号墓(西から）
５　５号墓(東から）
６　５号墓土層断面(東から）
７　12号井戸(北から）
８　12号井戸(南東から）

PL.７
１　13号井戸(東から）
２　13号井戸土層断面(上層、南から）
３　13号井戸土層断面(中層、北から）
４　13号井戸(底部、北から）
５　111号土坑(北から）
６　111号土坑土層断面(南から）
７　112号土坑(北から）
８　112号土坑土層断面(西から）

PL.８
１　113号土坑(北から）
２　113号土坑土層断面(南から）
３　114号土坑(北から）
４　114号土坑土層断面(南から）
５　115号土坑(北から）
６　115号土坑土層断面(西から）
７　116号土坑(北から）

８　116号土坑土層断面(東から）
PL.9

１　123号土坑(南から）
２　123号土坑土層断面(南から）
３　124号土坑(南から）
４　124号土坑土層断面(南から）
５　134・125・135号土坑(南から）
６　134・125・135号土坑土層断面(南から）
７　134号土坑土層断面(南から）
８　135号土坑土層断面(南から）

PL.10
１　125号土坑土層断面(南から）
２　128・129号土坑(西から）
３　128・129号土坑土層断面(西から）
４　130号土坑(南から）
５　130号土坑土層断面(南から）
６　131号土坑(南から）
７　131号土坑土層断面(南から）
８　132号土坑(南から）

PL.11
１　132号土坑土層断面(南から）
２　133号土坑(北から）
３　133号土坑土層断面(南から）
４　139号土坑(北から）
５　219号ピット(南から）
６　220号ピット(南から）
７　221号ピット(南から）
８　222号ピット(南から）
9　223号ピット(南から）
10　224号ピット(南から）
11　225号ピット(南から）
12　226号ピット(南から）
13　227号ピット(南から）

PL.12
１　228号ピット(南から）
２　229号ピット(南から）
３　230号ピット(南から）
４　231号ピット(南から）
５　232号ピット(南から）
６　233号ピット(南から）
７　234号ピット(南から）
８　235・270号ピット(南から）
9　236号ピット(南から）
10　237号ピット(南から）
11　238号ピット(南から）
12　239号ピット(南から）
13　240号ピット(南から）
14　241号ピット(南から）
15　242号ピット(南から）
16　243号ピット(南から）
17　244号ピット(南から）
18　245号ピット(南から）



PL.13
１　246号ピット(南から）
２　247号ピット(南から）
３　248号ピット断面(北から）
４　249号ピット(南から）
５　250号ピット(南から）
６　251号ピット(南から）
７　252号ピット(南から）
８　253号ピット(南から）
9　254・255号ピット(南から）
10　256号ピット(南から）
11　257号ピット(南から）
12　258号ピット(南から）
13　259号ピット(南から）
14　260号ピット(南から）
15　261号ピット(南から）
16　262号ピット(南から）
17　263号ピット(南から）
18　284・264号ピット(南西から）

PL.14
１　265号ピット(南から）
２　266号ピット(南から）
３　267号ピット(南から）
４　268号ピット(南から）
５　271・269号ピット(南から）
６　272号ピット(南から）
７　273号ピット(南から）
８　275、274号ピット(東から）
9　276号ピット(南から）
10　277号ピット(南から）
11　278号ピット(南から）
12　279号ピット(南から）
13　280号ピット(南から）
14　281号ピット(南から）
15　282号ピット(南から）
16　283号ピット(南から）
17　294号ピット(南から）
18　295号ピット(南から）

PL.15
１　296号ピット(南から）
２　298号ピット(南から）
３　301号ピット(南から）
４　302号ピット(南から）
５　310号ピット(南から）
６　311号ピット(南から）
７　312号ピット(南から）
８　314号ピット(南から）
9　317号ピット(南から）
10　319号ピット(南から）
11　320号ピット(北から）
12　321号ピット(北から）
13　323号ピット(南から）
14　324号ピット(南から）
15　325号ピット(南から）
16　327・326号ピット(南から）
17　332号ピット(南から）

PL.16
１　48号溝(南から）
２　48号溝礫群(南から）
３　６号竪穴状遺構(東から）
４　６号竪穴状遺構土層断面(北から）
５　３～５号集石(西から）

PL.17
１　３号集石(西から）
２　４号集石(西から）
３　５号集石(西から）
４　６号集石(南から）
５　119号土坑(西から）
６　119号土坑土層断面(西から）
７　120号土坑(北から）
８　120号土坑土層断面(南から）

PL.18
１　136号土坑(南から）
２　136号土坑土層断面・遺物出土状況(南から）
３　137号土坑(東から）
４　137号土坑土層断面(東から）
５　138号土坑(南から）
６　138号土坑上層土層断面(南から）
７　138号土坑礫群検出状況(南から）
８　138号土坑底部(西から）

PL.19
１　285号ピット(西から）
２　286号ピット(西から）
３　287号ピット(西から）
４　288号ピット(西から）
５　289号ピット(西から）
６　290号ピット(西から）
７　291号ピット(西から）
８　292号ピット(西から）
9　293号ピット(西から）
10　334号ピット(南から）
11　335号ピット(南から）
12　336号ピット(南から）
13　337号ピット(南から）
14　338号ピット(南から）

PL.20
出土遺物１

PL.21
出土遺物２



第１章　調査経過と調査の方法

第１節　調査に至る経緯

　本書は、(一）南新井前橋線(２期工区）道路改築事業(地

方道・連携）に伴う事前の埋蔵文化財発掘調査の調査成

果を報告するものである。

　群馬県道161号南新井前橋線(以下本路線）は群馬県

北群馬郡榛東村大字新井字਽子を起点とし、同郡吉岡町

大字陣場地内、前橋市池端町地内を経由して同市川端町

に至り一般国道17号上武道路に接する幹線道路である。

本路線は高଎自ಈं国道関ӽ自ಈं道新ׁ線、一般国道

17号上武道路、群馬県道25号高崎渋川線バイパス等の主

要幹線道路を東西に݁Ϳ幹線道路として産業、経ࡁ、観

ޫ、社会、文化及び生׆におけるॏ要な機能を担ってい

る。本路線内には群馬県道路構଄条例に定められたं線

෯員をຬたしていない区間やา道の෯員が１mとڱ小な

Օ所があるなど、生׆道路としてのੑݥةが指ఠされる

΄か、渋଺により幹線道路としての機能が発شされない

などの現状が指ఠされていた。こうした状況を改ળし、

安全かつԁ׈な自ಈंަ௨の確保とۨدスϚートイン

ターチェンジ΁のަ௨ΞΫセスの向上を主な目的とし

て、一般県道南新井前橋線バイパスが整備されることと

なった。この北群馬郡榛東村大字新井字਽子地内から同

郡吉岡町大字大ٱ保字ย֋地内までのԆ長2
804m区間

のバイパス整備事業の２期工区(Ԇ長1.1km）が本発掘

調査の起Ҽ事業である。一般県道南新井前橋線(２期工

区）バイパス整備事業は平成24年度から令和３年度まで

の10年間を事業期間としてணखされ、令和３年10月１日

をもって全線։௨をܴ͑た。

　本路線の中でも２期工区は前橋市0107遺跡及び中御所

遺跡として周知される埋蔵文化財包蔵地内に位置するこ

とから、事前のࢼ掘・確認調査がඞ要と൑断され、平成

27年度より群馬県教育委員会文化財保ޢ՝によるࢼ掘・

確認調査が行われることとなった。当時のࢼ掘・確認調

査から本調査に至る経緯については「公益財団法人群馬

県埋蔵文化財調査事業団2021『前橋市0107遺跡』」にৄし

い。以ࢼޙ掘・確認調査とこれに伴う本調査は数次に分

けて実施され、前述の『前橋市0107遺跡』の΄か「公益財

団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団2021『中御所遺跡』」

として既に刊行されている。令和元年度にいたり、群馬

県地域創生部文化財保ޢ՝(以下保ޢ՝）によるࢼ掘・確

認調査が令和元年７月11日に前橋市池端町地内で実施さ

れた。෯１mのトレンチ３か所が設定され、地層のଯ積

状況と遺構・遺物の埋蔵状況の確認がなされ、土坑と溝

が検出されたことから本調査がඞ要と൑断された。この

掘・確認調査の݁果を踏ま͑て、群馬県前橋土木事務ࢼ

所と保ޢ՝による調整が行われ、公益財団法人群馬県埋

蔵文化財調査事業団により本調査が行われることとなっ

た。発掘調査は令和２年度と令和３年度のೋ次にわたり

行われることとなり、令和２年８月１日～令和２年9月

30日及び令和３年４月１日～令和３年５月31日を調査期

間として発掘調査を行うこととなった。

第２節　調査の経過と方法

　発掘調査は令和２年度と令和３年度に実施された。

　令和２年度の発掘調査は群馬県前橋土木事務所を事業

主体とし、令和２年８月１日～令和２年9月30日に実施

された。調査ର৅地(以下用地）は平成30年12月に発掘調

査が実施された前橋市0107遺跡２区に接した位置にあた

ることから３区として発掘調査を行うこととなった。同

年８月１日から調査区整備や表土掘削等の作業を։࢝

し、用地内で確認された埋蔵文化財の記録保存調査を行

い、同年9月30日までに埋໭し及びプレϋブ事務所ఫڈ

等の作業を׬了し、同日付けで群馬県前橋ܯ察ॺに埋蔵

物発見ಧをఏ出し、発掘調査を終了した。

ճの用地を一ׅして３区としたが、令和２年度の調ࠓ　

査ର৅地が３区の東西に཭れて位置することから、それ

ͧれ３区西、３区東とݺ称した。保ޢ՝によるࢼ掘・確

認調査により50cm前ޙの表土のଯ積が確認されていたこ

とから建設機ցによる表土掘削を行った。調査区や周辺

の道路がڱ小のため、掘削した表土は用地内に集積した。

なお、調査中はഉ土にブルーシートを被෴し、保全した。

遺構確認及び遺構調査は作業員による人力掘削による。

第１節　調査に至る経緯
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(国土地理院20万分の１地勢図「長野」「宇都宮」を編集 、Ճ工。）

第１図　遺跡の所在

第１章　調査経過と調査の方法
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　３区東及び３区西の྆調査区とも２面の遺構確認面が

認められたため、各面での調査を実施した。遺構面は部

分的に削平、攪乱をडけていることから、上層の遺構が

下層の遺構面で認められる場合もあり、確認面が遺構の

時期をݶ定しない例も存在した。なお、遺構൪号はこれ

までの調査とᴥᴪが生じないように個々の遺構छごとの

連൪とし、踏襲した。

　令和３年度の発掘調査は群馬県前橋土木事務所を事業

主体とし、令和３年４月１日～令和３年５月31日に実施

された。調査地点が令和２年度に発掘調査を実施した前

橋市0107遺跡３区の中央部分に存在することから、３区

中央とݺ称し発掘調査を行った。４月１日から調査区整

備や表土掘削等の作業を։࢝し、用地内で確認された埋

蔵文化財の記録保存調査を行い、５月31日までに埋໭し

及びプレϋブ事務所ఫڈ等の作業を׬了し、同日付けで

群馬県前橋ܯ察ॺに埋蔵物発見ಧをఏ出し、発掘調査を

終了した。

　令和２年度は用地の東西２区ըをର৅に発掘調査を実

施しており、令和３年度はその東西の調査区にڬまれた

場所を調査ର৅とすることから、調査区を３区中央区と

し、ॅຽ生׆道路を境にして３区中央東調査区と３区中

央西調査区とに区分けし調査をਐめた。ࢼ掘・確認調査

と前年度の発掘調査を踏ま͑、表土掘削には建設機ցを

用いた。前ճ同様調査区や周辺道路がڱ小のため、掘削

した表土は用地内に集積した。ഉ土は前年度調査の３区

東調査区に置き、ඈྲྀࢄ出ରࡦを施した。遺構確認及び

遺構調査に際しては作業員によるジϣレンを用いた人力

掘削により調査をਐめた。

　３区中央東及び３区中央西の྆調査区とも２面の遺構

確認面が認められたため、各面での調査を実施した。遺

構面は部分的に削平、攪乱をडけていることから、上層

の遺構が下層の遺構面で認められる場合もあり、確認面

が遺構の時期をݶ定しない例もؚまれるのは前年と同様

であった。なお遺構൪号については前年と同様に個々の

遺構छごとの連൪とし、踏襲した。

　なお྆年度とも、遺構の観察・記録、写真撮影等は発

掘調査担当者が行い、各遺構の図化は測量会社΁の測量

委託とした。遺構写真の撮影に際しては2020万ըૉの一

レフ・フΟル؟レフ・デジタルΧϝϥと６ʷ７൑の一؟

ムΧϝϥを使用した。

(国土地理院２万５ઍ分の１「伊香保」「渋川」を編集 、Ճ工。）

第２図　調査区位置図

第２節　調査の経過と方法
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第２章　周辺の環境

第１節　地理的環境

　前橋市0107遺跡(以下本遺跡）は群馬県前橋市池端町に

所在する。池端町は、群馬県の中南部に位置し、੺৓山

から関東平野北西端にかけて広がる前橋市の西端に位置

する。北に北群馬郡吉岡町、西に同郡榛東村、南に高崎

市が位置し、࢛つの自࣏体が近接する場所である。

　前橋市は群馬県の中央付近に位置する。北は੺৓山の

山௖付近(標高1827mのࠇᐻ山の南面）から、南はརࠜ川

Տ൞の下Ѩ内町(標高64m）まで広がるが、市の中央部か

ら南部にかけてはւൈ100m前ޙの関東平野の平ୱ地に

立地する。明࣏14年に県ி所在地となり、明࣏22年に町

制を施行、明࣏25年には市制にҠ行している。また明࣏

34年以来近接町村との合ซにより市域を֦大さͤてきた

が、平成16年に東に隣接する大މ町・宮৓村・പ川村、

平成21年には北に隣接する෋࢜見村と合ซしࠓ日に至っ

ている。

　前橋市にはかつて路面ిंが׆༂していた時期もある

が、現在Քಇしているమ路は次の３系౷である。前橋市

の南部を東西に横੾る྆ໟ線(前橋市新前橋Ӻ－ಢ木県

小山Ӻ）、西部を南北に૸る上ӽ線(高崎市高崎Ӻ－新ׁ

県宮内Ӻ）の΄か、前橋市と東のۅ生市を݁Ϳ上ໟిమ

(中央前橋Ӻ－西ۅ生Ӻ）の３系౷である。また主要ަ௨

路としてはै来から、東ژ都日本橋を起点とし新ׁ県新

ׁ市に至る一般国道17号と、前橋市を起点としἚ৓県水

(産業技術総合研究所地質調査総合センター『20万分の１日本シームレス地質図』2014年１月14日版、産業技術総合研究所地質調査総合センター、国土地理院
「地形地域区分図」『土地条件調査解説書「前橋及び高崎地区」』国土地理院2010年11月を編集 、Ճ工。）

・・・上図のഁ線でՃචした前橋୆地(̢）、高崎୆地(̩）、井野川௿地(̞）の各ྖ域は国土地理院の土地条件調査解説書「前橋及び高崎地区」2010によった。
なお元図は「前橋高崎୆地」とし྆者を分けていないҝ、井野川௿地から井野川Ԋいに上ྲྀに向け境界線を設定した。

第４図　遺跡周辺地質図

第１節　地理的環境
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６ 新世(ď）の自વఅ防׬-新世ߋ期ޙ
(ؚ：඿అ）ଯ積物

10 新世(ď）のւ成または׬-新世ߋ期ޙ
ඇւ成ଯ積岩類

22 新世(Ę3）の௿位ஈٰଯ積物ߋ期ޙ
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ଯ積岩類
60 中-ޙ期中新世(ĕ2）のւ成またはඇ
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80 前期中新世-中期中新世(ĕ1）のւ成

またはඇւ成ଯ積岩類
420 前-中期ジϡϥل(đ1-2）の付Ճコン

プレッΫスの基質
427 前-中期ジϡϥل(đ1-2）の付Ճコン

プレッΫスのݰ武岩ブロッΫ(石୸
（لϖルム-ل

429 前-中期ジϡϥل(đ1-2）の付Ճコン
プレッΫスのチϟートブロッΫ(石
୸ޙ-ل期ࡾ৞ل）

440 中-ޙ期ジϡϥل(đ2-3）の付Ճコン
プレッΫスの基質

447 中-ޙ期ジϡϥل(đ2-3）の付Ճコン
プレッΫスのݰ武岩ブロッΫ(石୸
（لϖルム-ل

710 第࢛ل(Ę）のՐ山岩ᷲ
711 新世(ď）のՐ山岩ᷲ׬
821 長質Ր山ܔ新世(ď）のඇΞルΧϦ׬

岩類
822 長質ܔ新世(Ę3）のඇΞルΧϦߋ期ޙ

Ր山岩類
831 新世-前期࢝新世(PĎ1）のඇΞルΧڿ

Ϧܔ長質Ր山岩類
901 新世(ď）のՐ山岩類(ඇΞルΧϦՐ׬

（ྲྀࡅ
902 新世(Ę3）のՐ山岩類(ඇΞルߋ期ޙ

ΧϦՐྲྀࡅ）
903 中期ߋ新世(Ę2）のՐ山岩類(ඇΞル

ΧϦՐྲྀࡅ）
1010　　中期ߋ新世(Ę2）のඇΞルΧϦのۤ

మ質Ր山岩類



戸市に至る一般国道50号が存在している。国道17号はか

つての֗ޒ道の一つである中山道とこれから分ذし北上

するࡾ国֗道をܧঝする路線でもある。また南北のΞΫ

セス向上のため、国道17号のバイパスとして࡛ۄ県۽谷

市と前橋市田ޱ町をつな͙一般国道17号上武道路が整備

され、また高崎市とἚ৓県ͻたͪなか市を݁Ϳ高଎自ಈ

ं国道北関東自ಈं道も։௨したことにより、東西のΞ

Ϋセスも改ળされている。

　੺৓山とその࿢をྲྀれるརࠜ川に囲まれた前橋市の地

形は北から「੺৓Ր山ࣼ面・੺৓南࿢ࣼ面」、「広੉川

௿地面・広੉川௿地ଳ」、「前橋୆地面」とݺび分けら

れている。੺৓山は底面のܘ໿35ʷ22kmの大ܕの成層Ր

山であり、国土地理院により「日本のయܕ地形」の一つ

として঺հされている。これによると、੺৓山のもつ長

大な੄野は、Ր山࿢ઔ状地、岩ᷲなͩれଯ積面、Րྲྀࡅ

ଯ積面から構成されており、北࿢から西࿢にかけてはՐ

山࿢ઔ状地が広くల։し、南࿢にはՐྲྀࡅ୆地とటྲٰྀ

が存在する。໿50～40万年前から࢝まったとされる੺৓

山の׆ಈは、古期成層Ր山形成期、新期成層Ր山形成

期、中央Րٰޱ形成期のࡾ期に区分されている。古期成

層Ր山形成期の岩ᷲなͩれଯ積面は、໿20万年前に発生

した山体่落による大規໛な岩ᷲなͩれであり、南西࿢

及び南東࿢から東࿢にࠟ跡が࢒される。岩ᷲなͩれଯ積

物としては南東࿢のས木టྲྀがஶ名である。また南࿢の

Րྲྀࡅ୆地は新期成層Ր山形成期のՐྲྀࡅによるものと

され、大މՐྲྀࡅが知られている。大މՐྲྀࡅは໿7.5

万年前のುׂ山の෾Րによりもたらされたとされる。な

お中央Րٰޱ形成期以降はਁ৯作用により土࠭が山࿢に

ଯ積し、ઔ状地が形成されている。੺৓山は標高500m

付近を境に山地ࣼ面の傾ࣼがٸมし、これより௿いとこ

Ζでは؇やかな山࿢となっている。この੺৓南࿢ࣼ面は

੺৓ന川、藤沢川、ࣉ沢川、ߥ౐川、神沢川、പ川など

のՏ川が์ࣹ状にྲྀ下してٰྕ地形を৵৯し、西南࿢か

ら東南࿢にかけてന川ઔ状地、ߥ౐川ઔ状地、പ川ઔ状

地などが形成されている。୆地を下ࠁするՏ川や༙水な

どによりٰྕ部はथࢬ状に։ੳされ、୆地と௿地がෳࡶ

にೖり組む起伏にとΜͩ地形となっている。੺৓南࿢ࣼ

面の南端は、چརࠜ川により削られ、そうして形成され

(国土地理院ウェブサイトňhttps://maps.gsi.go.jp/#13/36.440964/138.979368/&base=std&ls=std%7Chillshademap&blend=0&disp=11&vs
=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1ŉ陰影起伏図をՃ工。）

第５図　遺跡周辺の地形(広域）

第２章　周辺の環境
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た広੉川௿地ଳとの境にはൺ高数mから10mఔ度の֑線

が形成されている。

　広੉川௿地ଳは੺৓山南࿢֑線と前橋୆地の北東ଆ֑

線にڬまれた、෯３kmఔ度の地溝状の௿地部である。現

在のརࠜ川は前橋୆地を؏௨してྲྀれているが、かつて

は੺৓山࿢Ԋいにྲྀれていたと͑ߟられ、この時の൙ཞ

原が広੉川௿地ଳを生じさͤたとされる。རࠜ川の川ے

はԿ度かྲྀれをม͑たとされるが、໿２万年前に発生し

た榛名山相馬山༹岩υーム起ݯの陣場岩ᷲなͩれによ

り、榛名山࿢Ԋいをྲྀれていた川ےが੺৓山࿢دりに大

きくԡし出され、広੉川௿地ଳを形成するに至ったとߟ

͑られている。広੉川௿地ଳに現存する広੉川や౧ϊ木

川がچརࠜ川の川ےのͻとつであると૝定されている。

རࠜ川が現在のྲྀ路にҠった経緯についてはߑ水により

と本ྲྀがೖれସわったとする説が༗力であるが、掘ྲྀࢧ

ׂや用水といった人ҝ要ૉが導Ҽとなったという͑ߟ方

も存在している。なお東ભしていたརࠜ川が西ભし現在

のྲྀれとなった時期については、概Ͷ15～16世ࠒلの出

来事と͑ߟられている。

　前橋୆地は前橋࠭礫層とݺ͹れる層ް200m以上の࠭

礫層の上に前橋టྲྀとݺ͹れる岩ᷲなͩれଯ積物が15～

20mのްさでଯ積している。なお前橋టྲྀはઙ間山の大

規໛山体่յに由来するとされ、その発生時期は一般に

2.4万年前とされるが、平成26年に実施された前橋市で

の調査に基づき2.6万年前とする説もある。この榛名山

と੺৓山にڬまれ広がる前橋୆地の、榛名山࿢دりの場

所に本遺跡は位置している。

　本遺跡の所在する池端町は、榛名山࿢ࣼ面から前橋୆

地面΁のҠ行部付近に位置し、標高は໿180m΄どであ

る。池端町周辺の地形は、前述した相馬山付近をݯڅと

する陣場岩ᷲなͩれଯ積物とそのޙにՏ川ଯ積物が作り

ͩしたઔ状地(相馬έ原ઔ状地）となっており、ൺ高数m

から10mのྲྀれ山地形なども存在する。榛名山東南࿢は

榛名山中をྲྀݯとするՏ川が南東方向にฒ૸し、山࿢に

広がる୆地をࡉ長く区ըしている。本遺跡はこのઔ状地

をྲྀれརࠜ川に஫͙ڇԦ಄川とീ഼川にڬまれ、྆Տ川

のྲྀれが東南東から南東にมわる一ըに立地している。

第２節　歴史的環境

　本遺跡の所在する前橋市池端町周辺の地理的環境・歴

史的環境については末尾に付したߟࢀ資ྉにৄしい。本

節では遺跡周辺の主な遺跡の分布図(第７図）と一覧表

(第２Ȃ１表）を掲載し、当地域の概要を記載する。

(国土地理院ウェブサイトňhttps://maps.gsi.go.jp/#16/36.429673/139.008873/&base=std&ls=std%7Cslopemap%7Chillshademap&blend=00&disp=111&lcd
=hillshademap&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1ŉ陰影起伏図をՃ工。）

第６図　遺跡周辺の地形

第２節　歴史的環境
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旧石器時代

　本遺跡の立地する相馬έ原ઔ状地上の遺跡からは、چ

石器についての報告はなされていない。

縄文時代

　長谷௡遺跡(95）から૲創期の石器やૣ期の土器ยが検

出されているように、当֘時期の遺物が検出されてはい

るが、他遺跡をؚめこの時期の遺構は報告されていない。

遺構が検出されるのは前期からであり、環状石佁の出土

したࣣ日市遺跡(33）や十日市遺跡(67）から前期の集落が

報告されている。中期になると清里・長ٱ保遺跡(43）、

長ٱ保大ാ遺跡(44）、প南遺跡(39）、十ೋ前遺跡(93）な

どから集落が検出されており、中でも十ೋ前遺跡はՃી

ར̚３式期の大集落とされる。ޙ期から൩期にかけては、

配石墓群が検出された下新井遺跡(92）が存在し、石๮や

土製ࣖ০、木ో土ۮなどが出土している。また図外の遺

跡ではあるが、多量の岩版や土製ࣖ০が出土した榛東村

野遺跡など、当時の心的世界΁のखֻかりとなる史ྉכ

がಘられている。十ೋ前遺跡や長谷௡遺跡からもޙ൩期

のྑ޷な史ྉが出土するなど、榛名山東南࿢は中期から

൩期にかけてོ੝をܴ͑たとされる。

弥生時代

　当期の遺跡はそれ΄ど多くはないが、清里・庚申塚遺

跡(108）からは環濠集落が報告されている。長ٱ保大ാ

遺跡から溝が検出されている΄か、Ե溝ࡇ遺跡(16）、前

橋市0112遺跡(107）などでは土器ยが確認されている。

水རにదしたརࠜ川ྲྀ域の௿地部に生׆のڌ点がҠಈし

たとされる。

古墳時代

　当期になると遺跡の数が૿ٸする。榛名山東南࿢の古

෿群としては保౉田古෿群や総社古෿群がஶ名である

が、池端町周辺にも多くの古෿が存在する。６世ل中ࠒ

の構築とされる高塚古෿(100）、６世ޙل൒とされる大

ᤵ৓古෿(74）、６世ل末とされる֟木ࡔ古෿(96）、７世

ل௡屋古෿(32）や７世ࡾ൒の構築とされるീ角෿のޙل

ॳ಄から末にかけて構築された長ٱ保古෿群(99）など、

６世ޙل൒から７世ل末にかけて多くの古෿が築଄され

ている。中御所遺跡(３）からはďrȂčĈに෴われた道が検

出されており、長ٱ保古෿群との関連も指ఠされている。

また、この時期の集落と͑ߟられている遺跡としては、

本遺跡の΄かに上ϊ原遺跡(８）、清里・長ٱ保遺跡、

宮前遺跡(24）、金஛西遺跡(35）、ঁ塚遺跡(37）、۽野遺

跡(55）、ย֋遺跡(56）、本॓遺跡(57）、長谷௡遺跡など

があげられる。この΄か長谷௡遺跡ではാ、ળಙ遺跡

(41）では水田につながると༧૝される水路が検出されて

いる。

奈良・平安時代

　藤原宮跡出土の「上ໟ野国ंධ౧井里大ᩴ҂」木؆に明

らかなように、国郡里制やڷ里制が施行される時代എܠ

の中、大規໛な集落が形成されたと͑ߟられている。宮

遺跡(28）、ࣣ日市遺跡、清里・陣場遺跡(２）、金஛西遺

跡、۽野遺跡、御ງ遺跡(90）、૔ւ戸遺跡(91）などがそ

うした遺跡である。中でも御ງ遺跡は౧井৓(90）ともॏ

ෳする遺跡であり、ޙ代に౧井ࢯのڌ点΁と育ってΏく

場所と͑ߟられている。また౧井৓の南東に位置する清

里・陣馬遺跡からは多量のփᬵ陶器や྘ᬵ陶器、ւ࿝ৣ、

ؙ᯶の΄か製మ関連遺物も出土しており、༗力者層の存

在が༧૝されている。

中近世

૔時代になると榛東村山子田付近を中֩として౧井ח　

૳が整備され、౧井ࢯのڌ点として発లしたと͑ߟられ

ている。このڌ点防衛を担った遺構が御ງ遺跡の౧井৓

と大ᤵ遺跡(74）の౧井৓(74）とされる。御ງ遺跡の౧井

৓は౧井西৓、大ᤵ遺跡の౧井৓は౧井東৓ともݺ͹れ

別৓一ֲの備͑とされる。15世لに端を発し、16世ޙل

൒の関東全域がઓ場と化す時ྲྀによるものか、ަ௨の要

িでもある池端町周辺には࣫原৓(７）、੉来৓(9）、大

林山৓(59）、上ീ഼の60)ࡆ）、౧井東৓、౧井西৓の６

৓が存在する。また長Ԙ屋敷(６）、౧井 (ؗ61）、金井屋

敷(88）の３ؗの存在も఻͑られる。なかでも౧井ؗは御

ງ遺跡とڞに、౧井ࢯのؗډであったと૝定されてい

る。この΄か南東にやや཭れるが、੨ས子148)ࡆ）、ජ

田৓(176）、図外になるがජ田৓の主৓であったউ山৓

などが知られる。なお16世ޙل൒には武田ࢯのྖ地で

あった遺跡周辺の地は、৫田ྖ、北条ྖとมભし、ఱ正

18(1590）年の๛ਉल吉による小田原੐െ以降はಙ川ࢯの

ྖ域となりߐ戸時代をܴ͑ることとなる。ҼΈに武田勢

により落৓し北条ࢯによりྖ༗されていたউ山৓の一部

をऔりࠐΈ、ಙ川ՈՈਉのळ元長ேにより17世لॳ಄に

総社৓が築৓されている。
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第２－１表　　・遺跡一覧表

第２章　周辺の環境

��

遺跡名 所 在 地 縄文 弥生 古෿ ಸྑ 平安 中世 近世 छ別・ੑ֨ 備 ߟ 資 ྉ

１ 前橋市0107遺跡 前橋市池端町 ʓ ʓ ʓ ʓ 集落 古෿ޙ期集落、平安集落、
中近世井戸、土坑、溝。

２ 清里 ŋ 陣場遺跡 北群馬郡吉岡町陣場、
前橋市池端町 ʓ ʓ 集落 平安集落、中世井戸。製మ関連遺物、

ւ࿝ৣ、䦏ଳ。 7

３ 中御所遺跡 北群馬郡吉岡町陣場中
御所 ʓ ʓ ʓ 集落 平安集落、古෿道。 7,97,98

４ 南御所遺跡 北群馬郡吉岡町陣場南
御所 ʓ 布地ࢄ

５ ୌ沢古෿ 北群馬郡吉岡町下野田
宮下 ʓ 古෿ 85

６ 長Ԙ屋敷 北群馬郡吉岡町࣫原
十ೋ㕩 ʓ ৓ؗ 16C 2,108

７ ࣫原৓ 北群馬郡吉岡町࣫原元
屋敷 ʓ ৓ؗ 16C 2,108

８ 上ů原遺跡 北群馬郡吉岡町࣫原上
ϊ原 ʓ ʓ ʓ ʓ 布地,集落ࢄ 古෿～平安集落。 84

9 ੉来遺跡ŋ੉来৓ 北群馬郡吉岡町࣫原੉
来 ʓ ʓ ʓ 集落,৓ؗ 16C 2,108

10 ੺岩遺跡 北群馬郡吉岡町࣫原੺
岩 ʓ ʓ 布地ࢄ

11 川原田古෿ 北群馬郡吉岡町࣫原川
原田 ʓ 古෿

12 ஡ů木遺跡 北群馬郡吉岡町࣫原஡
ϊ木 ʓ ʓ 布地ࢄ

13 ฒ木遺跡 北群馬郡吉岡町࣫原平
原 ʓ ʓ 布地ࢄ

14 十石塚遺跡 北群馬郡吉岡町大ٱ保
(十石塚） ʓ ʓ 布地ࢄ

15 十石塚古෿ 北群馬郡吉岡町大ٱ保
(十石塚） ʓ 古෿ ԁ෿。

16 Ե溝ࡇ遺跡 北群馬郡吉岡町大ٱ保
Ե溝ࡇ ʓ 布地ࢄ

17 穴ༀࢣ古෿ 北群馬郡吉岡町大ٱ保
Ե溝ࡇ ʓ 古෿

18 下中町遺跡 北群馬郡吉岡町大ٱ保
下中町 ʓ ʓ 布地ࢄ

19 প古෿ 北群馬郡吉岡町大ٱ保
下中町 ʓ 古෿

20 下町古෿ 北群馬郡吉岡町大ٱ保
下町 ʓ 古෿

21 保田遺跡ٱ 北群馬郡吉岡町大ٱ保
保田ٱ ʓ ʓ ,布地,集落ࢄ

古෿
平成３年吉岡町教委調査ïٱ保田古
෿、ٱ保田遺跡ð。

22 宮ޙ古෿ 北群馬郡吉岡町大ٱ保
宮ޙ ʓ 古෿

23 宮西遺跡 北群馬郡吉岡町大ٱ保
宮西 ʓ ʓ ʓ 布地,集落ࢄ ಸྑ平安集落。 106

24 宮前遺跡 北群馬郡吉岡町大ٱ保
宮前 ʓ ʓ ʓ ʓ 布地,集落ࢄ 古෿～平安集落。 107

25 高縄遺跡 北群馬郡吉岡町大ٱ保
宮前 ʓ ʓ ʓ ʓ 布地ࢄ

26 新保分遺跡 北群馬郡吉岡町大ٱ保
宮前 ʓ ʓ 布地ࢄ

27 宮田遺跡 北群馬郡吉岡町大ٱ保
宮田 ʓ ʓ ʓ 布地ࢄ

28 宮遺跡 北群馬郡吉岡町大ٱ保
宮東 ʓ ʓ ʓ ʓ 布地,集落ࢄ 5,85

29 平山古෿ݯ 北群馬郡吉岡町大ٱ保
野۽ ʓ 古෿ 山ͤدԁ෿。

資ྉߟࢀ
前橋市史編さΜ委員会1971『前橋市史　第１ר』前橋市
吉岡村ࢽ編ࢊ室1980「村の෩土、原࢝社会、෧建社会」『吉岡村ࢽ』吉岡
町教育委員会pp.３Ȃ304
飯৿߁広1998「第３章　地理的環境と歴史的環境」『ྫྷ水村東遺跡・西国
分新田遺跡・金古北十ࡾ町遺跡』財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団
pp.9Ȃ19
୍野2005޼「ᶘ　遺跡の位置と周辺の遺跡」『中御所ᶘ遺跡』吉岡町教育
委員会pp.１Ȃ３

ਢ田正2012ٱ「第２章　地理的環境と歴史的環境」『長谷௡遺跡』財団
法人群馬県埋蔵文化財調査事業団pp.６Ȃ11
ਢ田正2013ٱ「第２章　地理的環境と歴史的環境」『十日市遺跡・ॅ遺
跡・ઍ代։南遺跡・ઍ代։北遺跡・෣୆遺跡』公益財団法人群馬県埋蔵
文化財調査事業団pp.６Ȃ12
山中๛2021「第２章　遺跡の環境」『前橋市0107遺跡』公益財団法人群
馬県埋蔵文化財調査事業団pp.４Ȃ9
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��

遺跡名 所 在 地 縄文 弥生 古෿ ಸྑ 平安 中世 近世 छ別・ੑ֨ 備 ߟ 資 ྉ

30 十ೋ遺跡 北群馬郡吉岡町大ٱ保
野۽ ʓ ʓ ʓ 布地,集落ࢄ 。野ᶗ遺跡۽、遺跡ۄ野・辺۽ 92

31 遺跡ࡇ溝ߕ 北群馬郡吉岡町大ٱ保
ࡇ溝ߕ ʓ ʓ 布地ࢄ

32 ௡屋古෿ࡾ 北群馬郡吉岡町大ٱ保
字ࡾ௡屋 ʓ 古෿ ７世ޙل൒山ͤد式ീ角形෿。 103,104

33 ࣣ日市遺跡 北群馬郡吉岡町大ٱ保
ࣣ日市 ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ 布地,集落ࢄ 縄文前期ޙ൒集落、環状石佁、

古෿～平安集落。 85,99

34 ࣣ日市東遺跡 北群馬郡吉岡町大ٱ保
ࣣ日市 ʓ 布地ࢄ

35 金஛西遺跡 北群馬郡吉岡町大ٱ保
十ೋ ʓ ʓ ʓ ʓ 布地,集落ࢄ 古෿・平安集落、ࠁ書๰਴ं、྘ᬵ。89

36 十ೋ古෿ 北群馬郡吉岡町大ٱ保
十ೋ ʓ 古෿

37 ঁ塚遺跡 北群馬郡吉岡町大ٱ保
ঁ塚 ʓ ʓ 布地,集落ࢄ ಸྑ～平安集落。 85

38 প遺跡 北群馬郡吉岡町大ٱ保
প ʓ ʓ ʓ 布地ࢄ

39 প南遺跡 北群馬郡吉岡町大ٱ保
প ʓ ʓ ʓ ʓ 布地,集落ࢄ 縄文中期中༿集落、前期中期土坑、

平安集落。 17

40 川原田不ಈ北遺跡 北群馬郡吉岡町大ٱ保
上町 ʓ ʓ ʓ 布地ࢄ

41 ળಙ遺跡 北群馬郡吉岡町大ٱ保
ળಙ ʓ ʓ ʓ ,布地,集落ࢄ

水田
縄文土坑、)S�'"下水路、平安集落、
"T�#下水田。 94

42 長ٱ保遺跡 北群馬郡吉岡町大ٱ保
ળಙ ʓ ʓ 布地ࢄ 8,102

43 清里・長ٱ保遺跡 北群馬郡吉岡町大ٱ保
ળಙ、前橋市池端町 ʓ ʓ ʓ ,布地,集落ࢄ

古෿
縄文中期集落、古෿、古෿ാ。平安
集落。 8,102

44 長ٱ保大ാ遺跡 北群馬郡吉岡町大ٱ保 ʓ ʓ ʓ ʓ 集落 縄文集石、配石、ྻ石、古෿、平安
集落、中世集落。 15,96

45 大下遺跡 北群馬郡吉岡町大ٱ保
大下 ʓ ʓ ʓ 布地,集落ࢄ 縄文土坑、古෿溝、ಸྑ集落、平安道。86

46 中町遺跡 北群馬郡吉岡町大ٱ保
中町 ʓ ʓ ʓ 布地,集落ࢄ 90

47 大ઘࣉ東遺跡 北群馬郡吉岡町大ٱ保
中町 ʓ ʓ 布地ࢄ

48 上町遺跡 北群馬郡吉岡町大ٱ保
中町 ʓ ʓ ʓ ʓ 布地ࢄ

49 中ౡ遺跡 北群馬郡吉岡町大ٱ保
中ౡ ʓ 布地ࢄ

50 ಄ས子遺跡 北群馬郡吉岡町大ٱ保
長ࡔ ʓ ʓ ʓ ʓ 布地ࢄ

51 田端遺跡 北群馬郡吉岡町大ٱ保
田端 ʓ ʓ ʓ 布地ࢄ

52 保平遺跡ٱ 北群馬郡吉岡町大ٱ保
東原 ʓ ʓ ʓ ʓ 布地ࢄ

53 東原01～04号古෿ 北群馬郡吉岡町大ٱ保
東原 ʓ 古෿

54 不ಈٱ保遺跡 北群馬郡吉岡町大ٱ保
不ಈٱ保 ʓ 布地ࢄ

55 野遺跡۽ 北群馬郡吉岡町大ٱ保
不ಈٱ保 ʓ ʓ ʓ ʓ 布地,集落ࢄ ・฾ఏ、古෿・ಸྑࡾέ୆、十ྖޒ

平安集落。 91,92

56 ย֋遺跡 北群馬郡吉岡町大ٱ保
ย֋ ʓ ʓ ʓ ʓ 布地,集落ࢄ ಸྑ・平安集落。 88

57 本॓遺跡 北群馬郡吉岡町大ٱ保
辺ۄ ʓ ʓ ʓ ʓ ,布地,集落ࢄ

古෿ 古෿集落。ΦトΧ山古෿。 101

58 野ᶚ遺跡۽ 北群馬郡吉岡町大ٱ保
野۽ ʓ ʓ ʓ ,布地,集落ࢄ

古෿ ̝25年吉岡町教委ࢼ掘調査。

59 大林山৓ 北群馬郡吉岡町南下大
林 ʓ ৓ؗ 2,108

60 上ീ഼のࡆ 北群馬郡吉岡町南下大
ᤵ、上ീ഼ ʓ ৓ؗ 2

61 ౧井ؗ 北群馬郡吉岡町南下下
ീ഼ ʓ ৓ؗ 南北ே。 2,108

62 下ീ഼ᶗ遺跡 北群馬郡吉岡町南下下
ീ഼ ʓ ʓ ʓ 布地ࢄ

63 下ീ഼ᶘ遺跡 北群馬郡吉岡町南下下
ീ഼ ʓ ʓ 布地ࢄ ౧井塚。

64 ؙ山01～02号古෿ 北群馬郡吉岡町南下ؙ
山 ʓ 古෿



第２章　周辺の環境

��

遺跡名 所 在 地 縄文 弥生 古෿ ಸྑ 平安 中世 近世 छ別・ੑ֨ 備 ߟ 資 ྉ

65 南下古෿群 北群馬郡吉岡町南下宮
代 ʓ 古෿

ԁ෿。明࣏村50,54、南下"～&、ؙ
山1,2、上ീ഼１～４、大林１～３
号෿、大༅ീ഼古෿、宮代古෿。

105

66 下ീ഼南遺跡 北群馬郡吉岡町南下ࡾ
඗ ʓ ʓ 布地,集落ࢄ ಸྑ平安集落。 93

67 十日市遺跡 北群馬郡吉岡町南下十
日市 ʓ ʓ ʓ 集落

縄文前期集落、ಸྑ平安集落、中世
掘立、墓。十日市地区平安多し、大
༅地区縄文多し。

12

68 上ീ഼遺跡 北群馬郡吉岡町南下上
ീ഼ ʓ 布地ࢄ

69 上ീ഼01～04号古
෿

北群馬郡吉岡町南下上
ീ഼ ʓ 古෿

70 小֖遺跡 北群馬郡吉岡町南下上
ീ഼ ʓ ʓ 布地ࢄ

71 川子遺跡 北群馬郡吉岡町南下川
子 ʓ ʓ ʓ 布地ࢄ

72 大林02号古෿ 北群馬郡吉岡町南下大
林 ʓ 古෿

73 大林03号古෿ 北群馬郡吉岡町南下大
林 ʓ 古෿

74 大ᤵ遺跡 北群馬郡吉岡町南下大
ᤵ ʓ ʓ ʓ ,布地,古෿ࢄ

৓ؗ
中世৓ֲ。大ᤵ৓・౧井৓・౧井東
৓、大༅遺跡、大ᤵ৓山古෿・大ᤵ
৓古෿	前方ޙԁ෿


2,87,108

75 大ᤵീ഼古෿ 北群馬郡吉岡町南下大
ᤵ ʓ 古෿

76 長山遺跡 北群馬郡吉岡町南下長
山 ʓ 布地,集落ࢄ 平安集落。平成７年吉岡町教委調

査。

77 南下木戸遺跡 北群馬郡吉岡町南下木
戸 ʓ ʓ 布地ࢄ

78 北発地岡遺跡 北群馬郡吉岡町北下ٱ
保 ʓ 布地ࢄ

79 ॅ遺跡 北群馬郡吉岡町北下ॅ ʓ ʓ 集落 平安集落、中世掘立、土坑、墓。 12

80 ઍ代։南遺跡 北群馬郡吉岡町北下ઍ
代։ ʓ ʓ 布地,集落ࢄ 平安集落、中世土坑。 12

81 ઍ代։北遺跡 北群馬郡吉岡町北下ઍ
代։ ʓ ʓ 布地,集落ࢄ 平安集落、中世土坑。 12

82 北下東原遺跡 北群馬郡吉岡町北下東
原 ʓ ʓ 布地ࢄ

83 ാ中 ŋ ॅ遺跡 北群馬郡吉岡町北下ാ
中 ʓ 布地,集落ࢄ 平安集落。 100

84 ാ中東遺跡 北群馬郡吉岡町北下ാ
中 ʓ ʓ 布地ࢄ

85 北下藤塚遺跡 北群馬郡吉岡町北下ാ
中 ʓ ʓ 布地ࢄ

86 ਡ๚୆遺跡 北群馬郡吉岡町北下ຑ
૲原 ʓ ʓ ࣉ布地,社ࢄ ਡ๚ഇࣉ。

87 東原田遺跡 北群馬郡吉岡町北下ຑ
૲原 ʓ ʓ 布地ࢄ

88 金井屋敷 北群馬郡榛東村広馬場 ʓ ৓ؗ ２

89 庚申塚古෿ 北群馬郡榛東村山子田 ʓ 古෿ ԁ෿。
上ໟ古෿総覧౧井村101号෿。

90 御ງ遺跡 北群馬郡榛東村山子田 ʓ ʓ ʓ 集落,৓ؗ 中世৓ֲ。御ງ৓・౧井৓・
౧井西৓・山子田৓。 2,35

91 ૔ւ戸遺跡 北群馬郡榛東村山子田
૔ւ戸 ʓ 集落 平安集落。 36

92 下新井遺跡 北群馬郡榛東村新井 ʓ ʓ 集落
縄文ޙ期・൩期集落、墓域。ࣖ০、
石֩、木ో土ۮ、配石墓・石׹墓、
敷石遺構。

34,38

93 十ೋ前遺跡 北群馬郡榛東村新井 ʓ 集落 新井十ೋ前遺跡。縄文中期集落。 37

94 立ܣ古෿群 北群馬郡榛東村新井 ʓ 古෿ ԁ෿。上ໟ古෿総覧౧井村14号෿。

95 長谷௡遺跡 北群馬郡榛東村新井 ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ 集落 縄文中期～ޙ期集落、古෿集落、ാ、
ಸྑ集落、中近世集落。 16

96 ֟木ࡔ古෿群 北群馬郡榛東村新井 ʓ 古෿ 山ͤد式ԁ෿。
上ໟ古෿総覧౧井村38号෿。 16

97 いなり山古෿ 北群馬郡榛東村新井 ʓ 古෿ 前方ޙԁ෿。൑塚古෿群、
上ໟ古෿総覧౧井村３号෿。
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98 北原古෿群 北群馬郡榛東村新井 ʓ 古෿ ԁ෿。上ໟ古෿総覧
23～25,66,70,71,140号෿。

99 長ٱ保古෿群 北群馬郡榛東村新井 ʓ 古෿ 前方ޙԁ෿２基、ԁ෿20基。 45

100 高塚古෿ 北群馬郡榛東村新井 ʓ 古෿ 前方ޙԁ෿、県指定。
ত和34・35年群馬大ֶ調査。 39

101 ਽子古෿群 北群馬郡榛東村新井 ʓ 古෿ ԁ෿。榛東村39号෿。 40

102 井古෿群ࠓ 北群馬郡榛東村新井 ʓ ʓ 古෿,৓ؗ ԁ෿。上ໟ古෿総覧౧井村126号෿。
。井屋敷ࠓ

103 場遺跡ל 北群馬郡榛東村新井ל
場 ʓ ʓ ʓ 布地ࢄ 縄文中期。

104 ൑塚遺跡 北群馬郡榛東村新井൑
塚 ʓ 布地ࢄ

105 前橋市0138遺跡 前橋市総社町২野ࡩϲ
ٰ団地 ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ 集落 総社ࡩϲٰ遺跡
総社ࡩϲٰᶘ遺跡。

西ٱ保遺跡 
66,70,76,
78

106 前橋市0886遺跡 前橋市上੨ས子町 ʓ 古෿ 庚申塚1,2号෿。 8

107 前橋市0112遺跡 前橋市上੨ས子町 ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ,布地,集落ࢄ
その他

)19,20,22前橋市教委ࢼ掘。中ౡ遺
跡、ೋ彩陶器、८方・ᭊ尾、ݛ、྘
ᬵ、ࠁ字ࠁ、נ書土器・。
清里 ŋ 庚申塚遺跡、ༀࢣ前遺跡、中
ౡ遺跡、中ౢᶘ遺跡。

6,67,68,
69,81,
82,83

108 清里・庚申塚遺跡 前橋市池端町、上੨ས
子町 ʓ ʓ ʓ 集落,古෿

弥生中期ޙ൒環濠集落、古෿、平安
時代集落。清里遺跡群庚申塚遺跡、
庚申塚古෿。

6

109 前橋市0108遺跡 前橋市池端町 ʓ ʓ ʓ 布地ࢄ

110 前橋市0830遺跡 前橋市池端町 ʓ 古෿ 清里5,8,10号෿。 1,8

111 西原遺跡 北群馬郡吉岡町陣場西
原 ʓ 布地ࢄ

112 前橋市0885遺跡 前橋市池端町屋敷小路 ʓ 古෿ 清里３号෿。 1

113 ಸྑ平安ᶺ１遺跡 高崎市金古町内金古 ʓ ʓ 布地ࢄ

114 古෿ᶺ30遺跡 高崎市金古町内金古 ʓ 布地ࢄ

115 内金古古෿ 高崎市金古町内金古 ʓ 古෿ 横穴式石室、ԁ෿。

116 縄文ᶺ１遺跡 高崎市金古町内金古 ʓ 布地ࢄ

117 内林遺跡 高崎市金古町内林 ʓ 布地ࢄ

118 道৓遺跡 北群馬郡吉岡町大ٱ保
道৓ ʓ ʓ 布地,集落ࢄ 平成４年、平成10年調査。 95

119 大ٱ保"遺跡 北群馬郡吉岡町大ٱ保 ʓ ʓ 集落 85

120 大ٱ保̗遺跡 北群馬郡吉岡町大ٱ保 ʓ ʓ 集落 5

121 辺ۄ遺跡 北群馬郡吉岡町大字大
ۄ保字辺ٱ ʓ ʓ 集落 92

122 金古北十ࡾ町遺跡 群馬郡群馬町金古 ʓ ʓ ʓ 集落 3,18

123 溝ࡇ木戸01～03古
෿

北群馬郡吉岡町大ٱ保
木戸 ʓ 古෿

124 溝ࡇ木戸遺跡 北群馬郡吉岡町大ٱ保
木戸 ʓ ʓ ʓ ʓ 布地ࢄ

125 大ঁ古෿ 北群馬郡吉岡町大ٱ保
大ঁ ʓ 古෿

126 大ঁ遺跡 北群馬郡吉岡町大ٱ保
大ঁ ʓ ʓ ʓ ʓ 布地ࢄ

127 ਿ下古෿ 北群馬郡吉岡町下野田
ਿ下 ʓ ʓ 布地ࢄ

128 見ৎ遺跡 北群馬郡吉岡町࣫原྆
原(見ৎ） ʓ 布地ࢄ

129 山Ԧ遺跡 北群馬郡吉岡町大字࣫
原(字山Ԧ） ʓ 布地ࢄ

130 Ѩٱ௡、܂原田、
中町遺跡 北群馬郡吉岡町࣫原 ʓ Ր山災֐遺跡 平成14年ࢼ掘調査。
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131 観Ի遺跡 北群馬郡吉岡町࣫原
(観Ի） ʓ 布地ࢄ

132 ൒田南原遺跡群 渋川市൒田中原 ʓ ʓ 布地ࢄ

133 ൒田工業団地औ付
道路遺跡 渋川市൒田南原 ʓ 集落 31

134 ൒田中原 ŋ
南原遺跡 渋川市൒田中原 ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ 集落,古෿ 1989～1991年市教委調査。

ಸྑ平安集落、818年෾࠭。 32,33

135 藤塚古෿ 北群馬郡吉岡町下野田
ਿ下 ʓ 古෿

136 野田遺跡 ŋ
内出遺跡

北群馬郡吉岡町下野田
৿下 ʓ ৓ؗ 野田の内出。

137 町南遺跡 北群馬郡吉岡町上野田
町南 ʓ 布地ࢄ

138 石合遺跡 北群馬郡吉岡町北下石
合 ʓ 布地ࢄ

139 ෣୆遺跡 北群馬郡吉岡町北下ߕ
෣୆ ʓ ʓ 集落

140 平石遺跡群 北群馬郡吉岡町上野田
小井出 ʓ ʓ ʓ 布地ࢄ

141 前橋市0859遺跡 前橋市総社町২野Ҵՙ ʓ 古෿
一本木塚古෿(総社13号෿、ԁ෿）、
২野ༀࢣ塚古෿(総社15号෿、ԁ෿）、
大神宮様古෿(総社14号෿、ԁ෿）

1,46

142 新田ೖޱ遺跡 北群馬郡吉岡町大ٱ保
前原 ʓ ʓ ʓ 布地ࢄ

143 前橋市0114遺跡 前橋市高井町一ஸ目 ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ
,布地,集落ࢄ
社ࣉ,生産遺跡,
その他

֟木遺跡、֟木ᶘ遺跡、清里南部遺
跡群(トウϊコシ遺跡、下東西清水
上遺跡、下東西遺跡）、総社২野北
։土遺跡、ߣༀ遺跡、下東西遺跡、
総社高井十࿠遺跡、総社高井十࿠ᶘ
遺跡、高井౧ϊ木ᶘ遺跡、高井౧ϊ
木ᶙ遺跡。

9,10,11ɼ
27,30,43ɼ
47,48,49ɼ
51,79,80

144 新田ೖޱ南遺跡 北群馬郡吉岡町大ٱ保
新田ೖޱ ʓ ʓ 布地ࢄ

145 前橋市0880遺跡 前橋市総社町২野 ʓ ʓ ʓ 生産遺跡(水田） 総社২野北։土遺跡。 43

146 見༄東遺跡 北群馬郡吉岡町大ٱ保
見༄東 ʓ ʓ ʓ 布地ࢄ

147 前原遺跡 北群馬郡吉岡町大ٱ保
前原 ʓ ʓ 布地ࢄ

148 前橋市0113遺跡 前橋市清野町 ʓ ৓ؗ 16C੨ས子ࡆ。 2

149 前橋市0926遺跡 前橋市清野町 布地ࢄ 前橋市教委分布調査。

150 前橋市0117遺跡 前橋市੨ས子町下東西 ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ 集落,生産遺跡
੨ས子金古境遺跡、੨ས子上屋敷遺
跡、দů木遺跡、༄原遺跡、۽野谷
遺跡、۽野谷ᶘ遺跡、۽野谷ᶙ遺跡、
੨ས子۽野前遺跡。

3,4,18,28,
41,49,50

151 ൑塚古෿群 北群馬郡榛東村新井 ʓ 古෿
൑塚遺跡、観Ի山古෿(౧井村１号
෿、ԁ෿）、いなり山古෿(౧井村３
号෿、前方ޙԁ෿）をؚむ。

152 庚申古෿ 高崎市金古町庚申 ʓ ,布地,古෿ࢄ
その他

153 古෿ᶺ31遺跡 高崎市金古町内林 ʓ 布地,古෿ࢄ ত和48・49年度発掘調査。

154 ಸྑ平安ᶺ３遺跡 高崎市金古町内林 ʓ ʓ 布地ࢄ

155 ಸྑ平安ᶺ４遺跡 高崎市金古町஥原 ʓ ʓ 布地ࢄ

156 ಸྑ平安ᶺ２遺跡 高崎市金古町十ೋ山 ʓ ʓ 布地ࢄ

157 縄文ᶺ３遺跡 高崎市金古町内林 ʓ 布地ࢄ

158 平塚古෿ 高崎市金古町中原 ʓ 布地,古෿ࢄ

159 古෿ᶺ32遺跡 高崎市金古町ແೋ名 ʓ 布地ࢄ

160 ಸྑ平安ᶺ５遺跡 高崎市金古町ແೋ名 ʓ ʓ 布地ࢄ
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161 縄文ᶺ５遺跡 高崎市金古町金井 ʓ 布地ࢄ

162 ಸྑ平安ᶺ７遺跡 高崎市金古町ແೋ名 ʓ ʓ 布地ࢄ

163 ಸྑ平安ᶺ６遺跡 高崎市金古町ແೋ名 ʓ ʓ 布地ࢄ

164 ಸྑ平安ᶺ８遺跡 高崎市金古町ແೋ名 ʓ ʓ 布地ࢄ

165 ૔室町ᶺ２遺跡ח 高崎市金古町Ѫౠ ʓ ʓ 布地ࢄ

166 ಸྑ平安ᶺ9遺跡 高崎市金古町Ѫౠ ʓ ʓ 布地ࢄ

167 Ѫౠ遺跡 高崎市金古町Ѫౠ ʓ 布地ࢄ

168 Ѫౠ山古෿・
古෿ᶺ33遺跡 高崎市金古町Ѫౠ ʓ 布地,古෿ࢄ Ѫౠ山古෿(金古町9号෿、ԁ෿）

ত和38年度測量調査。

169 ಸྑ平安ᶺ27遺跡 高崎市金古町北十ࡾ町 ʓ ʓ 布地,その他ࢄ 平成７年度調査。

170 ಸྑ平安ᶺ30遺跡 高崎市北原町弥ޙ在Ո ʓ ʓ ,布地,集落ࢄ
その他 北原遺跡。 20,21

171 弥生ᶺ１遺跡 高崎市北原町弥ޙ在Ո
774他 ʓ 布地ࢄ 下東西遺跡。 9

172 ૔室町ᶺ３遺跡ח 高崎市北原町弥ޙ在Ո
７ ʓ ʓ 布地,その他ࢄ 下東西遺跡。 9

173 前橋市0115遺跡 前橋市総社町২野 ʓ ʓ 集落 ए宮遺跡、২野小։土遺跡。 44

174 前橋市0118遺跡 前橋市総社町総社地内 ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ 集落,社ࣉ,
その他

北原分中塚遺跡、ۼ道遺跡、国分境
ᶘ遺跡、山Ԧഇࣉ、総社観Ի沢遺
跡、総社ণָࣉ㕩ۼ道遺跡、総社村
東02遺跡、総社Ҵՙ塚大道西遺跡。

13,29,46ɼ
52,53～64,
65,67,71ɼ
73～75,77,
81

175 古෿ᶺ57遺跡 高崎市北原町北下り
845他 ʓ ,布地,集落ࢄ

古෿ 北原遺跡。 21

176 前橋市0140遺跡 前橋市総社町高井ජ田 ʓ ৓ؗ 16Cජ田৓。 2

177 ૔室町ᶺ４遺跡ח 高崎市北原町北下り ʓ ʓ 布地,その他ࢄ 北原遺跡。 21

178 弥生ᶺ２遺跡 高崎市北原町北下り ʓ 布地ࢄ 北原遺跡。 21

179 ಸྑ平安ᶺ31遺跡 高崎市北原町国分境 ʓ ʓ ,布地,集落ࢄ
水田 北原遺跡。 21

180 縄文ᶺ19遺跡 高崎市北原町村東 ʓ 布地ࢄ ত和55年度発掘調査。

181 北原下屋敷 高崎市北原町下屋敷 ʓ 布地ࢄ

182 ૔室町ᶺ14遺跡ח 高崎市北原町ϘッΫイ ʓ ʓ 布地ࢄ

183 北原字下屋敷 高崎市北原町下屋敷 ʓ 布地ࢄ

184 ૔室町ᶺ13遺跡ח 高崎市西国分町向原 ʓ ʓ 布地ࢄ

185 縄文ᶺ17遺跡 高崎市西国分町向原 ʓ 布地ࢄ

186 縄文ᶺ18遺跡 高崎市北原町下屋敷 ʓ 布地ࢄ

187 ಸྑ平安ᶺ33遺跡 高崎市北原町国分境 ʓ ʓ ,布地,集落ࢄ
その他 下東西遺跡。 9

188 古෿ᶺ５遺跡 高崎市北原町下屋敷 ʓ 布地,集落ࢄ

189 ಸྑ平安ᶺ28遺跡 高崎市金古町町ཪ ʓ ʓ 布地,その他ࢄ 平成７年度調査、令和元年６月ࢼ掘
調査。

190 ಸྑ平安ᶺ29遺跡 高崎市金古町町ཪ ʓ ʓ 布地ࢄ

191 ૔室町ᶺ12遺跡ח 高崎市西国分町新田 ʓ ʓ 布地,その他ࢄ 平成６年度調査。

192 金古ਡ๚遺跡 高崎市金古町ਡ๚ ʓ 布地ࢄ

193 ಸྑ平安ᶺ22遺跡 高崎市金古町多Ո ʓ ʓ 布地ࢄ

194 古෿ᶺ�36遺跡 高崎市金古町Ԧ塚 ʓ 布地,古෿ࢄ
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195 ಸྑ平安ᶺ14遺跡 高崎市金古町Ԧ塚 ʓ ʓ 布地ࢄ

196 ಸྑ平安ᶺ15遺跡 高崎市金古町庚申 ʓ ʓ 布地,その他ࢄ 庚申遺跡。 22

197 ಸྑ平安ᶺ16遺跡 高崎市金古町庚申 ʓ ʓ 布地ࢄ

198 庚申#号෿ 高崎市金古町庚申 ʓ 古෿ ７Cԁ෿、ত和38年発掘調査、
平成27年測量調査、庚申遺跡。 22

199 庚申古෿群・
古෿ᶺ37遺跡 高崎市金古町庚申 ʓ ,布地,古෿ࢄ

その他
一部現状保存。庚申古෿群、
庚申遺跡。 22

200 縄文ᶺ６遺跡 高崎市金古町庚申 ʓ 布地ࢄ

201 ಸྑ平安ᶺ17遺跡 高崎市金古町金井沢 ʓ ʓ 布地ࢄ

202 ૔室町ᶺ５遺跡ח 高崎市଍໳町金井沢 ʓ ʓ 布地ࢄ

203 ・屋敷古෿群ࣉ
古෿ᶺ40遺跡 高崎市଍໳町ࣉ屋敷 ʓ ,布地,古෿ࢄ

その他

南ଆを平成２年度発掘調査・事業に
より一部ফ໓。ࣉ屋敷ᶗ遺跡、֖遺
跡、௽ר遺跡。平成２年度発掘調
査、ࣉ屋敷ᶘ遺跡。

23,24

204 縄文ᶺ51遺跡 高崎市଍໳町ࣉ屋敷 ʓ 布地ࢄ

205 ಸྑ平安ᶺ21遺跡 高崎市金古町೗来 ʓ ʓ 布地ࢄ

206 ೗来古෿群・
古෿ᶺ41遺跡 高崎市金古町೗来 ʓ 布地ࢄ 数基は現状で෿ٰを確認できるが、

΄とΜど削平されている。

207 ૔室町ᶺ9遺跡ח 高崎市金古町೗来 ʓ ʓ 布地ࢄ

208 ಸྑ平安ᶺ23遺跡 高崎市金古町೗来 ʓ ʓ 布地ࢄ

209 ૔室町ᶺ10遺跡ח 高崎市଍໳町ࣉ屋敷 ʓ ʓ 布地ࢄ

210 ಸྑ平安ᶺ24遺跡 高崎市଍໳町௽ר ʓ ʓ 布地,その他ࢄ 。屋敷ᶘ遺跡ࣉ 24

211 ૔室町ᶺ11遺跡ח 高崎市଍໳町֖ ʓ ʓ 布地ࢄ

212 金古町ཪ遺跡 高崎市金古町 ʓ ʓ ʓ 布地,集落,ാࢄ )15年度調査。

213 ಸྑ平安ᶺ34遺跡 高崎市西国分町金古境 ʓ ʓ ,布地,集落ࢄ
その他 西国分ᶗ遺跡、西国分ᶘ遺跡。 25,26

214 縄文ᶺ11遺跡 高崎市ྫྷ水町ڇ池１ ʓ 布地ࢄ

215 ૔室町ᶺ16遺跡ח 高崎市西国分町ܽ端 ʓ ʓ 布地ࢄ

216 西国分ༀࢣ㕩り遺
跡

高崎市西国分町ༀࢣ㕩
り ʓ 布地ࢄ

217 ૔室町ᶺ62遺跡ח 高崎市西国分町ༀࢣ㕩
り ʓ ʓ ࣉ布地,社ࢄ 大蔵๪。

218 ಸྑ平安ᶺ10遺跡 高崎市金古町ਡ๚ ʓ ʓ 布地ࢄ

219 古෿ᶺ34遺跡 高崎市金古町ਡ๚ 布地ࢄ

220 前橋市0141遺跡 前橋市総社町総社・
ণָࣉ㕩り一ଳ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ 集落,社ࣉ 山Ԧഇࣉ。 53～64
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第３章　確認された遺構と遺物
第１節　調査区の概要と基本土層

・・・第１項　調査区の概要

　群馬県前橋市池端町に所在する本調査区は前橋市0107

遺跡(以下、本遺跡）の中心付近に位置しており、本遺跡

の一部を構成している。本遺跡ではত和54年１月以来過

称されたݺ数次の発掘調査が実施されており、３区とڈ

本調査区は、平成30年度に当事業団が発掘調査を行った

前橋市0107遺跡２区の２区西調査区と２区東調査区の間

に位置している。これまでの発掘調査により本遺跡では

時代時期をҟにするෳ数の集落が確認されている。その

地の分布は本遺跡の北西部と南東部を中心とする傾ॅډ

向が認められるが、ࠓճの発掘調査もそうした傾向をཪ

付けるものとなった。

　本調査区は発掘調査実施上の都合により、西から３区

西調査区、３区西・東部調査区、３区中央西調査区、３

区中央東調査区、３区東調査区の５区ըに区分されてい

る。発掘調査に際しては２面の遺構面を૝定して調査が

実施された。下層の２面については上述した５区ըとも

色シルト面が基準面とされている。上層の１面は３区׊

東をআき４世ل末のઙ間山෾Րに伴うĈsȂCの混ೖするࠇ

の榛名山ل色土層面が基準となり、３区東のΈが６世׊

ೋπַ෾Րに伴うďrȂčĈ面を１面の基準としている。こ

れを踏ま͑、ࠓճの報告においては、発掘調査に際して

２面より上位の位置から検出された遺構を１面の遺構と

し、掲載した。

、ճの発掘調査では竪穴状遺構１基、溝５条、墓１基ࠓ　

井戸２基、集石４基の΄か、土坑23基とピット100基が

検出された。検出された遺構の大部分は１面の遺構であ

り、調査区の東ଆに集中していた。調査区の中心付近か

ら西端にかけて検出された１面の遺構は溝２条のΈであ

る。２面も数はগないが、調査区の東ଆに遺構が集中す

る傾向は１面と同様であるが、相ର的には西൒の検出ස

度は１面よりも高い。調査区西൒の２面からは溝１条、

竪穴状遺構１基、土坑１基と集石４基が検出されている。

・・・第２項　基本土層

　本調査区に隣接する西と東の地区は、前橋市0107遺跡

１区・２区として発掘調査が行われており、調査地点に

よる土৕ଯ積状況の相ҧと、これにより標準的な土層

のఏ示がࠔ೉であるࢫの報告がなされている(当事業団

2021『前橋市0107遺跡』）。ࠓճの調査区である３区は既

報の調査区にその東西をはさまれており、調査地点個々

の͹らつきについては１区・２区と同様な状況であった。

घに第１層である表土による攪乱ਂ度のҧいは、ďrȂčĈ

面が第２層になる地点があれ͹、׊色シルト混じりの土

が第２層となる地点もあるなど、攪乱の影ڹ度合が地点

個々で相ҧし、出土した遺構のؼ属年代の見ۃめを೉し

くしている。

　３区中央区の層序を基準とし、各地点の層序をࢀরし

つつあ͑て໛式的に３区の標準土層を記述すると次のよ

うになる。

　　　ᶗ　表土(ߞ作土、୐地଄成土、攪乱）

　　　ᶘ　ന色ܰ石ཻをؚむ׊ࠇ色土

　　　ᶙ　ĈsȂCをؚむ׊ࠇ色土

　　　ᶚ　ന色ཻ子、׊色ཻ子をؚむ׊ࠇ色土

　　　ᶛ　ཻࡉۃの׊ࠇ色࠭質土

　　　ᶜ　փԫ׊色シルト質土、ローム઴Ҡ層

　　　ᶝ　మ分௜ண層をؚむシルト層

　　　ᶞ　ઙԫᒵ色のܰ石をؚむシルト層

　　　ᶟ　׊色೪土層

　　　ᶠ　҉ۃ੺׊色࠭質土、川࠭

　　　XI　ಷいᒵ色೪土質土

　なお、本調査区の東西に位置する２区西調査区と２区

東調査区の基本土層を以下に付記する。

　　　１　表土(ߞ作土）。

。色土　ĈsȂĉ・ĈsȂC・ᒵ色土ཻをগ量ؚむ׊҉　２　　　

。色土　ᒵ色土ཻをඍ量ؚむ׊҉　３　　　

。色土ཻをগ量ؚむ׊・色土　ĈsȂC׊҉　４　　　

　色土ཻ・ᒵ色土ཻを׊・色土　ന色ܰ石׊҉　５

ඍ量ؚむ。

色土　ᒵ色土ཻをগ量、ന色ܰ石・ԫ色׊ࠇ　６

ܰ石・ԫ׊色土ཻをඍ量ؚむ。
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西
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西
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��

3
区
西
·
東
部
深
堀
ﾄ
ﾚ
ﾝ
ﾁ
4
　
東
壁

3
区
西
·
東
部
深
堀
ﾄ
ﾚ
ﾝ
ﾁ
4
　
南
壁

3
区
西
·
東
部
　
東
壁

3
区
西
·
東
部
深
堀
ﾄ
ﾚ
ﾝ
ﾁ
5
　
東
壁

3
区
西
·
東
部
　
北
壁

３
区

西
・

東
部

ਂ
ງ

ト
レ

ン
チ

４
１

　
ࠇ

׊
色

土(
7.

5Ġ
ę3

/2
）࠭

質(
П

0.
5m

m以
下

）し
ま

り
強

く
、

೪
り

ऑ
い

。
第

２
面

表
土

。
・

２
　

׊
փ

色
土(

7.
5Ġ

ę5
/1

）࠭
質(

П
0.

5m
m以

下
）し

ま
り

Ͷ
͹

り
と

も
に

ۃ
め

て
強

い
。

３
　

ᒵ
色

土(
7.

5Ġ
ę6

/6
）࠭

質
、

ۃ
ඍ

小
ཻ

。
し

ま
り

あ
り

、
Ͷ

͹
り

強
い

。
４

　
に

Ϳ
い

׊
色

土(
7.

5Ġ
ę5

/4
）シ

ル
ト

。
し

ま
り

Ͷ
͹

り
と

も
に

強
い

。
ઙ

ԫ
ᒵ

色(
7.

5Ġ
ę8

/4
）

ܰ
石(

П
３

mm
以

下
）を

１
ˋ

΄
ど

ؚ
む

。
５

　
明

׊
փ

色
土(

7.
5Ġ

ę7
/2

）シ
ル

ト
。

し
ま

り
Ͷ

͹
り

と
も

に
強

い
。

　
　

６
　

҉
׊

色
土(

7.
5Ġ

ę3
/4

）࠭
礫

П
１

～
３

mm
。し

ま
り

あ
り

、Ͷ
͹

り
な

し
。ブ

ロ
ッ

Ϋ
状

に
分

布
。

７
　

に
Ϳ

い
ᒵ

色
土(

7.
5Ġ

ę6
/4

）シ
ル

ト
。

Ͷ
͹

り
し

ま
り

と
も

に
強

い
。

　
８

　
に

Ϳ
い

ԫ
׊

色
土(

10
Ġę

5/
4）

シ
ル

ト
。

ࠇ
色

の
࠭

層(
П

１
mm

ఔ
度

）と
ॏ

層
。

し
ま

り
強

い
、

Ͷ
͹

り
ऑ

い
。

と
こ

Ζ
ど

こ
Ζ

২
物

の
ࠜ

に
よ

る
؏

ೖ
ࠟ

跡
が

Έ
ら

れ
る

。

３
区

西
・

東
部

ਂ
ງ

ト
レ

ン
チ

５
１

　
׊

色
シ

ル
ト

層(
10

Ġę
4/

4）
し

ま
り

あ
り

。
発

๐
し

た
ܰ

石
ཻ

を
গ

量
ؚ

む
。

２
　

に
Ϳ

い
ԫ

׊
色

シ
ル

ト
層(

10
Ġę

4/
3）

ߗ
質

。
発

๐
し

た
ܰ

石
ཻ

を
গ

量
ؚ

む
。

３
　

փ
ԫ

׊
色

シ
ル

ト
層(

10
Ġę

4/
2）

ߗ
質

。
発

๐
し

た
ܰ

石
ཻ

を
গ

量
ؚ

む
。

４
　

ԫ
׊

色
೪

質
土

層(
10

Ġę
5/

6）
５

　
׊

色
೪

質
土

層(
10

Ġę
4/

6）
６

　
׊

色
೪

質
層(

10
Ġę

5/
6）

７
　

׊
色

シ
ル

ト
層(

10
Ġę

4/
4）

し
ま

り
に

๡
し

い
。

８
　

に
Ϳ

い
ԫ

׊
色

シ
ル

ト
層(

10
Ġę

5/
3）࠭

層
を

ؚ
む

。
9

　
に

Ϳ
い

ԫ
ᒵ

色
シ

ル
ト

層(
10

Ġę
6/

4）ؚ
水

し
、

や
や

ೈ
ऑ

。
10

・　
に

Ϳ
い

ԫ
׊

色
೪

質
土

層(
10

Ġę
5/

3）
　

３
区

西
・

東
部

　
東

壁
１

　
҉

׊
色

土(
10

Ġę
3/

3）
表

土
、

ߞ
作

土
、

୐
地

଄
成

土
。

２
　

ࠇ
׊

色
土(

10
Ġę

2/
2）

Ĉs
-C

を
多

量
に

ؚ
む

೪
質

層
。

３
　

ࠇ
׊

色
土(

10
Ġę

2/
3）

మ
分(

ࢎ
化

第
ೋ

మ
）を

ؚ
む

೪
質

層
。

　
４

　
҉

׊
色

土(
10

Ġę
3/

4）ܰ
石

ཻ
、

ࠇ
׊

色
土

を
混

ೖ
す

る
೪

質
層

。
࠭

層
等

ྲྀ
水

ࠟ
跡

は
認

め
ら

れ
な

い
。

３
区

西
・

東
部

　
北

壁
１

　
҉

׊
色

土(
10

Ġę
3/

3）
表

土
、

ߞ
作

土
、

୐
地

଄
成

土
。

２
　

҉
׊

色
土(

10
Ġę

3/
3ð

Ĉs
-C

を
混

ೖ
す

る
層

。
೪

ੑ
は

๡
し

い
。

３
　

ࠇ
׊

色
土(

10
Ġę

2/
2ð

Ĉs
-C

を
多

量
に

ؚ
む

೪
質

層
。

　
４

　
ࠇ

׊
色

土(
10

Ġę
3/

1）
ന

色
׊、

色
ཻ

子
を

ؚ
む

೪
土

層
ߗ。

質
。

５
　

ࠇ
׊

色
土(

10
Ġę

3/
2）

ന
色

׊、
色

ཻ
子

を
ؚ

む
೪

土
層

ߗ。
質

。
　

６
　

ࠇ
׊

色
土(

10
Ġę

2/
3）

׊
色

ཻ
子

を
ؚ

む
。

೪
ੑ

を
࣋

つ
が

ߗ
質

で
は

な
い

。
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第１節　調査の概要と基本土層

��

3
区
中
央
西
　
西
壁

3
区
中
央
東
ﾄ
ﾚ
ﾝ
ﾁ
4
　
北
壁

３
区

中
央

西
　

西
壁

１
　

表
土(

攪
乱

層
）

３
　

ロ
ー

ム
઴

Ҡ
層

。
փ

ԫ
׊

色(
10

Ġę
6/

2）
シ

ル
ト

質
土

、
थ

木
に

よ
る

攪
乱

が
多

い
。

３
˄

ઙ
ԫ

ᒵ
色(

10
Ġę

8/
3）

シ
ル

ト
質

土
を

基
調

と
し

、
మ

分
௜

ண
し

た
も

の
。

全
体

と
し

て
明

׊
色(

7.
5Ġ

ę5
/6

）シ
ル

ト
質

土
、

ݻ
く

し
ま

っ
て

い
る

。
４

　
҉

੺
׊

色(
5Ġ

ę3
/2

）シ
ル

ト
質

土
、

３
�に

మ
分

௜
ண

が
ਐ

Μ
ͩ

部
分

は
ۃ

め
て

ݻ
い

。
と

こ
Ζ

ど
こ

Ζ
１

号
ト

レ
ン

チ
２

層
が

П
１

～
10

cm
の

ブ
ロ

ッ
Ϋ

と
し

て
ೖ

っ
て

い
る

。
４

˄
ᒵ

色(
7.

5Ġ
ę7

/6
）シ

ル
ト

質
土

、
మ

分
௜

ண
ߗ

化
面

。
し

ま
り

ۃ
め

て
強

く
ߗ

い
５

　
ઙ

ԫ
ᒵ

色(
10

Ġę
8/

3）
シ

ル
ト

質
土

を
基

と
し

て
、

明
׊

色(
7.

5Ġ
ę5

/6
）に

మ
分

ม
色

し
た

部
分

が
؏

ೖ
し

た
২

物
ࠜ

ࠟ
が

広
が

っ
て

い
る

。
し

ま
り

೪
り

と
も

に
強

い
。

６
　

փ
ԫ

׊
色(

10
Ġę

6/
2）

シ
ル

ト
質

土
。

し
ま

り
೪

り
と

も
に

強
い

。
మ

分
の

௜
ண

は
Έ

ら
れ

な
い

。
７

　
に

Ϳ
い

ԫ
ᒵ

色(
10

Ġę
7/

3）
シ

ル
ト

質
土

、೪
り

し
ま

り
と

も
に

ۃ
め

て
強

い
。下

層
と

の
境

に
ಷ

い
ᒵ

色(
7.

5Ġ
ę6

/4
）の

層
が

う
っ

す
ら

と
Έ

͑
る

。
８

˄
)ࠇ

10
Ġę

2/
1）

～
ࠇ

׊
色(

10
Ġę

2/
2）

シ
ル

ト
質

土
を

基
本

と
し

て
、

ઙ
ԫ

ᒵ
色(

10
Ġę

8/
3）

の
ܰ

石
П

１
～

数
mm

を
20

ˋ
΄

ど
ؚ

む
。

ܰ
石

は
下

層
΄

ど
গ

な
く

な
る

。
と

こ
Ζ

ど
こ

Ζ
７

を
П

10
～

50
mm

΄
ど

の
ブ

ロ
ッ

Ϋ
状

に
10

ˋ
以

下
ؚ

む
が

下
層

΄
ど

গ
な

く
な

る
。

9
　

փ
׊

色
土(

7.
5Ġ

ę5
/2

）೪
土

質
、所

々
に

మ
分

が
௜

ண
し

て
い

る
。

下
層

と
の

境
界

部
分

に
明

׊
փ

色(
7.

5Ġ
ę7

/2
）シ

ル
ト

質
土

が
ബ

く
存

在
す

る
。

10
　

ۃ
҉

੺
׊

色(
5Ġ

ę2
/4

）࠭
質

土
、

П
１

～
数

mm
మ

分
が

௜
ண

し
て

お
り

、
し

ま
り

が
ۃ

め
て

強
い

が
೪

り
は

な
い

。
川

࠭
。

11
　

ಷ
い

ᒵ
色(

7.
5Ġ

ę6
/4

）೪
土

質
土

、
し

ま
り

೪
り

と
も

に
ۃ

め
て

強
い

。

４
号

ト
レ

ン
チ

３
　

ࠇ
׊

色(
10

Ġę
2/

3）
ۃ

ࡉ
ཻ

࠭
質

土
、

し
ま

り
が

強
く

೪
り

は
ऑ

い
。

下
層

は
փ

ԫ
׊

色
(

10
Ġę

6/
2）

シ
ル

ト
質

土
、

し
ま

り
が

強
い

ロ
ー

ム
઴

Ҡ
層

に
な

る
。

３
˄

ઙ
ԫ

ᒵ
色(

10
Ġę

8/
3）

シ
ル

ト
質

土
を

基
調

と
し

、
మ

分
௜

ண
し

た
も

の
。

全
体

と
し

て
明

׊
色(

7.
5Ġ

ę5
/6

）シ
ル

ト
質

土
、

ݻ
く

し
ま

っ
て

い
る

。
４

　
҉

੺
׊

色(
5Ġ

ę3
/2

）シ
ル

ト
質

土
、

３
に˄

మ
分

௜
ண

が
ਐ

Μ
ͩ

部
分

は
ۃ

め
て

ݻ
い

。
と

こ
Ζ

ど
こ

Ζ
１

号
ト

レ
ン

チ
２

層
が

П
１

～
10

cm
の

ブ
ロ

ッ
Ϋ

と
し

て
ೖ

っ
て

い
る

。
７

　
に

Ϳ
い

ԫ
ᒵ

色(
10

Ġę
7/

3）
シ

ル
ト

質
土

、
೪

り
し

ま
り

と
も

に
ۃ

め
て

強
い

。
下

層
と

の
境

に
ಷ

い
ᒵ

色(
7.

5Ġ
ę6

/4
）の

層
が

う
っ

す
ら

と
Έ

͑
る

。
８

　
)ࠇ

10
Ġę

2/
1）

～
ࠇ

׊
色(

10
Ġę

2/
2）

シ
ル

ト
質

土
を

基
本

と
し

て
、

ઙ
ԫ

ᒵ
色(

10
Ġę

8/
3）

の
ܰ

石
П

１
～

数
mm

を
20

ˋ
΄

ど
ؚ

む
。

ܰ
石

は
下

層
΄

ど
গ

な
く

な
る

。
9

　
փ

׊
色

土(
7.

5Ġ
ę5

/2
）೪

土
質

、
所

々
に

మ
分

が
௜

ண
し

て
い

る
。

下
層

と
の

境
界

部
分

に
明

׊
փ

色(
7.

5Ġ
ę7

/2
）シ

ル
ト

質
土

が
ബ

く
存

在
す

る
。

10
　

ۃ
҉

੺
׊

色(
5Ġ

ę2
/4

）࠭
質

土
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࠭
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り
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３
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మ
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ਐ
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。
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２
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ᒵ
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5Ġ
ę5

/6
）に

మ
分

ม
色

し
た

部
分

が
؏

ೖ
し

た
২

物
ࠜ

ࠟ
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ᒵ
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ᒵ
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・・・第１項　１面の概要

　３区１面では溝４条、井戸２基、墓１基、土坑18基と

ピット86基が検出されている。΄とΜどの遺構は調査区

の東ଆに集中して存在し、調査区の中央部から西にかけ

てのൣ囲から検出された遺構は溝２条にとどまる。

　東西方向に位置する溝２条と南北方向に位置する溝２

条が存在する。東西方向に位置する溝のうͪ49号溝は地

形なりに傾ࣼにԊい、調査区西端から調査区中央付近の

南辺にかけて東ྲྀするが、調査区東端دりに位置する51

号溝からは底面の傾ࣼが確認されͣ、存在したとしても

水ޯ配ఔ度の傾ࣼであり、区ը溝とも͑ߟられる。また、

51号溝とこれに隣接する50号溝とは埋没土の構成がڞ௨

し、同時期に存在したとਪ測されるが、２条の溝が࠷接

近すると૝定される付近が攪乱されており、྆者の関係

をਪ測するखがかりにܽける。なお、調査区中央付近と

調査区東端دりに存在する、南北方向に位置する２条の

溝はいͣれも北ྲྀしていたと͑ߟられる。

　調査区の東ଆから、20mఔの間ִをおいて２基の井戸

が検出されている。このうͪ東ଆに位置する12号井戸埋

没土とこれに隣接する50号溝地山の土は同छの土とࢥわ

れるので、12号井戸を෴いӅした土࠭が50号溝の地山と

なったとਪ察される。またこの土は５号墓の埋土でもあ

るので、５号墓も12号井戸埋没ޙの遺構とਪ測される。

　土坑とピットは調査区の東端にدる΄どその分布ີ度

が૿す傾向にあり、घに50号溝以東の標高180m୆の一

ըに集中している。

・・・第２項　検出された遺構

１　溝、墓、井戸

(１）49号溝(第20～22図、PL. ４, ５）

位置　X=47
965～47
983、Y=Ȃ73
841～Ȃ73
933、３区

西の北西端から３区中央東の南辺中央付近にかけて位置

する。྆端とも調査区外にԆびる。

形状等　؇やかに۶ۂを܁りฦしつつも調査区の北西端

からやや南下がりに東ྲྀし、調査区南辺から調査区外に

いたる。上ྲྀଆで一ஈ掘りࠐまれたۼ地２か所が確認さ
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0 ２m１: 60

れているが、底部は概Ͷ平ୱでଆ壁の外傾したശງとΈ

なͤる。

規模　(90.88ðʷ0.45～1.24ʷ0.25～0.66m。底面平ୱ

部の෯0.18～0.69m、溝西端の底面標高183.71m、溝東

端の底面標高181.45m、標高差2.26mを測る。

走行方位（度）　̣Ȃ79Ȃ̬

埋没土　調査区西辺付近は上層の地山ブロッΫの混ೖす

る҉׊色の೪質土、調査区南辺付近では下層の地山ブ

ロッΫの混ೖする҉׊色の೪質土により埋没している。

この྆端の間となる中ྲྀ域はĈsȂCの混͟る҉׊色からࠇ

。色の೪ੑの強い土に෴われている׊

重複　52号溝を横੾る。

遺物　埋没土から土ࢣ器(23ย、179̶）やਢܙ器(２ย、

82̶）の小ยの΄か、近世施ᬵ陶器や近世国産মక陶器

から近現代陶磁器の小ยなども出土している。

所見　本遺構の年代は、出土遺物から近世以降にൺ定さ

れる。52号溝より新しい。なお、調査区南辺の埋没土の

ଯ積状況から、調査区外において本溝のྲྀれる向きが東

南東から南東方向にมわるとਪ察される。

備考　確認面において139号土坑と隣接するが、新چ関

係を示す資ྉは確認されていない。埋没土のൺֱからは

139号土坑にઌ行するՄ能ੑも認められる。

(２）50号溝(第23図、PL. ５）

位置　X=47
961～47
974、Y=Ȃ73
808～73
810、３区

東の西دりに位置する。

形状等　調査区南辺より北ྲྀし、調査区北辺にいたり調

査区外にଓく。΄΅南北に位置し、底部は平ୱでശງと

なるが、底面は西下がりの傾ࣼが認められる。

規模　(11.20）̫ 1.32～1.64ʷ0.10～0.43m。底面平ୱ

部の෯1.11～1.56m、溝南端の底面標高180.51m、溝北

端の底面標高180.37m、標高差0.14mを測る。

走行方位（度）　̣Ȃ１Ȃ̚

第23図　50号溝

第３章　確認された遺構と遺物
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50号溝

50号溝
１　表土。攪乱層、࠭質(П１mm΄ど）ࠇ色土。しまりあり、೪りなし。
࠭（色土(7.5Ġę3/2׊ࠇ　２ 質(П0.5mm以下）。しまり強く、೪りऑい。明׊

色(7.5Ġę5/4）の࠭ (ཻ１～数mm）を１ˋ΄どؚむ。とこΖどこΖにಷい׊色
(7.5Ġę5/4）シルト質のブロッΫ(П数cm）が混͟る。

࠭（色土(10Ġę2/3׊ࠇ　３ 質。しまり強く、೪りあり。しまり強く、೪りある
࠭質҉׊色土(10Ġę3/3）をؚΈ、しまり強く、೪り強い׊色(10Ġę4/4）シルト
質土を数cm大のブロッΫ状にؚむ。地山。
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973
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埋没土　׊色のシルト質土のブロッΫとཻ࠭をؚむ׊ࠇ

色土に෴われる。

重複　266号ピット

遺物　図化には至らなかったが、土ࢣ器(４ย、14̶）や

ਢܙ器(１ย、７̶ðの小ยが出土している。

所見　本遺構は中世以降にؼ属するとਪ察されるが、ৄ

。は不明である。266号ピットにઌ行するࡉ

(３）51号溝(第24図、PL. ６）

位置　X=47
964～47
966、Y=Ȃ73
810～Ȃ73
814、３区

東の南西۱に位置する。

形状等　やや南下がりながら東西に位置する。

規模　(3.16ðʷ0.38～0.50ʷ0.11～0.20m。底面平ୱ部

の෯0.26～0.35m、溝西端の底面標高180.48m、溝東端

の底面標高180.48m、標高差0.00mを測る。

走行方位（度）　̣Ȃ78Ȃ̬

埋没土　ཻ࠭とシルト質の׊色土ブロッΫの混͟る࠭質

の׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は不明である。

(４）52号溝(第24図、PL. ５, ６）

位置　X=47
967～47
974、Y=Ȃ73
860～Ȃ73
862、３区

中央東の西端دりに位置する。

形状等　調査区南辺から北ྲྀし、調査区北辺にいたり調

査区外にଓく。΄΅直線状に南北に位置する。

規模　(6.48）̫ 0.38～0.57ʷ0.02～0.17m。底面平ୱ部

の෯0.20～0.43m、溝南端の底面標高182.09m、溝北端

の底面標高182.02m、標高差0.07mを測る。

走行方位（度）　̣Ȃ9Ȃ̚

埋没土　ന色ཻ、ԫ色ཻをؚむ׊ࠇ色土に෴われる。

重複　49号溝に横੾られる。

遺物　なし

所見　本遺構の年代は不明である。49号溝にઌ行する。

第24図　51号溝、52号溝

第２節　１面の遺構
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51号溝

52号溝

51号溝
１　表土。攪乱層。࠭質(П１mm΄ど）のࠇ色土。しまり

あり、೪りなし。
࠭（色土(7.5Ġę3/2׊ࠇ　２ 質(П0.5mm以下）、しまり強

く、೪りऑい。明׊色(7.5Ġę5/4）の࠭ (ཻ１～数mm）を
１ˋ΄どؚむ。とこΖどこΖにシルト質のಷい׊色土

(7.5Ġę5/4）ブロッΫ(П数cm）が混͟る。

52号溝
色土(10Ġę2/2）ന色・ԫ色ཻ子׊ࠇ　１

ඍ量混ೖ。೪ੑやや強く、しまり強い。



̖̖
̖

˄
̖

˄

攪乱

971
-811

̖̖
̖

˄
̖

˄
L=

18
1.

00
m

1

̖̖ ̖˄̖˄

攪
乱

969
-810

̖̖ ̖˄̖˄L=181.40m

1

0 １m１: 40

(５）５号墓(第25,44図、PL. ６,20）

位置　X=47
970～47
972、Y=Ȃ73
811～Ȃ73
812、３区

東の北西۱に位置する。

形状等　遺構西൒がഉ水管敷設工事によりࣦわれ、全形

は確認されないが、長方形をఄするとਪ察される。底部

は平ୱでଆ壁はਨ直にἥたれている。

規模　1.11 (̫0.63）̫ 0.38m

主軸方位（度）　̣Ȃ0

埋没土　シルト質の׊色土と࠭質の҉׊色土をؚむ࠭質

の׊ࠇ色土に埋もれる。

重複　なし

遺物　出土層位は不明であるが、Ӭָ௨ሟ、大観௨ሟ、

ᗂೡ元ሟをؚむಔમ２組６ຕ(１
 ２）が出土している。

所見　本遺構の年代は、出土遺物から中世にൺ定される。

出土したમ՟は࿡道મのՄ能ੑがある。

備考　発掘当ॳは117号土坑としてணखされた。

(６）12号井戸(第25図、PL. ６）

位置　X=47
968～47
971、Y=Ȃ73
810～Ȃ73
812、３区

東の西辺دりに位置する。

形状等　西端がഉ水管敷設工事によりࣦわれているが、

平面形は南西にややҾきԆ͹されたԁ形をఄするとਪ察

される。ޱの広い࿙ే状の掘りࠐΈである。遺構内から

角礫が検出されているが、石組Έや木組Έのࠟ跡は確認

されていない。

規模　(1.60）̫ 1.57 (̫0.80）m

主軸方位（度）　̣Ȃ80Ȃ̚

埋没土　࠭質の҉׊色土とシルト質の׊色土をؚむ׊ࠇ

色土に෴われる。

重複　なし

遺物　図化には至らなかったが、埋没土から土ࢣ器の小

ย(１ย、10̶）が出土している。

所見　本遺構の年代は不明であるが、隣接する５号墓と

埋没土がڞ௨しており、本遺構も中世にؼ属するՄ能ੑ

が高い。なお、５号墓の埋没土が埋土である点を踏ま͑

れ͹、５号墓にઌ行するՄ能ੑは高いと༧૝される。

備考　発掘調査中に118号土坑から12号井戸΁とݺ称が

มߋされた。

第25図　５号墓、12号井戸

第３章　確認された遺構と遺物

��

5号墓　

12号井戸

５号墓
࠭（色土(10Ġę2/3׊ࠇ　１ 質、しまり強く、೪りあり。࠭質のしまり強く、

೪りある҉׊色土(10Ġę3/3）をؚΈ、シルト質のしまり強く、೪り強
い׊色土(10Ġę4/4）を数cm大のブロッΫ状にؚむ。

12号井戸
࠭（色土(10Ġę2/3׊ࠇ　１ 質、しまり強く、೪りあり。࠭質のしまり強く、

೪りある҉׊色土(10Ġę3/3）をؚΈ、シルト質のしまり強く、೪り強
い׊色土(10Ġę4/4）を数cm大のブロッΫ状にؚむ。
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(７）13号井戸(第26,27,44図、PL. ７,20）

位置　X=47
967～47
969、Y=Ȃ73
831～Ȃ73
834、３区

中央東の中央付近やや東دりに位置する。

形状等　ԁ形の、ޱのڱい࿙ే状の掘りࠐΈが確認され

ている。遺構内から礫が多量に検出されたが、石組Έや

木組Έのࠟ跡は確認されていない。

規模　1.86ʷ1.69 (̫2.28）m

主軸方位（度）　̣Ȃ65Ȃ̚

埋没土　遺物の出土した中層には、ന色ཻ子、ԫ色ཻ子

がඍ量混ೖした׊ࠇ色土がଯ積する。なお࠷下層はԫ׊

色土ブロッΫが混ೖする׊ࠇ色土である。

重複　なし

遺物　ĈsȂC混土層下位の２層下部から在地土器ยുޱ

(３、４）が出土している΄か、図化には至らなかったが

土ࢣ器の小ย(１ย、４̶）が出土している。

所見　本遺構の年代は、出土遺物から中世にൺ定される。

備考　発掘調査中に126号土坑から13号井戸΁とݺ称が

มߋされた。

第26図　13号井戸１

第２節　１面の遺構
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13号井戸 礫群1層

礫群2層

礫群3層

13号井戸
色土ブロッΫ(大）গ量混ೖ。೪ੑやや׊、色土(10Ġę3/3）Ĉs-Cඍ量׊҉　１

ऑく、しまりやや強い。
色土を層׊色土ブロッΫ(大）多量混ೖ。下部に׊҉（色土(10Ġę2/3׊ࠇ　２

状に混ೖ。೪ੑऑく、しまりやや強い。
色土を層状׊色土(10Ġę2/3）ന色ཻ子、ԫ色ཻ子ඍ量混ೖ。下部に׊ࠇ　３

に混ೖ。೪ੑやや強く、しまりややऑい。
（色土ブロッΫ(中～小׊҉、色土(10Ġę2/2）ന色ཻ子、ԫ色ཻ子ඍ量׊ࠇ　４

গ量混ೖ。೪ੑやや強く、しまりややऑい。
色土ブロッΫ(中～小）一部層状に混ೖ。೪ੑや׊色土(10Ġę2/2）ԫ׊ࠇ　５

や強く、しまりややऑい。
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２　土坑

　１面から検出された土坑18基は、その埋没土΁の׊色

土ブロッΫとĈsȂCの混ೖ۩合により概Ͷではあるが３群

に区分される。３区東から検出された111～113号土坑、

115号土坑、116号土坑の５基はいͣれもシルト質の׊色

土ブロッΫが埋没土に混ೖしている。３区中央東から

検出された125号土坑、134号土坑、135号土坑の３基は

いͣれもĈsȂCをؚむ埋没土に෴われている。同じく３区

中央東から検出された123号土坑、124号土坑、128～133

号土坑の８基の埋没土からはĈsȂCや׊色土ブロッΫが検

出されていない。例外は３区東から検出された114号土

坑と３区中央東から検出された139号土坑の２基である。

114号土坑の埋没土は上記３群のいͣれにも属さͣ、12

号井戸とڞ௨する。また139号土坑の埋没土も上記３群

には属さͣ、この埋没土は13号井戸や隣接する49号溝に

近しい。

(１）111号土坑(第28,44図、PL. ７）

位置　X=47
968～47
969、Y=Ȃ73
802～Ȃ73
804、調査

区３区東の中央やや北東دりに位置する。

形状等　平面形は概Ͷԁ形をఄする。確認面より0.7m

ఔ掘りਐむも底面に至らͣ、確認されたൣ囲では下す΅

まりのԁ柱状となった。

規模　0.88ʷ0.79 (̫0.74）m

主軸方位（度）　̣Ȃ35Ȃ̚

埋没土　明׊色のཻ࠭とシルト質のಷい׊色土をؚむ࠭

質の׊ࠇ色土に෴われる。

重複　239号ピット

遺物　埋没土から在地系土器５)ࡼ）の΄か、図化には至

らなかったが土ࢣ器(２ย、22̶）が出土している。

所見　本遺構の年代は、出土遺物から中世にൺ定される。

239号ピットより新しい。

(２）112号土坑(第28図、PL. ７）

位置　X=47
963～47
965、Y=Ȃ73
805～Ȃ73
807、調査

区３区東の中央やや南دりに位置する。

形状等　底面は平ୱで、ଆ壁はやや外傾する。平面形は

۱ؙの平行࢛辺形をఄする。

規模　1.22ʷ1.08ʷ0.22m

主軸方位（度）　̣Ȃ７Ȃ̚

埋没土　明׊色のཻ࠭とシルト質のಷい׊色土をؚむ࠭

質の׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は不明であるが、埋没土から中世以

降にؼ属するとਪ察される。

(３）113号土坑(第28図、PL. ８）

位置　X=47
968～47
969、Y=Ȃ73
804～Ȃ73
806、調査

区３区東の中央やや北دりに位置する。

形状等　底面は平ୱで、ଆ壁はやや外傾する。平面形は

۱ؙの平行࢛辺形をఄする。

規模　0.86ʷ0.76ʷ0.48m

主軸方位（度）　̣Ȃ53Ȃ̬

埋没土　明׊色のཻ࠭とシルト質のಷい׊色土をؚむ࠭

質の׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　図化には至らなかったが土ࢣ器(１ย、13̶）が出

第27図　13号井戸２

第３章　確認された遺構と遺物
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礫群4層 礫群5層
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第28図　土坑１

第２節　１面の遺構
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111号土坑

113号土坑

114号土坑

112号土坑

115号土坑

111号土坑
࠭（色土(7.5Ġę3/2׊ࠇ　１ 質(П0.5mm以下）しまり強く、೪りऑい。

明׊色(7.5Ġę5/4）の࠭ (ཻ１～数mm）を１ˋ΄どؚむ。とこΖどこΖ
にシルト質のಷい׊色土(7.5Ġę5/4）ブロッΫ(П数cm）が混͟る。

112号土坑
࠭（色土(7.5Ġę3/2׊ࠇ　１ 質(П0.5mm以下）しまり強く、೪りऑい。

明׊色(7.5Ġę5/4）の࠭ (ཻ１～数mm）を１ˋ΄どؚむ。とこΖどこΖ
にシルト質のಷい׊色土(7.5Ġę5/4）ブロッΫ(П数cm）が混͟る。

113号土坑
࠭（色土(7.5Ġę3/2׊ࠇ　１ 質(П0.5mm以下）しまり強く、೪りऑい。

明׊色(7.5Ġę5/4）の࠭ (ཻ１～数mm）を１ˋ΄どؚむ。とこΖどこΖ
にシルト質のಷい׊色土(7.5Ġę5/4）ブロッΫ(П数cm）が混͟る。

114号土坑
࠭（色土(10Ġę2/3׊ࠇ　１ 質、しまり強く、೪りあり。࠭質のしまり

強く、೪りある҉׊色土(10Ġę3/3）をؚΈ、シルト質のしまり、೪
りともに強い׊色土(10Ġę4/4）を数cm大のブロッΫ状にؚむ。

115号土坑
࠭（色土(7.5Ġę3/2׊ࠇ　１ 質(П0.5mm以下）しまり強く、೪りऑい。

明׊色(7.5Ġę5/4）の࠭ (ཻ１～数mm）を１ˋ΄どؚむ。とこΖどこΖ
にシルト質のಷい׊色土(7.5Ġę5/4）ブロッΫ(П数cm）が混͟る。



土している。

所見　本遺構の年代は不明であるが、埋没土から中世以

降にؼ属するとਪ察される。

(４）114号土坑(第28図、PL. ８）

位置　X=47
967～47
969、Y=Ȃ73
804～Ȃ73
806、調査

区３区東の中央やや北دりに位置する。

形状等　平面形は۱ؙの୆形をఄする。底面は平ୱであ

るが、南北でਂさが相ҧし、南辺ଆが一ஈਂく掘りࠐま

れている。

規模　0.84ʷ0.56ʷ0.63m

主軸方位（度）　̣Ȃ85Ȃ̬

埋没土　࠭質の҉׊色土とシルト質の׊色土をؚむ࠭質

の׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は不明であるが、埋没土から中世以

降にؼ属するとਪ察される。

(５）115号土坑(第28図、PL. ８）

位置　X=47
962～47
965、Y=Ȃ73
803～Ȃ73
806、調査

区３区東の中央やや南東よりに位置する。

形状等　底面は平ୱであり、ଆ壁はやや外傾する。平面

形は۱ؙ長方形をఄする。

規模　1.95ʷ1.45ʷ0.34m

主軸方位（度）　̣Ȃ78Ȃ̬

埋没土　明׊色のཻ࠭とシルト質のಷい׊色土をؚむ࠭

質の׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は不明であるが、埋没土から中世以

降にؼ属するとਪ察される。

(６）116号土坑(第29図、PL. ８）

位置　X=47
961～47
963、Y=Ȃ73
804～Ȃ73
806、調査

区３区東の中央南دりに位置する。

形状等　平面形は長方形の短辺の一つがހ状にಥ出した

形状となっており、底面は平ୱでଆ壁は΄΅ਨ直となっ

ている。

規模　1.20ʷ0.54ʷ0.27m

主軸方位（度）　̣Ȃ85Ȃ̬

埋没土　明׊色のཻ࠭とシルト質のಷい׊色土をؚむ࠭

質の׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は不明であるが、埋没土から中世以

降にؼ属するとਪ察される。

(７）123号土坑(第29図、PL. ９）

位置　X=47
966～47
967、Y=Ȃ73
839～Ȃ73
841、調査

区３区中央東の中央南辺近くに位置する。

形状等　۱ؙ方形をఄする。ଆ壁はਨ直に掘られ、底部

はۂ面をなしている。

規模　0.49ʷ0.41ʷ0.37m

主軸方位（度）　̣Ȃ22Ȃ̚

埋没土　҉׊色の೪質土に෴われる。

重複　なし

遺物　図化には至らなかったが、土ࢣ器(４ย、14̶）の

΄か近世や近現代の国産磁器などが出土している。

所見　本遺構の年代は、出土遺物から近世以降にؼ属す

るとਪ察される。

(８）124号土坑(第29図、PL. ９）

位置　X=47
972～47
974、Y=Ȃ73
831～Ȃ73
833、調査

区３区中央東の中央北辺近くに位置する。

形状等　平ୱな底部のΈの検出であり、平面形は偏ԁ形

をఄする。

規模　0.78ʷ0.67ʷ0.12m

主軸方位（度）　̣Ȃ18Ȃ̚

埋没土　҉׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中世以降にؼ属する

とਪ察される。

(９）125・134・135号土坑(第29図、PL. ９,10）

a　125号土坑

位置　X=47
974～47
975、Y=Ȃ73
830～Ȃ73
832、調査

区３区中央東の中央北辺Ԋいに位置する。

形状等　平面形は۱ؙ方形をఄし、底部は平ୱであり、

第３章　確認された遺構と遺物
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第29図　土坑２

第２節　１面の遺構
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125 ・ 134 ・ 135号土坑 128 、 129号土坑

123号土坑 124号土坑

130号土坑

131号土坑 132号土坑

133号土坑

116号土坑

116号土坑
࠭（色土(7.5Ġę3/2׊ࠇ　１ 質(П0.5mm以下）しまり強く、೪り

ऑい。明׊色(7.5Ġę5/4）の࠭ (ཻ１～数mm）を１ˋ΄どؚむ。
とこΖどこΖにシルト質のಷい׊色土(7.5Ġę5/4）ブロッΫ

(П数cm）が混͟る。

123号土坑
色(10Ġę3/4）೪質土׊҉　１
色(10Ġę2/1）೪質土ࠇ　２

124号土坑
、色土(10Ġę3/4）しまり׊ࠇ҉　１

೪りともにあり。

125・134・135号土坑
、色土(10Ġę3/3）Ĉs-C小量混ೖ。೪ੑややऑく׊҉　１

しまりやや強い。(125号土坑）
、色土(10Ġę3/4）Ĉs-Cඍ量混ೖ。೪ੑややऑく׊҉　２

しまりやや強い。(134号土坑）
、ඍ量混ೖ。೪ੑややऑくۃ色土(10Ġę3/4）Ĉs-C׊҉　３

しまりやや強い。(135号土坑）

128号土坑、129号土坑
、色土(10Ġę3/4）しまり׊ࠇ҉　１

೪りともに༗り。

130号土坑
、色土(10Ġę3/4）しまり׊ࠇ҉　１

೪りともに༗り。

131号土坑
、色土(10Ġę3/4）しまり׊ࠇ҉　１

೪りともに༗り。

132号土坑
、色土(10Ġę3/4）しまり׊ࠇ҉　１

೪りともに༗り。

133号土坑
、色土(10Ġę3/4）しまり׊ࠇ҉　１

೪りともに༗り。



ଆ壁は傾ࣼする。また底部࢛۱近くから、ׂ石とࢥわれ

る上面平ୱな角礫が検出されている。

規模　0.82ʷ0.7ʷ0.21m

主軸方位（度）　̣Ȃ0

埋没土　ĈsȂCの混ೖする҉׊色土に෴われる。

重複　134号土坑、135号土坑

遺物　なし

所見　本遺構の年代は不明である。134号土坑、135号土

坑のいͣれよりも新しい。

備考　底面から検出された礫の上端標高が記録されてい

ないためਪ測にとどまるが、これらの礫はこの上に設置

したものをडけࢭめ͑ࢧるための୆として、ૅ石をҙ図

して配置されたとਪ察される。

b　134号土坑

位置　X=47
973～47
975、Y=Ȃ73
831～Ȃ73
832、調査

区３区中央東の中央北辺Ԋいに位置する。

形状等　ࡼ形の底部のΈの検出であり、平面形は偏ԁ形

をఄする。

規模　1.05ʷ0.85ʷ0.25m

主軸方位（度）　̣Ȃ43Ȃ̚

埋没土　ĈsȂCの混ೖする҉׊色土に෴われる。

重複　125号土坑、325号ピット

遺物　なし

所見　本遺構の年代は不明である。125号土坑、325号ピッ

トのいͣれにもઌ行する。

c　135号土坑

位置　X=47
973～47
974、Y=Ȃ73
829～Ȃ73
831、調査

区３区中央東の中央北辺Ԋいに位置する。

形状等　西端が不明のҝ平面形は明らかではないが、長

ԁ形をఄすると༧૝される。

規模　(0.75）̫ 0.73ʷ0.10m

主軸方位（度）　̣Ȃ87Ȃ̬

埋没土　ĈsȂCの混ೖする҉׊色土に෴われる。

重複　125号土坑

遺物　なし

所見　本遺構の年代は不明である。125号土坑にઌ行す

る。

(10）128号土坑(第29図、PL.10）

位置　X=47
967～47
969、Y=Ȃ73
824～Ȃ73
825、調査

区３区中央東の東辺دりに位置する。

形状等　平面形は長ԁ形をఄする。底面は傾ࣼし、南端

が࠷もઙく北に向かうにつれਂさがまし、北壁は΄΅ਨ

直となる。

規模　0.89ʷ0.45ʷ0.49m

主軸方位（度）　̣Ȃ34Ȃ̬

埋没土　҉׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中世以降にؼ属する

とਪ察される。

備考　確認面において129号土坑とは接するものの新چ

関係は確認されていない。

(11）129号土坑(第29図、PL.10）

位置　X=47
967～47
968、Y=Ȃ73
824～Ȃ73
825、調査

区３区中央東の東辺دりに位置する。

形状等　平面形は偏ԁ形をఄする。南東ଆがઙく北西ଆ

が࠷もਂくなっている。

規模　0.43ʷ0.33ʷ0.31m

主軸方位（度）　̣Ȃ83Ȃ̬

埋没土　҉׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　調査時点において木ยの出土が確認されている。

所見　本遺構の年代は、出土遺物から中世以降にؼ属す

るとਪ察される。

備考　確認面において128号土坑とは接するものの新چ

関係は確認されていない。

(12）130号土坑(第29,44図、PL.10,20）

位置　X=47
966～47
967、Y=Ȃ73
821～Ȃ73
823、調査

区３区中央東の東辺دりに位置する。

形状等　平面形は偏ԁ形をఄする。ଆ壁は傾ࣼし、底面

はހ状をఄする。

規模　0.74ʷ0.49ʷ0.50m

主軸方位（度）　̣Ȃ66Ȃ̬

埋没土　҉׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　一部ܽଛするが、埋没土から製作地不ৄの戸ं

(６）が出土している。

第３章　確認された遺構と遺物
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所見　本遺構の年代は、出土遺物から近世にؼ属すると

ਪ察される。

(13）131号土坑(第29図、PL.10）

位置　X=47
967～47
968、Y=Ȃ73
820～Ȃ73
821、調査

区３区中央東の東辺دりに位置する。

形状等　平面形は長ԁ形をఄする。底面は北西下がりで

はあるが概Ͷ平ୱであり、ଆ壁は傾ࣼする。

規模　0.48ʷ0.36ʷ0.35m

主軸方位（度）　̣Ȃ44Ȃ̬

埋没土　҉׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中世以降にؼ属する

とਪ察される。

(14）132号土坑(第29図、PL.10,11）

位置　X=47
965～47
967、Y=Ȃ73
817～Ȃ73
819、調査

区３区中央東の東辺近くに位置する。

形状等　ހ状をඳくઙいࡼ状の底部のΈの検出であり、

平面形は偏ԁ形をఄする。

規模　0.64ʷ0.57ʷ0.19m

主軸方位（度）　̣Ȃ84Ȃ̬

埋没土　҉׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中世以降にؼ属する

とਪ察される。

(15）133号土坑(第29図、PL.11）

位置　X=47
968～47
970、Y=Ȃ73
821～Ȃ73
823、調査

区３区中央東の東辺دりに位置する。

形状等　平面形は長ԁ形をఄする。底部は平ୱであり、

ଆ壁はやや外傾する。

規模　1.30ʷ1.02ʷ0.32m

主軸方位（度）　̣Ȃ18Ȃ̚

埋没土　҉׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中世以降にؼ属する

とਪ察される。

(16）139号土坑(第30図、PL.11）

位置　X=47
965～47
966、Y=Ȃ73
841～Ȃ73
842、調査

区３区中央東の中央南辺Ԋいに位置する。

形状等　遺構の南൒が調査区外に位置し、平面形は不明

であるが長ԁ形と༧測される。΄΅ਨ直に掘りࠐまれて

おり、底部は整͑られておらͣ、掘削時のࠟ跡が࢒され

ている。

規模　(0.78）̫(0.29）̫ 0.88m

主軸方位（度）　̣Ȃ78Ȃ̬

埋没土　ĈsȂCとԫ׊色土ブロッΫをؚむ׊ࠇ色土に෴わ

れる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中世以降にؼ属する

とਪ察される。

備考　確認面において49号溝と隣接するが、新چ関係を

検ূする資ྉは確認されていない。埋没時期は大差ない

とਪ測されるが、相ޓの埋没土のൺֱからは49号溝より

新しいՄ能ੑが認められる。

第30図　土坑３

第２節　１面の遺構
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139号土坑

139号土坑
ᶃ　҉׊色土(10Ġę3/3）Ĉs-Cগ量、ന色ܰ石(čP ）ඍ量混ೖ。೪ੑやや強

く、しまり強い。
。色土(10Ġę3/3）Ĉs-C中量混ೖ。೪ੑややऑく、しまりやや強い׊҉　１
。小）ඍ量混ೖۃ)色土ブロッΫ׊色土(10Ġę2/3）Ĉs-Cඍ量、ԫ׊ࠇ　２

೪ੑ、しまりともにややऑい。
小）中量混ۃ～色土ブロッΫ(小׊色土(10Ġę2/2）Ĉs-Cඍ量、ԫ׊ࠇ　３

ೖ。೪ੑやや強く、しまりややऑい。



２　ピット

　本調査区の１面から検出されたピット86基は、３区中

央東調査区と３区東調査区に偏在する。１面ピット総数

86基のうͪ3/4は埋没土にシルト質の׊色土をؚむ୯層

の遺構である。この΄かĈsȂC混土を埋没土にؚむピット

が３基確認されているが、これらをআき࢒るピットはす

べて埋没土にシルト質の׊色土もĈsȂCもؚまれていない

୯層の遺構である。なおシルト質の׊色土を埋没土にؚ

むピットは、３区中央東調査区の１基をআき、３区東調

査区から出土した遺構である。また埋没土にシルト質の

色土をؚまないピットはすべて３区中央東調査区から׊

出土しており、３基をআきその埋没土はĈsȂC混土層より

上位にଯ積する土と同छである。

　調査区東端の100㎡にもຬたないൣ囲に65基のピット

がີ集している。発掘調査時点から掘立柱建物などの存

在が༧૝され、建物の検出に౒めてきたが的確なプϥン

を見いͩͤていない。３区東調査区の247号ピットの埋

没土からܠಙ元ሟが出土しており、３区東調査区は中世

以前の遺構が主体であるとਪ測される。とはい͑ૅ石と

柱穴の྆者を組Έ合わͤて用いる建物構଄の遺構がؚま

れるՄ能ੑも൱定できͣ、柱穴のΈから建物構଄をਪ測・

෮元することを೉しくしている。

　こうした状況下で、例外的に規則的な配ྻをうかがわ

ͤる場所が調査区東端に２か所΄ど存在する(第36図）。

３区東調査区東北۱の220号ピット・221号ピット・237

号ピット・223号ピット・224号ピットの一群と、この南

に位置する242号ピット・250号ピット・236号ピット・

240号ピット・235号ピットの一群である。この྆群を

それͧれ建଄物の一部とԾ定すると、྆群ڞに0.7m～

1.0mを୯位とする柱間と45度΄ど東に傾く軸方向が༧

૝されるが、建଄物のՄ能ੑにとどめたい。

(１）219号ピット(第31図、PL.11）

位置　X=47
971～47
972、Y=Ȃ73
803～Ȃ73
804、調査

区３区東の北東۱に位置する。

形状等　平面形は۱ؙࡾ角形をఄする。

規模　0.21ʷ0.20ʷ0.45m

主軸方位（度）　̣Ȃ19Ȃ̚

埋没土　明׊色のཻ࠭とシルト質のಷい׊色土ブロッΫ

をؚむ࠭質の׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

(２）220号ピット(第31図、PL.11）

位置　X=47
970～47
971、Y=Ȃ73
802～Ȃ73
804、調査

区３区東の北東۱に位置する。

形状等　平面形は۱ؙ方形をఄする。

規模　0.21ʷ0.19ʷ0.24m

主軸方位（度）　̣Ȃ42Ȃ̚

埋没土　明׊色のཻ࠭とシルト質のಷい׊色土ブロッΫ

をؚむ࠭質の׊ࠇ色土に෴われる。

第３－２－１表　１面土坑一覧

第３章　確認された遺構と遺物
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遺 構 名 検　　出　　位　　置 平 面 形 規　　໛ 主軸方位(度） ॏෳ遺構
111号土坑 ３区東 9=47,968～47,969、:=Ȃ73,802～Ȃ73,804 ԁ形 0.88ʷ0.79 (̫0.74） /Ȃ35Ȃ& 239号ピット
112号土坑 ３区東 9=47,963～47,965、:=Ȃ73,805～Ȃ73,807 ۱ؙ方形 1.22ʷ1.08ʷ0.22 /Ȃ７Ȃ&
113号土坑 ３区東 9=47,968～47,969、:=Ȃ73,804～Ȃ73,806 ۱ؙ長方形 0.86ʷ0.76ʷ0.48 /Ȃ53Ȃ8
114号土坑 ３区東 9=47,967～47,969、:=Ȃ73,804～Ȃ73,806 ۱ؙ࢛辺形 0.84ʷ0.56ʷ0.63 /Ȃ85Ȃ8
115号土坑 ３区東 9=47,962～47,965、:=Ȃ73,803～Ȃ73,806 ۱ؙ長方形 1.95ʷ1.45ʷ0.34 /Ȃ78Ȃ8
116号土坑 ３区東 9=47,961～47,963、:=Ȃ73,804～Ȃ73,806 不整形 1.20ʷ0.54ʷ0.27 /Ȃ85Ȃ8
123号土坑 ３区中央東 9=47,966～47,967、:=Ȃ73,839～Ȃ73,841 ۱ؙ方形 0.49ʷ0.41ʷ0.37 /Ȃ22Ȃ&
124号土坑 ３区中央東 9=47,972～47,974、:=Ȃ73,831～Ȃ73,833 偏ԁ形 0.78ʷ0.67ʷ0.12 /Ȃ18Ȃ&

125号土坑 ３区中央東 9=47,974～47,975、:=Ȃ73,830～Ȃ73,832 ۱ؙ方形 0.82ʷ0.70ʷ0.21 /Ȃ0
134号土坑、
135号土坑

128号土坑 ３区中央東 9=47,967～47,969、:=Ȃ73,824～Ȃ73,825 長ԁ形 0.89ʷ0.45ʷ0.49 /Ȃ34Ȃ8
129号土坑 ３区中央東 9=47,967～47,968、:=Ȃ73,824～Ȃ73,825 偏ԁ形 0.43ʷ0.33ʷ0.31 /Ȃ83Ȃ8
130号土坑 ３区中央東 9=47,966～47,967、:=Ȃ73,821～Ȃ73,823 偏ԁ形 0.74ʷ0.49ʷ0.50 /Ȃ66Ȃ8
131号土坑 ３区中央東 9=47,967～47,968、:=Ȃ73,820～Ȃ73,821 長ԁ形 0.48ʷ0.36ʷ0.35 /Ȃ44Ȃ8
132号土坑 ３区中央東 9=47,965～47,967、:=Ȃ73,817～Ȃ73,819 偏ԁ形 0.64ʷ0.57ʷ0.19 /Ȃ84Ȃ8
133号土坑 ３区中央東 9=47,968～47,970、:=Ȃ73,821～Ȃ73,823 長ԁ形 1.30ʷ1.02ʷ0.32 /Ȃ18Ȃ&

134号土坑 ３区中央東 9=47,973～47,975、:=Ȃ73,831～Ȃ73,832 偏ԁ形 1.05ʷ0.85ʷ0.25 /Ȃ43Ȃ&
125号土坑、
325号ピット

135号土坑 ３区中央東 9=47,973～47,974、:=Ȃ73,829～Ȃ73,831 長ԁ形か (0.75）̫ 0.73ʷ0.10 /Ȃ87Ȃ8 125号土坑
139号土坑 ３区中央東 9=47,965～47,966、:=Ȃ73,841～Ȃ73,842 不明 (0.78）̫(0.29）̫ 0.88 /Ȃ78Ȃ8



重複　なし

遺物　図化には至らなかったが、埋没土から土ࢣ器ยが

出土している。

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

(３）221号ピット(第31図、PL.11）

位置　X=47
969～47
971、Y=Ȃ73
802～Ȃ73
803、調査

区３区東の北東۱に位置する。

形状等　平面形は方形をఄする。

規模　0.22ʷ0.21ʷ0.42m

主軸方位（度）　̣Ȃ５Ȃ̚

埋没土　明׊色のཻ࠭とシルト質のಷい׊色土ブロッΫ

をؚむ࠭質の׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

(４）222号ピット(第31図、PL.11）

位置　X=47
970～47
971、Y=Ȃ73
801～Ȃ73
803、調査

区３区東の北東۱に位置する。

形状等　平面形は長ԁ形をఄする。

規模　0.27ʷ0.21ʷ0.32m

主軸方位（度）　̣Ȃ77Ȃ̚

埋没土　明׊色のཻ࠭とシルト質のಷい׊色土ブロッΫ

をؚむ࠭質の׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

(５）223号ピット(第31図、PL.11）

位置　X=47
970～47
971、Y=Ȃ73
801～Ȃ73
802、調査

区３区東の北東۱に位置する。

形状等　平面形は۱ؙ長方形をఄする。

規模　0.22ʷ0.16ʷ0.31m

主軸方位（度）　̣Ȃ76Ȃ̬

埋没土　明׊色のཻ࠭とシルト質のಷい׊色土ブロッΫ

をؚむ࠭質の׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

(６）224号ピット(第31図、PL.11）

位置　X=47
970～47
971、Y=Ȃ73
800～Ȃ73
801、調査

区３区東の北東۱に位置する。

形状等　平面形は偏ԁ形をఄする。

規模　0.18ʷ0.16ʷ0.29m

主軸方位（度）　̣Ȃ73Ȃ̚

埋没土　明׊色のཻ࠭とシルト質のಷい׊色土ブロッΫ

をؚむ࠭質の׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

(７）225号ピット(第31図、PL.11）

位置　X=47
969～47
970、Y=Ȃ73
800～Ȃ73
801、調査

区３区東の北東۱に位置する。

形状等　平面形はԁ形をఄする。

規模　0.27ʷ0.25ʷ0.36m

主軸方位（度）　̣Ȃ68Ȃ̬

埋没土　明׊色のཻ࠭とシルト質のಷい׊色土ブロッΫ

をؚむ࠭質の׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

(８）226号ピット(第31図、PL.11）

位置　X=47
969～47
971、Y=Ȃ73
800～Ȃ73
801、調査

区３区東の北東۱に位置する。

形状等　平面形は۱ؙ方形をఄする。

規模　0.20ʷ0.19ʷ0.39m

主軸方位（度）　̣Ȃ21Ȃ̬

埋没土　明׊色のཻ࠭とシルト質のಷい׊色土ブロッΫ

をؚむ࠭質の׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

(９）227号ピット(第31図、PL.11）

位置　X=47
969～47
970、Y=Ȃ73
799～Ȃ73
801、調査

区３区東の北東۱に位置する。

形状等　平面形は۱ؙ方形をఄする。

第２節　１面の遺構
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規模　0.23ʷ0.20ʷ0.39m

主軸方位（度）　̣Ȃ67Ȃ̬

埋没土　明׊色のཻ࠭とシルト質のಷい׊色土ブロッΫ

をؚむ࠭質の׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

(10）228号ピット(第31図、PL.12）

位置　X=47
969～47
970、Y=Ȃ73
804～Ȃ73
805、調査

区３区中央の北辺دりに位置する。

形状等　平面形はԁ形をఄする。

規模　0.22ʷ0.20ʷ0.37m

主軸方位（度）　̣Ȃ３Ȃ̚

埋没土　明׊色のཻ࠭とシルト質のಷい׊色土ブロッΫ

をؚむ࠭質の׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　図化には至らなかったが、埋没土から縄文土器の

ഁยが出土している。

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

(11）229号ピット(第31図、PL.12）

位置　X=47
970～47
971、Y=Ȃ73
804～Ȃ73
805、調査

区３区中央の北辺دりに位置する。

形状等　平面形は偏ԁ形をఄする。

規模　0.31ʷ0.25ʷ0.41m

主軸方位（度）　̣Ȃ７Ȃ̬

埋没土　明׊色のཻ࠭とシルト質のಷい׊色土ブロッΫ

をؚむ࠭質の׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

(12）230号ピット(第31図、PL.12）

位置　X=47
969～47
970、Y=Ȃ73
803～Ȃ73
805、調査

区３区中央の北辺دりに位置する。

形状等　平面形は偏ԁ形をఄする。

規模　0.27ʷ0.23ʷ0.39m

主軸方位（度）　̣Ȃ83Ȃ̬

埋没土　明׊色のཻ࠭とシルト質のಷい׊色土ブロッΫ

をؚむ࠭質の׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

(13）231号ピット(第31図、PL.12）

位置　X=47
969～47
970、Y=Ȃ73
804～Ȃ73
805、調査

区３区中央の北辺دりに位置する。

形状等　平面形は۱ؙ方形をఄする。

規模　0.21ʷ0.19ʷ0.14m

主軸方位（度）　̣Ȃ85Ȃ̬

埋没土　明׊色のཻ࠭とシルト質のಷい׊色土ブロッΫ

をؚむ࠭質の׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

(14）232号ピット(第31図、PL.12）

位置　X=47
968～47
969、Y=Ȃ73
802～Ȃ73
803、調査

区３区中央の東辺دりに位置する。

形状等　平面形は۱ؙ方形をఄする。

規模　0.29ʷ0.27ʷ0.48m

主軸方位（度）　̣Ȃ８Ȃ̚

埋没土　明׊色のཻ࠭とシルト質のಷい׊色土ブロッΫ

をؚむ࠭質の׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

(15）233号ピット(第31図、PL.12）

位置　X=47
967～47
969、Y=Ȃ73
802～Ȃ73
803、調査

区３区中央の東辺دりに位置する。

形状等　平面形は長ԁ形をఄする。

規模　0.33ʷ0.26ʷ0.31m

主軸方位（度）　̣Ȃ56Ȃ̬

埋没土　明׊色のཻ࠭とシルト質のಷい׊色土ブロッΫ

をؚむ࠭質の׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

第３章　確認された遺構と遺物
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(16）234号ピット(第31図、PL.12）

位置　X=47
967～47
968、Y=Ȃ73
802～Ȃ73
803、調査

区３区中央の東辺دりに位置する。

形状等　平面形はԁ形をఄする。

規模　0.30ʷ0.28ʷ0.28m

主軸方位（度）　̣Ȃ76Ȃ̬

埋没土　明׊色のཻ࠭とシルト質のಷい׊色土ブロッΫ

をؚむ࠭質の׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　図化には至らなかったが、底部から多޸石である

石ࡼが出土している。

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

(17）235・270号ピット(第31図、PL.12）

a　235号ピッﾄ

位置　X=47
966～47
967、Y=Ȃ73
802～Ȃ73
803、調査

区３区中央の東辺دりに位置する。

形状等　平面形はԁ形をఄする。

規模　0.28ʷ0.26ʷ0.41m

主軸方位（度）　̣Ȃ50Ȃ̚

埋没土　明׊色のཻ࠭とシルト質のಷい׊色土ブロッΫ

をؚむ࠭質の׊ࠇ色土に෴われる。

重複　270号ピットを੾る。

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

270号ピットより新しい。

b　270号ピッﾄ

位置　X=47
966～47
967、Y=Ȃ73
802～Ȃ73
803、調査

区３区中央の東辺دりに位置する。

形状等　平面形は方形をఄする。

規模　0.32ʷ0.29ʷ0.48m

主軸方位（度）　̣Ȃ39Ȃ̬

埋没土　明׊色のཻ࠭とシルト質のಷい׊色土ブロッΫ

をؚむ࠭質の׊ࠇ色土に෴われる。

重複　235号ピットに੾られる。

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

235号ピットにઌ行する。

(18）236号ピット(第31図、PL.12）

位置　X=47
964～47
966、Y=Ȃ73
802～Ȃ73
803、調査

区３区中央の東辺دりに位置する。

形状等　平面形は長ԁ形をఄする。

規模　0.31ʷ0.28ʷ0.30m

主軸方位（度）　̣Ȃ３Ȃ̚

埋没土　明׊色のཻ࠭とシルト質のಷい׊色土ブロッΫ

をؚむ࠭質の׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

(19）237号ピット(第31図、PL.12）

位置　X=47
969～47
970、Y=Ȃ73
801～Ȃ73
802、調査

区３区東の北東۱に位置する。

形状等　平面形はԁ形をఄする。

規模　0.33ʷ0.32ʷ0.34m

主軸方位（度）　̣Ȃ90

埋没土　明׊色のཻ࠭とシルト質のಷい׊色土ブロッΫ

をؚむ࠭質の׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

(20）238号ピット(第32図、PL.12）

位置　X=47
968～47
969、Y=Ȃ73
801～Ȃ73
802、調査

区３区中央の東辺دりに位置する。

形状等　平面形はԁ形をఄする。

規模　0.40ʷ0.40ʷ0.39m

主軸方位（度）　̣Ȃ２Ȃ̬

埋没土　明׊色のཻ࠭とシルト質のಷい׊色土ブロッΫ

をؚむ࠭質の׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

(21）239号ピット(第32,44図、PL.12）

位置　X=47
968～47
969、Y=Ȃ73
803～Ȃ73
804、調査

区３区東の中央付近に位置する。

形状等　111号土坑により遺構東൒をࣦうが、平面形は

第２節　１面の遺構
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219号ピッﾄ 220号ピッﾄ 221号ピッﾄ 222号ピッﾄ 223号ピッﾄ

224号ピッﾄ 225号ピッﾄ 226号ピッﾄ 227号ピッﾄ
228号ピッﾄ

229号ピッﾄ 230号ピッﾄ 231号ピッﾄ 232号ピッﾄ 233号ピッﾄ

234号ピッﾄ
235·270号ピッﾄ

236号ピッﾄ 237号ピッﾄ

ピット
࠭（色土(7.5Ġę3/2׊ࠇ　２ 質(П0.5mm以下）しまり強く、೪りऑい。明׊色(7.5Ġę5/4）の࠭ (ཻ１～数mm）を１ˋ΄どؚむ。

とこΖどこΖにシルト質のಷい׊色土(7.5Ġę5/4）ブロッΫ(П数cm）が混͟る。



ԁ形をఄすとਪ測される。

規模　0.3ʷ0.29ʷ0.52m

主軸方位（度）　̣Ȃ82Ȃ̬

埋没土　明׊色のཻ࠭とシルト質のಷい׊色土ブロッΫ

をؚむ࠭質の׊ࠇ色土に෴われる。

重複　111号土坑に੾られる。

遺物　埋没土より在地系土器７)ࡼ）の΄かਢܙ器ᆵยな

どが出土している。

所見　本遺構の年代は、出土遺物から中世にൺ定される。

111号土坑にઌ行する。

(22）240号ピット(第32図、PL.12）

位置　X=47
965～47
966、Y=Ȃ73
802～Ȃ73
803、調査

区３区中央の東辺دりに位置する。

形状等　平面形は長ԁ形をఄする。

規模　0.25ʷ0.21ʷ0.18m

主軸方位（度）　̣Ȃ77Ȃ̬

埋没土　明׊色のཻ࠭とシルト質のಷい׊色土ブロッΫ

をؚむ࠭質の׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

(23）241号ピット(第32図、PL.12）

位置　X=47
964～47
965、Y=Ȃ73
801～Ȃ73
803、調査

区３区中央の東辺دりに位置する。

形状等　平面形は長ԁ形をఄする。

規模　0.33ʷ0.30ʷ0.45m

主軸方位（度）　̣Ȃ31Ȃ̬

埋没土　明׊色のཻ࠭とシルト質のಷい׊色土ブロッΫ

をؚむ࠭質の׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

(24）242号ピット(第32図、PL.12）

位置　X=47
964～47
966、Y=Ȃ73
803～Ȃ73
805、調査

区３区中央に位置する。

形状等　平面形は۱ؙ方形をఄする。

規模　0.24ʷ0.21ʷ0.33m

主軸方位（度）　̣Ȃ50Ȃ̚

埋没土　明׊色のཻ࠭とシルト質のಷい׊色土ブロッΫ

をؚむ࠭質の׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

(25）243号ピット(第32図、PL.12）

位置　X=47
965～47
967、Y=Ȃ73
804～Ȃ73
805、調査

区３区東の中央付近に位置する。

形状等　平面形は長ԁ形をఄする。

規模　0.47ʷ0.39ʷ0.39m

主軸方位（度）　̣Ȃ81Ȃ̬

埋没土　明׊色のཻ࠭とシルト質のಷい׊色土ブロッΫ

をؚむ࠭質の׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

(26）244号ピット(第32図、PL.12）

位置　X=47
967～47
968、Y=Ȃ73
803～Ȃ73
804、調査

区３区東の中央付近に位置する。

形状等　平面形はԁ形をఄする。

規模　0.36ʷ0.33ʷ0.48m

主軸方位（度）　̣Ȃ83Ȃ̬

埋没土　明׊色のཻ࠭とシルト質のಷい׊色土ブロッΫ

をؚむ࠭質の׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

(27）245号ピット(第32図、PL.12）

位置　X=47
967～47
968、Y=Ȃ73
804～Ȃ73
806、調査

区３区東の中央付近に位置する。

形状等　平面形はԁ形をఄする。

規模　0.25ʷ0.24ʷ0.49m

主軸方位（度）　̣Ȃ77Ȃ̬

埋没土　明׊色のཻ࠭とシルト質のಷい׊色土ブロッΫ

をؚむ࠭質の׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

第２節　１面の遺構
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遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

(28）246号ピット(第32図、PL.13）

位置　X=47
965～47
966、Y=Ȃ73
805～Ȃ73
806、調査

区３区東の中央付近に位置する。

形状等　平面形は長ԁ形をఄする。

規模　0.42ʷ0.32ʷ0.40m

主軸方位（度）　̣Ȃ76Ȃ̬

埋没土　明׊色のཻ࠭とシルト質のಷい׊色土ブロッΫ

をؚむ࠭質の׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

(29）247号ピット(第32図、PL.13,20）

位置　X=47
966～47
967、Y=Ȃ73
804～Ȃ73
805、調査

区３区東の中央付近に位置する。

形状等　平面形は偏ԁ形をఄする。

規模　0.48ʷ0.38ʷ0.54m

主軸方位（度）　̣Ȃ41Ȃ̚

埋没土　明׊色のཻ࠭とシルト質のಷい׊色土ブロッΫ

をؚむ࠭質の׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　埋没土からܠಙ元ሟ(８）が出土している΄か、資

ྉ化には至らなかったが、ຏり石に類ࣅした礫も出土し

ている。

所見　本遺構の年代は、出土遺物から中世にൺ定される。

(30）248号ピット(第32図、PL.13）

位置　X=47
966～47
967、Y=Ȃ73
800～Ȃ73
801、調査

区３区東の東辺دりに位置する。

形状等　遺構北൒がࣦわれているため全容は不明である

が、平面形は۱ؙ長方形をఄするとਪ察される。

規模　0.48 (̫0.33）̫ 0.36m

主軸方位（度）　̣Ȃ89Ȃ̚

埋没土　明׊色のཻ࠭とシルト質のಷい׊色土ブロッΫ

をؚむ࠭質の׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

(31）249号ピット(第32図、PL.13）

位置　X=47
963～47
964、Y=Ȃ73
802～Ȃ73
803、調査

区３区東の東南۱دりに位置する。

形状等　平面形はԁ形をఄする。

規模　0.25ʷ0.25ʷ0.25m

主軸方位（度）　̣Ȃ60Ȃ̚

埋没土　明׊色のཻ࠭とシルト質のಷい׊色土ブロッΫ

をؚむ࠭質の׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　資ྉ化には至らなかったが、ފ編Έ石に類ࣅした

礫が出土している。

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

(32）250号ピット(第32図、PL.13）

位置　X=47
964～47
965、Y=Ȃ73
803～Ȃ73
804調査区

３区東の中央付近に位置する。

形状等　平面形はԁ形をఄする。

規模　0.40ʷ0.39ʷ0.21m

主軸方位（度）　̣Ȃ55Ȃ̚

埋没土　明׊色のཻ࠭とシルト質のಷい׊色土ブロッΫ

をؚむ࠭質の׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

(33）251号ピット(第32図、PL.13）

位置　X=47
963～47
965、Y=Ȃ73
800～Ȃ73
802、調査

区３区中央東辺دりに位置する。

形状等　平面形は࢛辺形をఄする。

規模　0.24ʷ0.20ʷ0.26m

主軸方位（度）　̣Ȃ0

埋没土　明׊色のཻ࠭とシルト質のಷい׊色土ブロッΫ

をؚむ࠭質の׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。
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(34）252号ピット(第32図、PL.13）

位置　X=47
964～47
965、Y=Ȃ73
800～Ȃ73
802、調査

区３区東の東辺دりに位置する。

形状等　平面形は۱ؙ方形をఄする。

規模　0.39ʷ0.37ʷ0.31m

主軸方位（度）　̣Ȃ45Ȃ̚

埋没土　明׊色のཻ࠭とシルト質のಷい׊色土ブロッΫ

をؚむ࠭質の׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

(35）253号ピット(第32図、PL.13）

位置　X=47
966～47
968、Y=Ȃ73
801～Ȃ73
803、調査

区３区東の東辺دりに位置する。

形状等　平面形は長ԁ形をఄする。

規模　0.41ʷ0.31ʷ0.38m

主軸方位（度）　̣Ȃ76Ȃ̚

埋没土　明׊色のཻ࠭とシルト質のಷい׊色土ブロッΫ

をؚむ࠭質の׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

(36）254号ピット(第32図、PL.13）

位置　X=47
966～47
967、Y=Ȃ73
800～Ȃ73
801、調査

区３区東の東辺دりに位置する。

形状等　平面形はԁ形をఄする。

規模　0.32ʷ0.30ʷ0.20m

主軸方位（度）　̣Ȃ６Ȃ̚

埋没土　明׊色のཻ࠭とシルト質のಷい׊色土ブロッΫ

をؚむ࠭質の׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

(37）255号ピット(第32図、PL.13）

位置　X=47
965～47
967、Y=Ȃ73
800～Ȃ73
801、調査

区３区東の東辺دりに位置する。

形状等　平面形は۱ؙ方形をఄする。

規模　0.40ʷ0.35ʷ0.25m

主軸方位（度）　̣Ȃ81Ȃ̚

埋没土　明׊色のཻ࠭とシルト質のಷい׊色土ブロッΫ

をؚむ࠭質の׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

(38）256号ピット(第32図、PL.13）

位置　X=47
966～47
967、Y=Ȃ73
802～Ȃ73
804、調査

区３区東の東辺دりに位置する。

形状等　平面形は長方形をఄする。

規模　0.56ʷ0.30ʷ0.24m

主軸方位（度）　̣Ȃ85Ȃ̚

埋没土　明׊色のཻ࠭とシルト質のಷい׊色土ブロッΫ

をؚむ࠭質の׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

(39）257号ピット(第33図、PL.14）

位置　X=47
964～47
965、Y=Ȃ73
799～Ȃ73
800、調査

区３区東の東辺دりに位置する。

形状等　平面形は偏ԁ形をఄする。

規模　0.41ʷ0.36ʷ0.40m

主軸方位（度）　̣Ȃ30Ȃ̬

埋没土　シルト質の׊色土ブロッΫをؚむ࠭質の׊ࠇ色

土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

(40）258号ピット(第33図、PL.13）

位置　X=47
961～47
963、Y=Ȃ73
803～Ȃ73
805、調査

区３区東の南辺دりに位置する。

形状等　平面形は長ԁ形をఄする。

規模　0.28ʷ0.22ʷ0.21m

主軸方位（度）　̣Ȃ８Ȃ̚

埋没土　明׊色のཻ࠭とシルト質のಷい׊色土ブロッΫ

をؚむ࠭質の׊ࠇ色土に෴われる。

第２節　１面の遺構
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238号ピッﾄ 239号ピッﾄ 240号ピッﾄ 241号ピッﾄ

242号ピッﾄ 243号ピッﾄ 244号ピッﾄ 245号ピッﾄ 246号ピッﾄ

247号ピッﾄ 248号ピッﾄ 249号ピッﾄ 250号ピッﾄ 251号ピッﾄ

252号ピッﾄ 253号ピッﾄ 254号ピッﾄ 255号ピッﾄ 256号ピッﾄ

ピット
࠭（色土(7.5Ġę3/2׊ࠇ　２ 質(П0.5mm以下）しまり強く、೪りऑい。明׊色(7.5Ġę5/4）の࠭ (ཻ１～数mm）を１ˋ΄どؚむ。

とこΖどこΖにシルト質のಷい׊色土(7.5Ġę5/4）ブロッΫ(П数cm）が混͟る。



重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

(41）259号ピット(第33図、PL.13）

位置　X=47
962～47
963、Y=Ȃ73
804～Ȃ73
805、調査

区３区東の中央南辺دりに位置する。

形状等　平面形は方形をఄする。

規模　0.30ʷ0.30ʷ0.26m

主軸方位（度）　̣Ȃ51Ȃ̬

埋没土　明׊色のཻ࠭とシルト質のಷい׊色土ブロッΫ

をؚむ࠭質の׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

(42）260号ピット(第33図、PL.13）

位置　X=47
964～47
965、Y=Ȃ73
805～Ȃ73
806、調査

区３区東の中央付近に位置する。

形状等　平面形は長ԁ形をఄする。

規模　0.31ʷ0.26ʷ0.48m

主軸方位（度）　̣Ȃ16Ȃ̚

埋没土　明׊色のཻ࠭とシルト質のಷい׊色土ブロッΫ

をؚむ࠭質の׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

(43）261号ピット(第33図、PL.13）

位置　X=47
971～47
973、Y=Ȃ73
806～Ȃ73
808、調査

区３区東の北辺Ԋいに位置する。

形状等　平面形は偏ԁ形をఄする。

規模　0.31ʷ0.28ʷ0.35m

主軸方位（度）　̣Ȃ9Ȃ̬

埋没土　明׊色のཻ࠭とシルト質のಷい׊色土ブロッΫ

をؚむ࠭質の׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

(44）262号ピット(第33図、PL.13）

位置　X=47
971～47
972、Y=Ȃ73
806～Ȃ73
808、調査

区３区東の中央北辺近くに位置する。

形状等　平面形はԁ形をఄする。

規模　0.44ʷ0.44ʷ0.48m

主軸方位（度）　̣Ȃ38Ȃ̚

埋没土　明׊色のཻ࠭とシルト質のಷい׊色土ブロッΫ

をؚむ࠭質の׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

(45）263号ピット(第33図、PL.13）

位置　X=47
970～47
971、Y=Ȃ73
807～Ȃ73
808、調査

区３区東の中央北辺دりに位置する。

形状等　平面形は長ԁ形をఄする。

規模　0.30ʷ0.23ʷ0.35m

主軸方位（度）　̣Ȃ13Ȃ̚

埋没土　明׊色のཻ࠭とシルト質のಷい׊色土ブロッΫ

をؚむ࠭質の׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

(46）264・284号ピット(第33図、PL.13）

a　264号ピッﾄ

位置　X=47
970～47
971、Y=Ȃ73
807～Ȃ73
809、調査

区３区東の中央北辺دりに位置する。

形状等　平面形は۱ؙ方形とਪ察される。

規模　0.31ʷ0.26ʷ0.32m

主軸方位（度）　̣Ȃ14Ȃ̬

埋没土　シルト質の׊色土ブロッΫをؚむ࠭質の׊ࠇ色

土に෴われる。

重複　284号ピット

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

遺構間の੾りあいは不明であり、284号ピットとの新چ

関係は確定されない。

b　284号ピッﾄ

位置　X=47
970～47
971、Y=Ȃ73
808～Ȃ73
809、調査
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区３区東の中央北辺دりに位置する。

形状等　平面形は略ԁ形とਪ察される。

規模　0.22 (̫0.19）̫ 0.44m

主軸方位（度）　̣Ȃ18Ȃ̬

埋没土　明׊色のཻ࠭とシルト質のಷい׊色土ブロッΫ

をؚむ࠭質の׊ࠇ色土に෴われる。

重複　264号ピット

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

遺構間の੾りあいは不明であり、264号ピットとの新چ

関係は確定されない。

(47）265号ピット(第33図、PL.14）

位置　X=47
969～47
970、Y=Ȃ73
807～Ȃ73
809、調査

区３区東の中央北辺دりに位置する。

形状等　遺構南൒がࣦわれており、全容は൑વとしない

が平面形は長ԁ形をఄするとਪ察される。

規模　0.27 (̫0.22）̫ 0.23m

主軸方位（度）　̣Ȃ77Ȃ̬

埋没土　明׊色のཻ࠭とシルト質のಷい׊色土ブロッΫ

をؚむ࠭質の׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

(48）266号ピット(第33図、PL.14）

位置　X=47
968～47
969、Y=Ȃ73
808～Ȃ73
809、調査

区３区東の中央付近に位置する。

形状等　平面形はԁ形をఄする。

規模　0.27ʷ0.25ʷ0.36m

主軸方位（度）　̣Ȃ66Ȃ̬

埋没土　明׊色のཻ࠭とシルト質のಷい׊色土ブロッΫ

をؚむ࠭質の׊ࠇ色土に෴われる。

重複　50号溝を੾る。

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

50号溝より新しい。

(49）267号ピット(第33図、PL.14）

位置　X=47
967～47
968、Y=Ȃ73
807～Ȃ73
809、調査

区３区東の中央付近に位置する。

形状等　平面形は偏ԁ形をఄする。

規模　0.32ʷ0.26ʷ0.41m

主軸方位（度）　̣Ȃ53Ȃ̬

埋没土　明׊色のཻ࠭とシルト質のಷい׊色土ブロッΫ

をؚむ࠭質の׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

(50）268号ピット(第33図、PL.14）

位置　X=47
969～47
970、Y=Ȃ73
806～Ȃ73
807、調査

区３区東の中央北辺دりに位置する。

形状等　平面形は۱ؙࡾ角形をఄする。

規模　0.26ʷ0.24ʷ0.27m

主軸方位（度）　̣Ȃ11Ȃ̚

埋没土　明׊色のཻ࠭とシルト質のಷい׊色土ブロッΫ

をؚむ࠭質の׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

(51）269・271号ピット(第33図、PL.14）

a　269号ピッﾄ

位置　X=47
969～47
970、Y=Ȃ73
805～Ȃ73
807、調査

区３区東の中央北辺دりに位置する。

形状等　平面形は長ԁ形をఄする。

規模　0.40ʷ0.25ʷ0.38m

主軸方位（度）　̣Ȃ66Ȃ̬

埋没土　明׊色のཻ࠭とシルト質のಷい׊色土ブロッΫ

をؚむ࠭質の׊ࠇ色土に෴われる。

重複　271号ピット

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

調査所見に基づき、271号ピットにઌ行する。

b　271号ピッﾄ

位置　X=47
969～47
970、Y=Ȃ73
805～Ȃ73
807、調査

区３区東の中央北辺دりに位置する。

形状等　平面形は偏ԁ形をఄする。

規模　0.26ʷ0.20ʷ0.43m
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主軸方位（度）　̣Ȃ11Ȃ̬

埋没土　明׊色のཻ࠭とシルト質のಷい׊色土ブロッΫ

をؚむ࠭質の׊ࠇ色土に෴われる。

重複　269号ピット

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

調査所見に基づき、269号ピットより新しい。

(52）272号ピット(第33図、PL.14）

位置　X=47
967～47
968、Y=Ȃ73
805～Ȃ73
807、調査

区３区東の中央付近に位置する。

形状等　平面形はԁ形をఄする。

規模　0.26ʷ0.25ʷ0.33m

主軸方位（度）　̣Ȃ20Ȃ̬

埋没土　明׊色のཻ࠭とシルト質のಷい׊色土ブロッΫ

をؚむ࠭質の׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

(53）273号ピット(第33図、PL.14）

位置　X=47
967～47
968、Y=Ȃ73
805～Ȃ73
806、調査

区３区東の中央付近に位置する。

形状等　平面形は長ԁ形をఄする。

規模　0.32ʷ0.28ʷ0.35m

主軸方位（度）　̣Ȃ42Ȃ̚

埋没土　明׊色のཻ࠭とシルト質のಷい׊色土ブロッΫ

をؚむ࠭質の׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

(54）274号ピット(第33図、PL.14）

位置　X=47
966～47
968、Y=Ȃ73
808～Ȃ73
809、調査

区３区東の中央付近に位置する。

形状等　平面形はԁ形をఄする。

規模　0.21ʷ0.19ʷ0.30m

主軸方位（度）　̣Ȃ87Ȃ̚

埋没土　明׊色のཻ࠭とシルト質のಷい׊色土ブロッΫ

をؚむ࠭質の׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

(55）275号ピット(第33図、PL.14）

位置　X=47
966～47
967、Y=Ȃ73
807～Ȃ73
809、調査

区３区東の中央付近に位置する。

形状等　平面形は長ԁ形をఄする。

規模　0.46ʷ0.34ʷ0.52m

主軸方位（度）　̣Ȃ２Ȃ̚

埋没土　シルト質の׊色土ブロッΫをؚむ࠭質の׊ࠇ色

土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

(56）276号ピット(第33図、PL.14）

位置　X=47
966～47
967、Y=Ȃ73
807～Ȃ73
808、調査

区３区東の中央付近に位置する。

形状等　平面形はԁ形をఄする。

規模　0.29ʷ0.29ʷ0.50m

主軸方位（度）　̣Ȃ11Ȃ̚

埋没土　明׊色のཻ࠭とシルト質のಷい׊色土ブロッΫ

をؚむ࠭質の׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

(57）277号ピット(第33図、PL.14）

位置　X=47
962～47
963、Y=Ȃ73
807～Ȃ73
808、調査

区３区東の中央南辺دりに位置する。

形状等　平面形は偏ԁ形をఄする。

規模　0.38ʷ0.34ʷ0.20m

主軸方位（度）　̣Ȃ74Ȃ̬

埋没土　明׊色のཻ࠭とシルト質のಷい׊色土ブロッΫ

をؚむ࠭質の׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。
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257号ピッﾄ 258号ピッﾄ 259号ピッﾄ 260号ピッﾄ 261号ピッﾄ

262号ピッﾄ 263号ピッﾄ 264·284号ピッﾄ 265号ピッﾄ 266号ピッﾄ

267号ピッﾄ 269·271号ピッﾄ268号ピッﾄ 272号ピッﾄ

273号ピッﾄ 274号ピッﾄ 275号ピッﾄ 276号ピッﾄ 277号ピッﾄ

ピット
࠭（色土(10Ġę2/3׊ࠇ　１ 質、しまり強く、೪りあり。࠭質でしまり強く、

೪りある҉׊色土(10Ġę3/3）をؚΈ、シルト質のしまり強く、೪り強
い׊色土(10Ġę4/4）が数cm大のブロッΫ状に混͟る。

࠭（色土(7.5Ġę3/2׊ࠇ　２ 質(П0.5mm以下）しまり強く、೪りऑい。
明׊色(7.5Ġę5/4）の࠭ (ཻ１～数mm）を１ˋ΄どؚむ。とこΖどこΖ
にシルト質のಷい׊色土(7.5Ġę5/4）ブロッΫ(П数cm）が混͟る。



(58）278号ピット(第34図、PL.14）

位置　X=47
962～47
963、Y=Ȃ73
807～Ȃ73
808、調査

区３区東の中央南辺دりに位置する。

形状等　平面形はԁ形をఄする。

規模　0.25ʷ0.24ʷ0.29m

主軸方位（度）　̣Ȃ８Ȃ̬

埋没土　明׊色のཻ࠭とシルト質のಷい׊色土ブロッΫ

をؚむ࠭質の׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

(59）279号ピット(第34図、PL.14）

位置　X=47
961～47
962、Y=Ȃ73
807～Ȃ73
808、調査

区３区東の中央南辺دりに位置する。

形状等　平面形は方形をఄする。

規模　0.21ʷ0.21ʷ0.29m

主軸方位（度）　̣Ȃ14Ȃ̚

埋没土　明׊色のཻ࠭とシルト質のಷい׊色土ブロッΫ

をؚむ࠭質の׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

(60）280号ピット(第34図、PL.14）

位置　X=47
962～47
964、Y=Ȃ73
805～Ȃ73
806、調査

区３区東の中央南辺دりに位置する。

形状等　平面形は۱ؙ方形をఄする。

規模　0.28ʷ0.25ʷ0.31m

主軸方位（度）　̣Ȃ62Ȃ̬

埋没土　明׊色のཻ࠭とシルト質のಷい׊色土ブロッΫ

をؚむ࠭質の׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

(61）281号ピット(第34図、PL.14）

位置　X=47
962～47
963、Y=Ȃ73
805～Ȃ73
806、調査

区３区東の中央南辺دりに位置する。

形状等　平面形は長ԁ形をఄする。

規模　0.26ʷ0.22ʷ0.48m

主軸方位（度）　̣Ȃ81Ȃ̚

埋没土　明׊色のཻ࠭とシルト質のಷい׊色土ブロッΫ

をؚむ࠭質の׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

(62）282号ピット(第34図、PL.14）

位置　X=47
962～47
963、Y=Ȃ73
805～Ȃ73
806、調査

区３区東の中央南辺دりに位置する。

形状等　平面形は長ԁ形をఄする。

規模　0.35ʷ0.30ʷ0.60m

主軸方位（度）　̣Ȃ26Ȃ̬

埋没土　明׊色のཻ࠭とシルト質のಷい׊色土ブロッΫ

をؚむ࠭質の׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

(63）283号ピット(第34図、PL.14）

位置　X=47
967～47
968、Y=Ȃ73
804～Ȃ73
805、調査

区３区東の中央南辺دりに位置する。

形状等　平面形はԁ形をఄする。

規模　0.22ʷ0.21ʷ0.38m

主軸方位（度）　̣Ȃ29Ȃ̬

埋没土　明׊色のཻ࠭とシルト質のಷい׊色土ブロッΫ

をؚむ࠭質の׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

(64）294号ピット(第34図、PL.14）

位置　X=47
971～47
972、Y=Ȃ73
847～Ȃ73
849、調査

区３区中央東の中央西دりに位置する。

形状等　平面形は長ԁ形をఄする。

規模　0.28ʷ0.24ʷ0.22m

主軸方位（度）　̣Ȃ16Ȃ̚

埋没土　҉׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし
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遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

(65）295号ピット(第34図、PL.14）

位置　X=47
970～47
971、Y=Ȃ73
842～Ȃ73
844、調査

区３区中央東の中央付近に位置する。

形状等　平面形は長ԁ形をఄする。

規模　0.35ʷ0.31ʷ0.45m

主軸方位（度）　̣Ȃ34Ȃ̚

埋没土　փԫ׊色シルト質土をؚむ҉׊ࠇ色土。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、不明である。

(66）296号ピット(第34図、PL.15）

位置　X=47
970～47
972、Y=Ȃ73
842～Ȃ73
844、調査

区３区中央東の中央付近に位置する。

形状等　平面形は長ԁ形をఄする。

規模　0.59ʷ0.45ʷ0.22m

主軸方位（度）　̣Ȃ85Ȃ̬

埋没土　҉׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

(67）298号ピット(第34図、PL.15）

位置　X=47
970～47
972、Y=Ȃ73
841～Ȃ73
842、調査

区３区中央東の中央付近に位置する。

形状等　平面形は長ԁ形をఄする。

規模　0.31ʷ0.25ʷ0.24m

主軸方位（度）　̣Ȃ89Ȃ̚

埋没土　҉׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

(68）301号ピット(第34図、PL.15）

位置　X=47
973～47
974、Y=Ȃ73
840～Ȃ73
841、調査

区３区中央東の中央北辺دりに位置する。

形状等　平面形は長ԁ形をఄする。

規模　0.27ʷ0.22ʷ0.29m

主軸方位（度）　̣Ȃ13Ȃ̚

埋没土　ĈsȂC混土をؚむ҉׊ࠇ色土。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、不明である。

(69）302号ピット(第34図、PL.15）

位置　X=47
974～47
975、Y=Ȃ73
840～Ȃ73
842、調査

区３区中央東の中央北辺دりに位置する。

形状等　平面形は長ԁ形をఄする。

規模　0.27ʷ0.23ʷ0.42m

主軸方位（度）　̣Ȃ27Ȃ̚

埋没土　҉׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

(70）310号ピット(第34図、PL.15）

位置　X=47
973～47
974、Y=Ȃ73
838～Ȃ73
839、調査

区３区中央東の中央北辺دりに位置する。

形状等　平面形は長ԁ形をఄする。

規模　0.25ʷ0.21ʷ0.29m

主軸方位（度）　̣Ȃ42Ȃ̚

埋没土　ĈsȂC混土をؚむ҉׊ࠇ色土。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、不明である。

(71）311号ピット(第34図、PL.15）

位置　X=47
974～47
975、Y=Ȃ73
838～Ȃ73
839、調査

区３区中央東の北辺Ԋいに位置する。

形状等　遺構北൒が調査区外に及び、全容は不明である

が平面形はԁ形をఄするとਪ察される。

規模　0.24 (̫0.12）̫ 0.31m

主軸方位（度）　̣Ȃ83Ȃ̬

埋没土　҉׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。
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(72）312号ピット(第34図、PL.15）

位置　X=47
973～47
974、Y=Ȃ73
836～Ȃ73
837、調査

区３区中央東の中央北辺دりに位置する。

形状等　平面形は偏ԁ形をఄする。

規模　0.28ʷ0.25ʷ0.25m

主軸方位（度）　̣Ȃ47Ȃ̚

埋没土　҉׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

(73）314号ピット(第34図、PL.15）

位置　X=47
974～47
975、Y=Ȃ73
835～Ȃ73
836、調査

区３区中央東の北辺Ԋいに位置する。

形状等　平面形は長ԁ形をఄする。

規模　0.34ʷ0.30ʷ0.22m

主軸方位（度）　̣Ȃ47Ȃ̬

埋没土　҉׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

(74）317号ピット(第34図、PL.15）

位置　X=47
970～47
972、Y=Ȃ73
835～Ȃ73
836、調査

区３区中央東の中央付近に位置する。

形状等　平面形は偏ԁ形をఄする。

規模　0.23ʷ0.21ʷ0.33m

主軸方位（度）　̣Ȃ9Ȃ̚

埋没土　҉׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

(75）319号ピット(第34図、PL.15）

位置　X=47
972～47
974、Y=Ȃ73
834～Ȃ73
835、調査

区３区中央東の中央北辺دりに位置する。

形状等　平面形はԁ形をఄする。

規模　0.29ʷ0.28ʷ0.34m

主軸方位（度）　̣Ȃ26Ȃ̚

埋没土　҉׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

(76）320号ピット(第34図、PL.15）

位置　X=47
969～47
970、Y=Ȃ73
832～Ȃ73
833、調査

区３区中央東の中央付近に位置する。

形状等　平面形は長ԁ形をఄする。

規模　0.33ʷ0.27ʷ0.25m

主軸方位（度）　̣Ȃ78Ȃ̚

埋没土　҉׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

(77）321号ピット(第34図、PL.15）

位置　X=47
969～47
970、Y=Ȃ73
831～Ȃ73
833、調査

区３区中央東の中央付近に位置する。

形状等　平面形は長ԁ形をఄする。

規模　0.50ʷ0.36ʷ0.26m

主軸方位（度）　̣Ȃ15Ȃ̚

埋没土　҉׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

(78）323号ピット(第35図、PL.15）

位置　X=47
971～47
972、Y=Ȃ73
831～Ȃ73
832、調査

区３区中央東の中央付近に位置する。

形状等　平面形はԁ形をఄする。

規模　0.20ʷ0.19ʷ0.32m

主軸方位（度）　̣Ȃ14Ȃ̬

埋没土　҉׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

(79）324号ピット(第35図、PL.15）

位置　X=47
973～47
974、Y=Ȃ73
831～Ȃ73
832、調査

区３区中央東の中央北辺دりに位置する。

第２節　１面の遺構

��
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第34図　ピット４

第３章　確認された遺構と遺物

��

278号ピッﾄ 279号ピッﾄ 280号ピッﾄ 281号ピッﾄ 282号ピッﾄ

283号ピッﾄ 294号ピッﾄ 295号ピッﾄ 296号ピッﾄ 298号ピッﾄ

301号ピッﾄ 302号ピッﾄ 310号ピッﾄ 311号ピッﾄ 312号ピッﾄ

314号ピッﾄ 317号ピッﾄ 320号ピッﾄ 321号ピッﾄ319号ピッﾄ

278～283号ピット
࠭（色土(7.5Ġę3/2׊ࠇ　２ 質(П0.5mm以下）しまり強く、೪りऑい。

明׊色(7.5Ġę5/4）の࠭ (ཻ１～数mm）を１ˋ΄どؚむ。とこΖどこΖ
にシルト質のಷい׊色土(7.5Ġę5/4）ブロッΫ(П数cm）が混͟る。

294,296,298,302,311,312,314,317,319～321号ピット
。色土(10Ġę3/4）しまり、೪りともに༗り׊ࠇ҉　１

295,301,310号ピット
。色土(10Ġę3/4）しまり、೪りともに༗り׊ࠇ҉　１
２　基本土は１の҉׊ࠇ色土に Ĉs-C 混土が混͟ったもの。
３　基本土は１の҉׊ࠇ色土にփԫ׊色(10Ġę6/2）シルト質土(ローム

઴Ҡ層土）が混͟ったもの。
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形状等　平面形は長ԁ形をఄする。

規模　0.28ʷ0.19ʷ0.19m

主軸方位（度）　̣Ȃ76Ȃ̬

埋没土　҉׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

(80）325号ピット(第35図、PL.15）

位置　X=47
973～47
975、Y=Ȃ73
831～Ȃ73
832、調査

区３区中央東の北辺Ԋいに位置する。

形状等　遺構北൒が調査区外に及び不明であるが、平面

形は長ԁ形とਪ察される。

規模　(0.21）̫ 0.2ʷ0.19m

主軸方位（度）　̣Ȃ11Ȃ̬

埋没土　҉׊ࠇ色土に෴われる。

重複　134号土坑を੾る。

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

134号土坑より新しい。

(81）326・327号ピット(第35図、PL.15）

a　326号ピッﾄ

位置　X=47
972～47
974、Y=Ȃ73
830～Ȃ73
831、調査

区３区中央東の中央北辺دりに位置する。

形状等　西൒が327号ピットによりࣦわれ全容は不明で

あるが、平面形は長ԁ形とਪ察される。

規模　0.30 (̫0.18）̫ 0.16m

主軸方位（度）　̣Ȃ７Ȃ̚

埋没土　҉׊ࠇ色土に෴われる。

重複　327号ピットに੾られる。

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

327号ピットにઌ行する。

b　327号ピッﾄ

位置　X=47
972～47
974、Y=Ȃ73
830～Ȃ73
831、調査

区３区中央東の中央北辺دりに位置する。

形状等　平面形は۱ؙ方形とਪ察される。

規模　(0.30）̫ 0.30ʷ0.20m

主軸方位（度）　̣Ȃ60Ȃ̬

埋没土　表土と҉׊ࠇ色土の混土に෴われる。

重複　326号ピットを੾る。

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世以降にൺ定さ

れる。326号ピットより新しい。

(82）332号ピット(第35図、PL.15）

位置　X=47
972～47
973、Y=Ȃ73
825～Ȃ73
826、調査

区３区中央東の中央東دりに位置する。

形状等　平面形は長ԁ形をఄする。

規模　0.39 (̫0.32）̫ 0.23m

主軸方位（度）　̣Ȃ64Ȃ̬

埋没土　҉׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、埋没土から中近世にൺ定される。

第35図　ピット５

第２節　１面の遺構
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323号ピッﾄ 324号ピッﾄ 325号ピッﾄ 326 ・ 327号ピッﾄ 332号ピッﾄ

323 ～ 325号ピット
。色土(10Ġę3/4）しまり、೪りともに༗り׊ࠇ҉　１

326号ピット
（色土(10Ġę3/4׊ࠇ҉　１

しまり、೪りともに༗り。

327号ピット
１˄表土と１層

の混合土。

332号ピット
（色土(10Ġę3/4׊ࠇ҉　１

しまり、೪りともに༗り。



第３－２－２表　１面ピット一覧

第３章　確認された遺構と遺物
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遺構名 検　　出　　位　　置 平 面 形 規 ໛ 主軸方位(度） ॏෳ遺構
219号ピット ３区東 9=47,971～47,972Ŋ :=-73,803～-73,804 角形ࡾ۱ؙ 0.21ʷ0.20ʷ0.45 /-19-&
220号ピット ３区東 9=47,970～47,971Ŋ :=-73,802～-73,804 ۱ؙ方形 0.21ʷ0.19ʷ0.24 /-42-&
221号ピット ３区東 9=47,969～47,971Ŋ :=-73,802～-73,803 方形 0.22ʷ0.21ʷ0.42 /-５-&
222号ピット ３区東 9=47,970～47,971Ŋ :=-73,801～-73,803 長ԁ形 0.27ʷ0.21ʷ0.32 /-77-&
223号ピット ３区東 9=47,970～47,971Ŋ :=-73,801～-73,802 ۱ؙ長方形 0.22ʷ0.16ʷ0.31 /-76-8
224号ピット ３区東 9=47,970～47,971Ŋ :=-73,800～-73,801 偏ԁ形 0.18ʷ0.16ʷ0.29 /-73-&
225号ピット ３区東 9=47,969～47,970Ŋ :=-73,800～-73,801 ԁ形 0.27ʷ0.25ʷ0.36 /-68-8
226号ピット ３区東 9=47,969～47,971Ŋ :=-73,800～-73,801 ۱ؙ方形 0.20ʷ0.19ʷ0.39 /-21-8
227号ピット ３区東 9=47,969～47,970Ŋ :=-73,799～-73,801 ۱ؙ方形 0.23ʷ0.20ʷ0.39 /-67-̬
228号ピット ３区東 9=47,969～47,970Ŋ :=-73,804～-73,805 ԁ形 0.22ʷ0.20ʷ0.37 /-３-&
229号ピット ３区東 9=47,970～47,971Ŋ :=-73,804～-73,805 偏ԁ形 0.31ʷ0.25ʷ0.41 /-７-8
230号ピット ３区東 9=47,969～47,970Ŋ :=-73,803～-73,805 偏ԁ形 0.27ʷ0.23ʷ0.39 /-83-8
231号ピット ３区東 9=47,969～47,970Ŋ :=-73,804～-73,805 ۱ؙ方形 0.21ʷ0.19ʷ0.14 /-85-8
232号ピット ３区東 9=47,968～47,969Ŋ :=-73,802～-73,803 ۱ؙ方形 0.29ʷ0.27ʷ0.48 /-８-&
233号ピット ３区東 9=47,967～47,969Ŋ :=-73,802～-73,803 長ԁ形 0.33ʷ0.26ʷ0.31 /-56-8
234号ピット ３区東 9=47,967～47,968Ŋ :=-73,802～-73,803 ԁ形 0.30ʷ0.28ʷ0.28 /-76-8
235号ピット ３区東 9=47,966～47,967Ŋ :=-73,802～-73,803 ԁ形 0.28ʷ0.26ʷ0.41 /-50-& 270号ピット
236号ピット ３区東 9=47,964～47,966Ŋ :=-73,802～-73,803 長ԁ形 0.31ʷ0.28ʷ0.30 /-３-&
237号ピット ３区東 9=47,969～47,970Ŋ :=-73,801～-73,802 ԁ形 0.33ʷ0.32ʷ0.34 /-90
238号ピット ３区東 9=47,968～47,969Ŋ :=-73,801～-73,802 ԁ形 0.40ʷ0.40ʷ0.39 /-２-8
239号ピット ３区東 9=47,968～47,969Ŋ :=-73,803～-73,804 ԁ形か 0.30ʷ0.29ʷ0.52 /-82-8 111号土坑
240号ピット ３区東 9=47,965～47,966Ŋ :=-73,802～-73,803 長ԁ形 0.25ʷ0.21ʷ0.18 /-77-8
241号ピット ３区東 9=47,964～47,965Ŋ :=-73,801～-73,803 長ԁ形 0.33ʷ0.30ʷ0.45 /-31-8
242号ピット ３区東 9=47,964～47,966Ŋ :=-73,803～-73,805 ۱ؙ方形 0.24ʷ0.21ʷ0.33 /-50-&
243号ピット ３区東 9=47,965～47,967Ŋ :=-73,804～-73,805 長ԁ形 0.47ʷ0.39ʷ0.39 /-81-8
244号ピット ３区東 9=47,967～47,968Ŋ :=-73,803～-73,804 ԁ形 0.36ʷ0.33ʷ0.48 /-83-8
245号ピット ３区東 9=47,967～47,968Ŋ :=-73,804～-73,806 ԁ形 0.25ʷ0.24ʷ0.49 /-77-8
246号ピット ３区東 9=47,965～47,966Ŋ :=-73,805～-73,806 長ԁ形 0.42ʷ0.32ʷ0.40 /-76-8
247号ピット ３区東 9=47,966～47,967Ŋ :=-73,804～-73,805 偏ԁ形 0.48ʷ0.38ʷ0.54 /-41-&
248号ピット ３区東 9=47,966～47,967Ŋ :=-73,800～-73,801 ۱ؙ長方形か 0.48ʷï0.33ðʷ0.36 /-89-&
249号ピット ３区東 9=47,963～47,964Ŋ :=-73,802～-73,803 ԁ形 0.25ʷ0.25ʷ0.25 /-60-&
250号ピット ３区東 9=47,964～47,965Ŋ :=-73,803～-73,804 ԁ形 0.40ʷ0.39ʷ0.21 /-55-&
251号ピット ３区東 9=47,963～47,965Ŋ :=-73,800～-73,802 ࢛辺形 0.24ʷ0.20ʷ0.26 /-0
252号ピット ３区東 9=47,964～47,965Ŋ :=-73,800～-73,802 ۱ؙ方形 0.39ʷ0.37ʷ0.31 /-45-&
253号ピット ３区東 9=47,966～47,968Ŋ :=-73,801～-73,803 長ԁ形 0.41ʷ0.31ʷ0.38 /-76-&
254号ピット ３区東 9=47,966～47,967Ŋ :=-73,800～-73,801 ԁ形 0.32ʷ0.30ʷ0.20 /-６-&
255号ピット ３区東 9=47,965～47,967Ŋ :=-73,800～-73,801 ۱ؙ方形 0.40ʷ0.35ʷ0.25 /-81-&
256号ピット ３区東 9=47,966～47,967Ŋ :=-73,802～-73,804 長方形 0.56ʷ0.30ʷ0.24 /-85-&
257号ピット ３区東 9=47,964～47,965Ŋ :=-73,799～-73,800 偏ԁ形 0.41ʷ0.36ʷ0.40 /-30-8
258号ピット ３区東 9=47,961～47,963Ŋ :=-73,803～-73,805 長ԁ形 0.28ʷ0.22ʷ0.21 /-８-&
259号ピット ３区東 9=47,962～47,963Ŋ :=-73,804～-73,805 方形 0.30ʷ0.30ʷ0.26 /-51-8
260号ピット ３区東 9=47,964～47,965Ŋ :=-73,805～-73,806 長ԁ形 0.31ʷ0.26ʷ0.48 /-16-&
261号ピット ３区東 9=47,971～47,973Ŋ :=-73,806～-73,808 偏ԁ形 0.31ʷ0.28ʷ0.35 /-9-8
262号ピット ３区東 9=47,971～47,972Ŋ :=-73,806～-73,808 ԁ形 0.44ʷ0.44ʷ0.48 /-38-&
263号ピット ３区東 9=47,970～47,971Ŋ :=-73,807～-73,808 長ԁ形 0.30ʷ0.23ʷ0.35 /-13-&
264号ピット ３区東 9=47,970～47,971Ŋ :=-73,807～-73,809 ۱ؙ方形か 0.31ʷ0.26ʷ0.32 /-14-8 284号ピット
265号ピット ３区東 9=47,969～47,970Ŋ :=-73,807～-73,809 長ԁ形か 0.27ʷï0.22ðʷ0.23 /-77-8
266号ピット ３区東 9=47,968～47,969Ŋ :=-73,808～-73,809 ԁ形 0.27ʷ0.25ʷ0.36 /-66-8
267号ピット ３区東 9=47,967～47,968Ŋ :=-73,807～-73,809 偏ԁ形 0.32ʷ0.26ʷ0.41 /-53-8
268号ピット ３区東 9=47,969～47,970Ŋ :=-73,806～-73,807 角形ࡾ۱ؙ 0.26ʷ0.24ʷ0.27 /-11-&
269号ピット ３区東 9=47,969～47,970Ŋ :=-73,805～-73,807 長ԁ形 0.40ʷ0.25ʷ0.38 /-66-8 271号ピット
270号ピット ３区東 9=47,966～47,967Ŋ :=-73,802～-73,803 方形 0.32ʷ0.29ʷ0.48 /-39-8 235号ピット
271号ピット ３区東 9=47,969～47,970Ŋ :=-73,805～-73,807 偏ԁ形 0.26ʷ0.20ʷ0.43 /-11-8 269号ピット
272号ピット ３区東 9=47,967～47,968Ŋ :=-73,805～-73,807 ԁ形 0.26ʷ0.25ʷ0.33 /-20-8
273号ピット ３区東 9=47,967～47,968Ŋ :=-73,805～-73,806 長ԁ形 0.32ʷ0.28ʷ0.35 /-42-&
274号ピット ３区東 9=47,966～47,968Ŋ :=-73,808～-73,809 ԁ形 0.21ʷ0.19ʷ0.30 /-87-&
275号ピット ３区東 9=47,966～47,967Ŋ :=-73,807～-73,809 長ԁ形 0.46ʷ0.34ʷ0.52 /-２-&
276号ピット ３区東 9=47,966～47,967Ŋ :=-73,807～-73,808 ԁ形 0.29ʷ0.29ʷ0.50 /-11-&
277号ピット ３区東 9=47,962～47,963Ŋ :=-73,807～-73,808 偏ԁ形 0.38ʷ0.34ʷ0.20 /-74-8
278号ピット ３区東 9=47,962～47,963Ŋ :=-73,807～-73,808 ԁ形 0.25ʷ0.24ʷ0.29 /-８-8
279号ピット ３区東 9=47,961～47,962Ŋ :=-73,807～-73,808 方形 0.21ʷ0.21ʷ0.29 /-14-&
280号ピット ３区東 9=47,962～47,964Ŋ :=-73,805～-73,806 ۱ؙ方形 0.28ʷ0.25ʷ0.31 /-62-8
281号ピット ３区東 9=47,962～47,963Ŋ :=-73,805～-73,806 長ԁ形 0.26ʷ0.22ʷ0.48 /-81-&
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第２節　１面の遺構
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遺構名 検　　出　　位　　置 平 面 形 規 ໛ 主軸方位(度） ॏෳ遺構
282号ピット ３区東 9=47,962～47,963Ŋ :=-73,805～-73,806 長ԁ形 0.35ʷ0.30ʷ0.60 /-26-8
283号ピット ３区東 9=47,967～47,968Ŋ :=-73,804～-73,805 ԁ形 0.22ʷ0.21ʷ0.38 /-29-8
284号ピット ３区東 9=47,970～47,971Ŋ :=-73,808～-73,809 ԁ形か 0.22ʷï0.19ðʷ0.44 /-18-8 264号ピット
294号ピット ３区中央東 9=47,971～47,972Ŋ :=-73,847～-73,849 長ԁ形 0.28ʷ0.24ʷ0.22 /-16-&
295号ピット ３区中央東 9=47,970～47,971Ŋ :=-73,842～-73,844 長ԁ形 0.35ʷ0.31ʷ0.45 /-34-&
296号ピット ３区中央東 9=47,970～47,972Ŋ :=-73,842～-73,844 長ԁ形 0.59ʷ0.45ʷ0.22 /-85-8
298号ピット ３区中央東 9=47,970～47,972Ŋ :=-73,841～-73,842 長ԁ形 0.31ʷ0.25ʷ0.24 /-89-&
301号ピット ３区中央東 9=47,973～47,974Ŋ :=-73,840～-73,841 長ԁ形 0.27ʷ0.22ʷ0.29 /-13-&
302号ピット ３区中央東 9=47,974～47,975Ŋ :=-73,840～-73,842 長ԁ形 0.27ʷ0.23ʷ0.42 /-27-&
310号ピット ３区中央東 9=47,973～47,974Ŋ :=-73,838～-73,839 長ԁ形 0.25ʷ0.21ʷ0.29 /-42-&
311号ピット ３区中央東 9=47,974～47,975Ŋ :=-73,838～-73,839 ԁ形か 0.24ʷï0.12ðʷ0.31 /-83-8
312号ピット ３区中央東 9=47,973～47,974Ŋ :=-73,836～-73,837 偏ԁ形 0.28ʷ0.25ʷ0.25 /-47-&
314号ピット ３区中央東 9=47,974～47,975Ŋ :=-73,835～-73,836 長ԁ形 0.34ʷ0.30ʷ0.22 /-47-8
317号ピット ３区中央東 9=47,970～47,972Ŋ :=-73,835～-73,836 偏ԁ形 0.23ʷ0.21ʷ0.33 /-9-&
319号ピット ３区中央東 9=47,972～47,974Ŋ :=-73,834～-73,835 ԁ形 0.29ʷ0.28ʷ0.34 /-26-&
320号ピット ３区中央東 9=47,969～47,970Ŋ :=-73,832～-73,833 長ԁ形 0.33ʷ0.27ʷ0.25 /-78-&
321号ピット ３区中央東 9=47,969～47,970Ŋ :=-73,831～-73,833 長ԁ形 0.50ʷ0.36ʷ0.26 /-15-&
323号ピット ３区中央東 9=47,971～47,972Ŋ :=-73,831～-73,832 ԁ形 0.20ʷ0.19ʷ0.32 /-14-8
324号ピット ３区中央東 9=47,973～47,974Ŋ :=-73,831～-73,832 長ԁ形 0.28ʷ0.19ʷ0.19 /-76-8
325号ピット ３区中央東 9=47,973～47,975Ŋ :=-73,831～-73,832 長ԁ形か ï0.21ðʷ0.20ʷ0.19 /-11-8 134号土坑
326号ピット ３区中央東 9=47,972～47,974Ŋ :=-73,830～-73,831 長ԁ形か 0.30ʷï0.18ðʷ0.16 /-７-& 327号ピット
327号ピット ３区中央東 9=47,972～47,974Ŋ :=-73,830～-73,831 ۱ؙ方形か ï0.30ðʷ0.30ʷ0.20 /-60-8 326号ピット
332号ピット ３区中央東 9=47,972～47,973Ŋ :=-73,825～-73,826 長ԁ形 0.39ʷï0.32ðʷ0.23 /-64-8



第３節　２面の遺構

・・・第１項　２面の概要

　本調査区２面からは、溝１条、竪穴状遺構１基、集石

４基、土坑５基とピット14基が検出されている。１面と

ൺֱしૄらな検出状況ではあるが、１面同様に調査区の

東ଆに遺構が集まる傾向が認められる。なお調査区の西

ଆと中央部からは෩౗木ࠟが検出されたが、調査区の東

ଆからは検出されていない。

　48号溝は２面調査に際して検出された遺構のҝ、調査

記録に基づきここに掲載した。調査区北壁(第14図）で確

認された48号溝上端は、表土層直下の第２層に及Μでい

る。遺構上部は第２層により削平されࣦわれたとΈられ

る。本来のਂさは1.3mをӽ͑る遺構であり、２面より

新しい時期にؼ属する遺構である。

　集石は３区西・東部から検出された遺構であり、他の

調査区ըからの検出例はない。また調査所見によれ͹、

「集石は６層(第15図）に分布。５ܘcm～25ܘcmఔ度のԁ

礫が集中。土器等出土遺物はແし。ম土、୸化物も認め

られない。時期、ੑ֨等不明」「層位から古෿時代以前

のՄ能ੑが高い。」とされる。

・・・第２項　検出された遺構

１　溝、竪穴状遺構、集石

(１）48号溝(第37図、PL.16）

位置　X=47
979～47
985、Y=Ȃ73
942～Ȃ73
945、調査

区３区西の西端近くに位置する。

形状等　調査区の北辺から南辺にかけて直線状に位置す

る。断面の形状は上端の෯の２ഒఔ度のਂさを༗する、

෯のڱいശງとなっており、底部には礫がଯ積する。

規模　(4.52）̫(0.74）̫(1.26）m。底面平ୱ部の෯0.33

～0.47m、溝北端の礫群上面付近の標高183.44m、溝南

端の礫群上面付近の標高183.31m、標高差0.13mを測る。

走行方位（度）　̣Ȃ19Ȃ̬

埋没土　׊色シルトブロッΫを多くؚΈ、地山土の混在

する҉׊色土により埋め立てられる。なお遺構直上はന

色ܰ石ཻをؚむ׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　調査時の所見によれ͹、本遺構の年代として中世

以降のՄ能ੑが指ఠされている。また同所見に、「底面

に50～60cmఔ度のްさでԁ礫(40～５ܘcm前ޙ）を３ஈఔ

度౤ೖ。礫は組合ͤた状ଶではなく、大小の礫を౤ೖし

た状ଶと観察される。その上を溝掘削土により一ׅ埋土

する。埋土はブロッΫ状で、掘削してから時間を置かͣ

に埋めているように見られる。なお、底部の礫間には地

下水ྲྀが認められる。土器等の出土遺物はない。ੑ ֨は、

底部に礫を集積さͤることによる҉ڎと͑ߟられる。」と

ある。

備考　礫群下部・溝底面の標高については、北辺دりの

一ըしか計測記録が࢒されておらͣ、溝全体の傾ࣼ・ޯ

配は確認できていない。記録されたൣ囲での南北標高差

は0.00mであり、水ޯ配で溝が掘られたとਪ測される。

(２）６号竪穴状遺構(第37図、PL.16）

位置　X=47
969～47
973、Y=Ȃ73
909～Ȃ73
912、調査

区３区西・東部の南西۱に位置する。

形状等　遺構西൒が調査区外に及Μでおり平面形は不明

であるが、۱ؙの方形をఄすと༧૝される。底部はઙい

Ԝತが認められるが概Ͷ平ୱとΈなͤる。

付帯遺構　なし

規模　2.50 (̫1.70）̫ 0.53m

主軸方位（度）　̣Ȃ25Ȃ̚

埋没土　にͿい੺׊色土をؚむ࠭質の׊ࠇ色土に෴われ

る。また遺構直上を表土に෴われる。

掘り方　なし

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は不明である。

(３）３号集石(第38図、PL.17）

位置　X=47
979～47
981、Y=Ȃ73
910～Ȃ73
912、調査

区３区西・東部の北西۱に位置する。

形状等　１点がやや཭れるものの、൒15ܘcmఔ度のൣ囲

から14点の礫が検出されている。

規模　0.38ʷ0.29m

主軸方位（度）　̣Ȃ14Ȃ̚

埋没土　׊色ཻ子をؚむ׊ࠇ色土に෴われる。

第３章　確認された遺構と遺物
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第37図　48号溝、６号竪穴状遺構
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48号溝 48号溝（完掘）

6号竪穴状遺構

48号溝
、色シルトブロッΫを多くؚむ他׊（色土(10Ġę3/3׊҉　１

ന色ܰ石ཻ、׊మཻを多くؚむ地山の׊ࠇ色೪質土が混ೖ
する。(第14図ࢀর）

６号竪穴状遺構
１　表土
࠭（色土(10Ġę2/3׊ࠇ　２ 質(П１ᶱ以下）しまり

あり、೪りなし。にͿい੺׊色土(5Ġę4/4）を
10ˋ΄どؚむ。



重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構のؼ属する時期、ੑ֨等は不明である。

(４）４号集石(第38図、PL.17）

位置　X=47
977～47
979、Y=Ȃ73
911～Ȃ73
913、調査

区３区西・東部の北西۱に位置する。

形状等　西端が調査区外にଓくՄ能ੑを൱定し͑ない

が、൒27ܘcmఔ度のൣ囲から19点の礫が検出された。

規模　0.55ʷ0.39m

主軸方位（度）　̣Ȃ41Ȃ̚

埋没土　׊色ཻ子をؚむ׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構のؼ属する時期、ੑ֨等は不明である。

(５）５号集石(第38図、PL.17）

位置　X=47
978～47
979、Y=Ȃ73
909～Ȃ73
911、調査

区３区西・東部の北西۱に位置する。

形状等　൒15ܘcmఔ度のൣ囲から５点の礫が検出され

た。

規模　0.33ʷ0.22m

主軸方位（度）　̣Ȃ53Ȃ̚

埋没土　׊色ཻ子をؚむ׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構のؼ属する時期、ੑ֨等は不明である。

(６）６号集石(第39図、PL.17）

位置　X=47
975～47
979、Y=Ȃ73
890～Ȃ73
893、調査

区３区西・東部の北東۱に位置する。

形状等　分布の東端が調査区外に及Ϳため全容は൑વと

しないがހをඳくଳ状の分布が༧૝される。

規模　(1.89）̫ 0.72m

主軸方位（度）　̣Ȃ38Ȃ̬

埋没土　׊色ཻ子をؚむ׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構のؼ属する時期、ੑ֨等は不明である。

２　土坑

(１）119号土坑(第40図、PL.17）

位置　X=47
966～47
968、Y=Ȃ73
806～Ȃ73
808、調査

区３区東の中央付近に位置する。

形状等　ઙいࡼ形の底部のΈの検出であり全体の形は不

明であるが、平面形は概Ͷԁ形をఄする。

規模　0.94ʷ0.85ʷ0.12m

主軸方位（度）　̣Ȃ３Ȃ̚

埋没土　࠭質の҉׊色土とシルト質の׊色土をؚむ࠭質

の׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は不明である。

(２）120号土坑(第40図、PL.17）

位置　X=47
971～47
973、Y=Ȃ73
900～Ȃ73
903、調査

区３区西・東部の中央やや南دりに位置する。

形状等　平面形は۱ؙ長方形をఄする。底面には傾ࣼが

認められ、南東۱がਂく北西۱がઙく、概Ͷ３ஈఔ度に

区分される。

規模　1.33ʷ1.03ʷ0.29m

主軸方位（度）　̣Ȃ７Ȃ̚

埋没土　下部ににͿいᒵ色の࠭質ブロッΫが混ೖしてい

る࠭質の׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は不明である。

(３）136号土坑(第40,44図、PL.18,20）

位置　X=47
973～47
975、Y=Ȃ73
846～Ȃ73
848、調査

区３区中央東の中央西دりの北辺Ԋいに位置する。

形状等　底部付近のΈの検出である。また北端が調査区

外に及び൑વとしないが、平面形は長ԁ形をఄすると༧

૝される。

規模　(0.86）̫ 0.72ʷ0.22m

主軸方位（度）　̣Ȃ７Ȃ̚

埋没土　ཻ࠭ࡉۃ質の׊ࠇ色土に෴われる。

重複　なし

遺物　埋没土及び隣接する෩౗木ࠟから同一個体とされ

る縄文時代前期ॾү̱式の土器ย(9
10）が出土している。

第３章　確認された遺構と遺物
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所見　本遺構の年代は不明である。埋没土はĈsȂC混土層

の下位、ローム઴Ҡ層の上位にଯ積する土と同छであり、

古෿時代以前にؼ属するՄ能ੑがある。たͩし、本遺構

と同छの土を埋没土とする137号土坑は中世の遺物を出

土し、また中世の遺物を出土する138号土坑の上位に位

置しているため、遺構のؼ属時期を不明とした。

(４）137号土坑(第40図、PL.18）

位置　X=47
969～47
970、Y=Ȃ73
816～Ȃ73
817、調査

区３区中央東の東辺近くに位置する。

形状等　底部のΈの検出である。平面形は۱ؙ方形をఄ

する。

規模　0.5ʷ0.47ʷ0.32m

主軸方位（度）　̣Ȃ５Ȃ̚

埋没土　ཻ࠭ࡉۃ質の׊ࠇ色土に෴われる。

重複　138号土坑

遺物　図化にはいたらなかったが、埋没土から在地系土

器内ࣖು、陶器製のᎬു、かわらけや౐石等が出土して

いる。

所見　本遺構の年代は、出土遺物から中近世にؼ属する

Մ能ੑが高い。138号土坑よりあたらしい。

第38図　集石１

第３節　２面の遺構
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3～5号集石
1面 2面
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第39図　集石２
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6号集石

1面 2面
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(５）138号土坑(第41,42,44～46図、PL.18,20,21）

位置　X=47
968～47
971、Y=Ȃ73
814～Ȃ73
818、調査

区３区中央東東辺近くに位置する。

形状等　平面形は長ԁ形をఄする。確認面より1.7mఔ

度の掘削を行ったが底面は検出されておらͣ、断面形は

未確定であるがޱの広い࿙ే状をఄすると༧測される。

遺構上層はĈsȂCをؚむ埋没土に෴われており、遺物は上

層下部の礫群とともに検出された。

規模　3.18ʷ2.68 (̫1.69）m

主軸方位（度）　̣Ȃ86Ȃ̬

埋没土　ԫ׊色の地山ブロッΫをؚむ׊ࠇ色土に෴われ

る。

重複　137号土坑

遺物　主として埋没土中層の礫群とڞに在地系土器ࡼ

(11～15）、在地系土器ยޱ (ു16～19）、在地系土器内ࣖ

ು(20～22）、ৗ׈陶器伫かᆵ(23）や౐石(24～26）などが

出土している΄か、ਢܙ器(２ย、53̶）も出土している。

所見　本遺構の年代は、出土遺物から中世にؼ属する。

137号土坑にઌ行する。

備考　調査記録に基づき土坑として掲載したが、調査時

点より井戸のՄ能ੑが指ఠされている。

第40図　２面土坑１

第３節　２面の遺構
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119号土坑

120号土坑

137号土坑136号土坑

136号土坑
、質土ཻ࠭ࡉۃ（色(10Ġę2/3׊ࠇ　１

しまり強く、೪りはऑい。

137号土坑
、質土ཻ࠭ࡉۃ（色(10Ġę2/3׊ࠇ　１

しまり強く、೪りはऑい。

119号土坑
࠭（色土(10Ġę2/3׊ࠇ　１ 質、しまり強く、೪りあり。

࠭質のしまり強く、೪りある҉׊色土(10Ġę3/3）を
ؚΈ、シルト質のしまり、೪りともに強い׊色土

(10Ġę4/4）を数cm大のブロッΫ状にؚむ。

120号土坑
࠭（色土(7.5Ġę2/2׊ࠇ　１ 質(П１mm以下）、しまりあり、೪り

なし。׊色土(7.5Ġę4/6）ཻ(П１mm）を１ˋؚむ。下部ににͿ
いᒵ色(7.5Ġę7/3）の೪りなし、しまりある࠭質(П１mm以下）
のブロッΫ(П10cmఔ度）が混ೖしている。
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第41図　２面土坑２

第３章　確認された遺構と遺物
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138号土坑

礫群࠷下層

138号土坑
色土(10Ġę3/3）Ĉs-̘、ԫ色ཻ子小量混ೖ。೪ੑややऑ׊҉　１

く、しまりやや強い。
小）、ԫ色ۃ)色土ブロッΫ׊色土(10Ġę3/2）Ĉs-̘、ԫ׊ࠇ　２

ཻ子小量混ೖ。೪ੑ、しまりともにやや強い。
。色土ブロッΫ(中～小）多量混ೖ׊色土(10Ġę2/3）ԫ׊ࠇ　３

೪ੑ、しまりともにやや強い。
４　にͿいԫ׊色土(10Ġę4/3）ԫ׊色土ブロッΫ(中～小）多量

混ೖ。Ωϝࡉかく、೪ੑ強く、しまりやや強い。
。色土ブロッΫ、ԫ色ཻ子小量混ೖ׊色土(10Ġę3/2）ԫ׊ࠇ　５

೪ੑやや強く、しまり強い。
色土ブロッΫ(大～中）小量混ೖ。೪׊（色土(10Ġę2/3׊ࠇ　６

ੑやや強く、しまりややऑい。
色೪質土ブロッΫ(中～小）上部に׊色土(10Ġę3/3）ԫ׊҉　７

多量混ೖ。೪ੑやや強く、しまりややऑい。
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第42図　２面土坑３

第３節　２面の遺構
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礫群1層

礫群2層

礫群3層

礫群4層



２　ピット

　３区２面から検出された14基のピットは、ĈsȂC混土層

の下位に位置する׊色シルト面を遺構確認面とし、いͣ

れもĈsȂC混土層下位のଯ積土と同छの土を埋没土として

いる。出土層位としては中世以前の遺構と͑ߟられるの

であるが、シルト質の׊色土ブロッΫを埋没土にؚむ遺

構から中近世の遺物が検出される事例もあり、遺構のؼ

属時期を不明とした。

(１）285号ピット(第43図、PL.19）

位置　X=47
967～47
968、Y=Ȃ73
809～Ȃ73
810、調査

区３区東の中央付近に位置する。

形状等　平面形は長ԁ形をఄする。

規模　0.37ʷ0.26ʷ0.25m

主軸方位（度）　̣Ȃ６Ȃ̚

埋没土　シルト質の׊色土ブロッΫをؚむ࠭質の׊ࠇ色

土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は不明である。

(２）286号ピット(第43図、PL.19）

位置　X=47
964～47
965、Y=Ȃ73
806～Ȃ73
808、調査

区３区東の中央付近に位置する。

形状等　平面形は۱ؙ長方形をఄする。

規模　0.38ʷ0.33ʷ0.36m

主軸方位（度）　̣Ȃ26Ȃ̬

埋没土　シルト質の׊色土ブロッΫをؚむ࠭質の׊ࠇ色

土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は不明である。

(３）287号ピット(第43図、PL.19）

位置　X=47
965～47
966、Y=Ȃ73
807～Ȃ73
808、調査

区３区東の中央付近に位置する。

形状等　平面形は長ԁ形をఄする。

規模　0.28ʷ0.23ʷ0.27m

主軸方位（度）　̣Ȃ４Ȃ̬

埋没土　シルト質の׊色土ブロッΫをؚむ࠭質の׊ࠇ色

土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は不明である。

(４）288号ピット(第43図、PL.19）

位置　X=47
963～47
964、Y=Ȃ73
807～Ȃ73
808、調査

区３区東の中央付近に位置する。

形状等　平面形はԁ形をఄする。

規模　0.29ʷ0.27ʷ0.12m

主軸方位（度）　̣Ȃ83Ȃ̚

埋没土　シルト質の׊色土ブロッΫをؚむ࠭質の׊ࠇ色

土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は不明である。

(５）289号ピット(第43図、PL.19）

位置　X=47
964～47
965、Y=Ȃ73
808～Ȃ73
810、調査

区３区東の中央付近に位置する。

形状等　平面形は偏ԁ形をఄする。

規模　0.37ʷ0.32ʷ0.38m

主軸方位（度）　̣Ȃ８Ȃ̬

埋没土　シルト質の׊色土ブロッΫをؚむ࠭質の׊ࠇ色

土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

第３－３－１表　２面土坑一覧

第３章　確認された遺構と遺物

��

遺 構 名 検　　出　　位　　置 平 面 形 規　　໛ 主軸方位(度） ॏෳ遺構
119号土坑 ３区東 9=47,966 ～ 47,968、:=-73,806 ～ -73,808 ԁ形 0.94ʷ0.85ʷ0.12 /-３-&
120号土坑 ３区西・東部 9=47,971 ～ 47,973、:=-73,900 ～ -73,903 ۱ؙ長方形 1.33ʷ1.03ʷ0.29 /-７-&
136号土坑 ３区中央東 9=47,973 ～ 47,975、:=-73,846 ～ -73,848 長ԁ形か ï0.86ðʷ0.72ʷ0.22 /-７-&
137号土坑 ３区中央東 9=47,969 ～ 47,970、:=-73,816 ～ -73,817 ۱ؙ方形 0.50ʷ0.47ʷ0.32 /-５-& 138号土坑
138号土坑 ３区中央東 9=47,968 ～ 47,971、:=-73,814 ～ -73,818 長ԁ形 3.18ʷ2.68ʷï1.69ð /-86-8 137号土坑



所見　本遺構の年代は不明である。

(６）290号ピット(第43図、PL.19）

位置　X=47
963～47
964、Y=Ȃ73
809～Ȃ73
810、調査

区３区東の中央付近に位置する。

形状等　平面形は偏ԁ形をఄする。

規模　0.29ʷ0.26ʷ0.15m

主軸方位（度）　̣Ȃ11Ȃ̚

埋没土　シルト質の׊色土ブロッΫをؚむ࠭質の׊ࠇ色

土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は不明である。

(７）291号ピット(第43図、PL.19）

位置　X=47
963～47
964、Y=Ȃ73
809～Ȃ73
810、調査

区３区東の中央付近に位置する。

形状等　平面形は偏ԁ形をఄする。

規模　0.22ʷ0.21ʷ0.22m

主軸方位（度）　̣Ȃ11Ȃ̚

埋没土　シルト質の׊色土ブロッΫをؚむ࠭質の׊ࠇ色

土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、不明である。

(８）292号ピット(第43図、PL.19）

位置　X=47
966～47
967、Y=Ȃ73
805～Ȃ73
806、調査

区３区東の中央付近に位置する。

形状等　平面形は長ԁ形をఄする。

規模　0.28ʷ0.26ʷ0.24m

主軸方位（度）　̣Ȃ9Ȃ̬

埋没土　シルト質の׊色土ブロッΫをؚむ࠭質の׊ࠇ色

土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は不明である。

(９）293号ピット(第43図、PL.19）

位置　X=47
963～47
964、Y=Ȃ73
802～Ȃ73
804、調査

区３区東の中央付近に位置する。

形状等　平面形は長ԁ形をఄする。

規模　0.30ʷ0.25ʷ0.30m

主軸方位（度）　̣Ȃ６Ȃ̬

埋没土　シルト質の׊色土ブロッΫをؚむ࠭質の׊ࠇ色

土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は不明である。

(10）334号ピット(第43図、PL.19）

位置　X=47
965～47
967、Y=Ȃ73
823～Ȃ73
825、調査

区３区中央東の東辺دりに位置する。

形状等　平面形はԁ形をఄする。

規模　0.26ʷ0.24ʷ0.20m

主軸方位（度）　̣Ȃ50Ȃ̬

埋没土　׊ࠇ色のཻ࠭ࡉۃ質土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は、不明である。

(11）335号ピット(第43図、PL.19）

位置　X=47
968～47
969、Y=Ȃ73
820～Ȃ73
822、調査

区３区中央東の東辺دりに位置する。

形状等　平面形は長ԁ形をఄする。

規模　0.22ʷ0.20ʷ0.11m

主軸方位（度）　̣Ȃ42Ȃ̬

埋没土　׊ࠇ色のཻ࠭ࡉۃ質土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は不明である。

(12）336号ピット(第43図、PL.19）

位置　X=47
968～47
969、Y=Ȃ73
819～Ȃ73
820、調査

区３区中央東の東辺دりに位置する。

形状等　平面形は偏ԁ形をఄする。

規模　0.21ʷ0.18ʷ0.17m

主軸方位（度）　̣Ȃ35Ȃ̬

埋没土　׊ࠇ色のཻ࠭ࡉۃ質土に෴われる。

重複　なし

第３節　２面の遺構

��
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遺物　なし

所見　本遺構の年代は不明である。

(13）337号ピット(第43図、PL.19）

位置　X=47
969～47
971、Y=Ȃ73
821～Ȃ73
822、調査

区３区中央東の東辺دりに位置する。

形状等　平面形は長ԁ形をఄする。

規模　0.42ʷ0.39ʷ0.27m

主軸方位（度）　̣Ȃ５Ȃ̬

埋没土　׊ࠇ色のཻ࠭ࡉۃ質土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は不明である。

(14）338号ピット(第43図、PL.19）

位置　X=47
969～47
971、Y=Ȃ73
819～Ȃ73
820、調査

区３区中央東の東辺دりに位置する。

形状等　平面形は偏ԁ形をఄする。

規模　0.34ʷ0.24ʷ0.16m

主軸方位（度）　̣Ȃ51Ȃ̬

埋没土　׊ࠇ色のཻ࠭ࡉۃ質土に෴われる。

重複　なし

遺物　なし

所見　本遺構の年代は不明である。

第43図　２面ピット

第３章　確認された遺構と遺物
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285号ピッﾄ 287号ピッﾄ 289号ピッﾄ

290号ピッﾄ 291号ピッﾄ 292号ピッﾄ

286号ピッﾄ 288号ピッﾄ

293号ピッﾄ

334号ピッﾄ 335号ピッﾄ 336号ピッﾄ 337号ピッﾄ 338号ピッﾄ

285 ～ 293号ピット
࠭（色土(10Ġę2/3׊ࠇ　１ 質、しまり強く、೪りあり。࠭質でしまり

強く、೪りある҉׊色土(10Ġę3/3）をؚΈ、シルト質のしまり強く、
೪り強い׊色土(10Ġę4/4）が数cm大のブロッΫ状に混͟る。

334 ～ 338号ピット
。質土、しまりが強く೪りはऑいཻ࠭ࡉۃ（色(10Ġę2/3׊ࠇ　１



第４節　出土遺物

　本調査区から出土した遺物の検出概況を下表(第３Ȃ４

Ȃ１表）にまとめた。全調査区で弥生時代の遺物は確認さ

れておらͣ、３区西からは縄文時代の遺物も検出されて

いない。また、３区東調査区をআき、下層である２面確

認面からも近現代の遺物が検出される傾向がある。調査

地は表土下平50ۉcm、ઙけれ͹30cmにຬたないਂさから

削平された遺構面(１面）がإを出す、ଯ積のബい土地ฑ

である。調査地周辺は明࣏時代以前から集落としての用

్が主であったとਪ測されるが、３区西から３区中央に

かけてのൣ囲は։発やߞ作などの影ڹを強くडけてきた

とਪ察される。

　検出された遺構のؼ属する時代時期の൑定は、その遺

構から出土した遺物の属ੑにґڌしたことから、49号溝

と123号土坑のؼ属時期を近世以降とした。とこΖで、

49号溝の埋没土はその位置する場所により相ҧする。３

区西と３区西・東部はĈsȂC混じりの҉׊色地山土の混ೖ

する೪質層を埋没土としているのにରし、３区中央東の

埋没土はĈsȂCの他に上層ではďrȂčP、下層ではԫ׊色地

山ブロッΫが混ೖしている。49号溝はその西൒と東൒と

でར用状況・ҡ࣋の࢓方等が相ҧしたとਪ測される。

　なお３区中央西の49号溝底部から82.6̶のࠇ色ท岩の

ണย１点が出土している΄か、３区中央東からはܔ質ท

岩のଧ製石佁１点とࠇ色ท岩の石֩１点も出土してい

る。また縄文土器は掲載した４ยの他、未掲載が３ย存

在する。このうͪ49号溝出土の１ยは136号土坑出土の

ॾү̱と同一とされる。228号ピットからࡉยのためৄ

分不明ではࡉยのためࡉ、不明の１ยが出土しておりࡉ

あるがॾү式ซ行とされるഁยが３区西・東部から出土

している。

第３－３－２表　２面ピット一覧

第３－４－１表　遺物出土状況

第４節　出土遺物

��

遺 構 名 検　　出　　位　　置 平 面 形 規　　໛ 主軸方位(度） ॏෳ遺構
285号ピット ３区東 9=47,967～47,968、:=-73,809～-73,810 長ԁ形 0.37ʷ0.26ʷ0.25 /-６-&
286号ピット ３区東 9=47,964～47,965、:=-73,806～-73,808 ۱ؙ長方形 0.38ʷ0.33ʷ0.36 /-26-8
287号ピット ３区東 9=47,965～47,966、:=-73,807～-73,808 長ԁ形 0.28ʷ0.23ʷ0.27 /-４-8
288号ピット ３区東 9=47,963～47,964、:=-73,807～-73,808 ۱ؙ方形 0.29ʷ0.27ʷ0.12 /-83-&
289号ピット ３区東 9=47,964～47,965、:=-73,808～-73,810 偏ԁ形 0.37ʷ0.32ʷ0.38 /-８-8
290号ピット ３区東 9=47,963～47,964、:=-73,809～-73,810 偏ԁ形 0.29ʷ0.26ʷ0.15 /-11-&
291号ピット ３区東 9=47,963～47,964、:=-73,809～-73,810 偏ԁ形 0.22ʷ0.21ʷ0.22 /-11-&
292号ピット ３区東 9=47,966～47,967、:=-73,805～-73,806 長ԁ形 0.28ʷ0.26ʷ0.24 /-9-8
293号ピット ３区東 9=47,963～47,964、:=-73,802～-73,804 長ԁ形 0.30ʷ0.25ʷ0.30 /-６-̬
334号ピット ３区中央東 9=47,965～47,967、:=-73,823～-73,825 ԁ形 0.26ʷ0.24ʷ0.20 /-50-8
335号ピット ３区中央東 9=47,968～47,969、:=-73,820～-73,822 長ԁ形 0.22ʷ0.20ʷ0.11 /-42-8
336号ピット ３区中央東 9=47,968～47,969、:=-73,819～-73,820 偏ԁ形 0.21ʷ0.18ʷ0.17 /-35-8
337号ピット ３区中央東 9=47,969～47,971、:=-73,821～-73,822 長ԁ形 0.42ʷ0.39ʷ0.27 /-５-8
338号ピット ３区中央東 9=47,969～47,971、:=-73,819～-73,820 偏ԁ形 0.34ʷ0.24ʷ0.16 /-51-8

縄　文 弥　生 ਢܙ器 土ࢣ器 中　近　世 近現代
遺　物　出　土　場　所 土器 石器等 陶器磁器 在地系 その他 石製品 મ՟

３区西～中央 １面 49号溝 ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ
３区西 １面 遺構外 ʓ ʓ
３区西 ２面 遺構外 ʓ ʓ
３区西・東部 １面 遺構外 ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ
３区西・東部 ２面 遺構外 ʓ ʓ
３区中央東 １面 13号井戸 ʓ ʓ
３区中央東 １面 123号土坑 ʓ ʓ ʓ ʓ
３区中央東 １面 130号土坑 ʓ
３区中央東 １面 遺構外 ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ
３区中央東 ２面 136号土坑 ʓ
３区中央東 ２面 138号土坑 ʓ ʓ ʓ
３区中央東 ２面 遺構外 ʓ ʓ ʓ
３区東 １面 50号溝 ʓ ʓ
３区東 １面 12号井戸 ʓ
３区東 １面 ５号墓 ʓ
３区東 １面 111号土坑 ʓ ʓ
３区東 １面 113号土坑 ʓ
３区東 １面 220号ピット ʓ
３区東 １面 228号ピット ʓ
３区東 １面 234号ピット ʓ
３区東 １面 239号ピット ʓ ʓ
３区東 １面 247号ピット ʓ ʓ
３区東 １面 249号ピット ʓ
３区東 １面 遺構外 ʓ
３区東 ２面 遺構外 ʓ
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第３－４－２表　遺構出土遺物観察表

第４節　出土遺物

��

挿　図
PL.ĕo. ĕo. छ 類

器 छ
出土位置
࢒ 存 ཰ 計測値 ଻土/ম成/色調

石ࡐ・ૉࡐ等 成 形 ・ 整 形 の ಛ ௃ 備 ߟ

第44図
PL.20 １ મ՟

Ӭָ௨ሟ
５墓埋没土
形׬

外
内

ް
ॏ

Ӭָ௨ሟをؚむ３ຕが༊ணした状ଶで出土する。എଆ
のમは໿90度ճసした状ଶで༊ணする。Ӭָ௨ሟの文
字、ྠ、ֲは明ྎ。

第44図
PL.20 ２

મ՟
大観௨ሟ・
ᗂೡ元ሟ

５墓埋没土
形׬

外
内

ް
ॏ

大観௨ሟとᗂೡ元ሟをؚむ３ຕが༊ணした状ଶで出土
する。ᗂೡ元ሟの文字はྼ化により不明ྎ。大観௨ሟ
は一部Ḋが多く、つͿれてしまっている。

第44図 ３ 在地系土器
ยുޱ

13井戸Ŋ ２層ŋ
礫群２, ３層
ԑ部から体部ޱ
ย

ޱ
底

高 ന色߭物ؚむ�に
Ϳいԫᒵ

体部は直線的にԆび、ޱԑ部はᷮかに外൓。ޱԑ端部
上面は平ୱで内面は小さくಥき出る。内面に５本一୯
位のすり目。

14世ޙل൒～
15世ل前൒か

第44図
PL.20 ４ 在地系土器

ยുޱ

13井戸Ŋ２,３層ŋ
礫群２層
ԑ部から体部ޱ
ย1/4

ޱ
底

(30.6）高 ന色߭物ؚむ�に
Ϳいԫᒵ

体部下位は外࿷しޱԑ部は؇く外൓。ޱԑ端部は平ୱ
で内面はؙΈをଳびてಥき出る。内面に５本一୯位の
すり目。

14世ޙل൒～
15世ل前൒か

第44図 ５ 在地系土器
ࡼ

111土坑埋没土
底部ย

ޱ
底

高 փ色߭物ؚཻむ�
փന 底部ճసࢳ੾ແ調整。᫛᫡ӈճస整形か。 中世

第44図
PL.20 ６

製作地不ৄ
磁器
戸ं

130土坑埋没土
一部ܽ

外
内

3.3
1.0

ް 0.6 ന 使用によるものか、ଆ面と外ԑは平׈となる。外ԑの
Έಁ明ᬵ。

18世ޙل൒～
19世ل

第44図 ７ 在地系土器
ࡼ

239ピット埋没
土
ԑ部一部Ŋޱ 底
部1/6

ޱ
底

(12.5）
(7.0）

高 3.2 փ色߭物ؚཻむ�
փന 体部外面に工۩によるとਪ定される条線とԜ線。 14世ޙل൒～

15世ل前൒か

PL.20 ８ મ՟
ಙ元ሟܠ

247ピット埋没
土
1/2

外
内

ï2.308ð
ï2.208ð

ް
ॏ

0.096
0.3

1/2とྠのഁยが࢒存する。ྼ化は見られるが面はூ
がਂく、文字、ྠは明ྎ。ֲはࡉくやや不明ྎ。എは
ூはແいがྠは明ྎでֲは不明ྎ。

第44図
PL.20 9 縄文土器

ਂു
136土坑埋没土
಑部ഁย ૈ࠭、ً石�ྑ޷ 横位ු線を多ஈにめ͙らす。 ॾү̱式

第44図
PL.20 10 縄文土器

ਂു
３෩౗木埋没土
಑部ഁย /P� 9と同一個体。横位ු線間にހ状のු線を施す。 ॾү̱式

第44図
PL.20 11 在地系土器

ࡼ
138土坑Ŋ ２層ŋ
礫群１層
ԑ部1/2ܽޱ

ޱ
底

11.4
6.2

高 3.0 �色߭物ؚཻむࠇ
ᒵ 体部下位は外൓り。底部ࠨճసࢳ੾ແ調整。 15世ل前൒

第44図
PL.20 12 在地系土器

ࡼ
138土坑Ŋ ６層ŋ
礫群３層
形׬

ޱ
底

11.5
6.0

高 3.1 �色߭物ؚཻむࠇ
ᒵ

底部内面中央指φデ。外面の᫛᫡目はややݦஶ。底部
。੾ແ調整ࢳճసࠨ 15世ل前൒

第45図 13 在地系土器
ࡼ

138土坑Ŋ ６層ŋ
礫群３層
底部

ޱ
底 6.0

高 ੺色೪土ؚཻむ�
ઙԫᒵ 底部ࠨճసࢳ੾ແ調整。底部内面中央にऑい指φデ。 中世

第45図
PL.20 14 在地系土器

ࡼ
138土坑Ŋ ６層ŋ
礫群３層
ԑ部1/2ܽޱ

ޱ
底

(7.3）
4.9

高 2.2 �มにより不ৄࠇ
փ׊

整形時は᫛᫡ࠨճస。底部はճసࢳ੾ޙに板状工۩に
よるφデ。断面をؚめた器表はࠇม。内外面にࠇ色物
付ண。

15世ل前൒

第45図
PL.20 15 在地系土器

ࡼ
138土坑埋没土
ԑ部一部ܽޱ

ޱ
底

7.2
6.0

高 1.8 փ色߭物ؚཻむ�
փന 底部ࠨճసࢳ੾ແ調整。器高௿く、器壁ややްい。 14世ل

第45図
PL.20 16 在地系土器

ยുޱ

138土坑Ŋ ２層ŋ
礫群１層
体部下൒から底
部1/4

ޱ
底(11.0）

高 ന色߭物ؚཻむ�
փ

ؐ元Ԍম成。体部内面から底部内面の器表ຎ໓。底部
外面周ԑの器表ຎ໓。底部ࠨճసࢳ੾ແ調整。 中世

第45図
PL.20 17 在地系土器

ยുޱ
138土坑Ŋ ２層ŋ
礫群１層
体部下൒1/6

ޱ
底(12.6）

高 ന色߭物ؚཻむ�
փ

長11ܘᶱのチϟート礫１個ؚむ。ؐ元Ԍম成。内面に
４本一୯位のすり目。体部内面中位以下の器表ຎ໓。
内面底部境は۶ۂが強く、器表ຎ໓していない。

中世

第45図 18 在地系土器
ยുޱ

138土坑埋没土
ԑ部ยޱ

ޱ
底

高 ന色߭物ؚཻむ�
փ 器表付近はにͿいԫᒵ色。ؐ元Ԍম成。 14世ޙل൒か

第45図 19 在地系土器
ยുޱ

138土坑埋没土
ԑ部ยޱ

ޱ
底

高 色߭物ཻগ量ؚࠇ
む׊�փ 。ԑ端部内面の器表ຎ໓、外面は小さくܽଛޱ 15世لか

第45図
PL.20 20 在地系土器

内ࣖು
138土坑Ŋ ２層ŋ
礫群３層
ԑ部ยޱ

ޱ
底

高 色߭物ཻগ量ؚࠇ
む�にͿい׊

外面器表はփԫ׊色、内面器表は҉փԫ色。ޱԑ端部
はؙΈをଳびる。内ࣖはޱԑ部器壁に೪土ඥష付け。 15世ޙل൒か

第45図 21 在地系土器
内ࣖು

138土坑Ŋ ２,６
層ŋ礫群３,４層
体部から底部
1/6

ޱ
底(18.0）

高 色߭物ཻগ量ؚࠇ
む�にͿいԫᒵ

器表は׊ࠇ色。体部外面下端から底部外面は׊փ色で
置いて使用したと͑ߟられる。体部外面下端はϔϥφ
デ。平底。

15世16～ل世
前൒かل

第46図 22 在地系土器
内ࣖು

138土坑埋没土
体部下位ย

ޱ
底

高 ന色߭物ؚཻむ�
փ

外面器表はփԫ׊色、内面器表はԫփ色。平底。体部
外面下端はϔϥφデ。

15世16～ل世
前൒かل



第３－４－３表　遺構外遺物観察表

第３－４－４表　未掲載出土遺物(古代）

第３章　確認された遺構と遺物

��

挿　図
PL.ĕo. ĕo. छ 類

器 छ
出土位置
࢒ 存 ཰ 計測値 ଻土/ম成/色調

石ࡐ・ૉࡐ等 成 形 ・ 整 形 の ಛ ௃ 備 ߟ

第46図
PL.21 27

੉戸・ඒೱ
陶器
֙࿸

３区中央東表土
ԑ部1/6Ŋޱ 底
部׬

ޱ
底

(7.8）
4.3

高 5.6 փന
体部外面ճస施文۩による文様。内面からޱԑ部外面
にమᬵ。体部外面から高୆内にփᬵ。高୆端部のΈແ
ᬵ。ඒೱであΖう。

18世ޙل൒～
19世ل前൒

第46図 28 ৗ׈陶器
伫かᆵ

３区中央東１面
体部ย

ޱ
底

高 にͿい੺׊ 外面φデ。内面指಄ްࠟݦஶ。 中世

第46図
PL.21 29 土製品

不ৄ
３区東表土
一部ܽ

ܘ
上

4.5
3.5

高 3.9 �色߭物ؚཻむࠇ
にͿいԫᒵ

ยଆ小ޱ面中央に直6.1ܘϛϦ、ਂさ21ϛϦの؏௨し
ないԁ޸をあける。 時期不ৄ

第46図
PL.21 30 縄文土器

ਂു
３区中央東Ŋ １
面
಑部ഁย

ૈ࠭、ً石�;つ
う 。状のଳ状௜線を施し、ྻ点をॆర施文するހ 称名ࣉᶘ式

第46図
PL.21 31 縄文土器

ਂു
３区中央東Ŋ 第
２層
಑部ഁย

ૈ࠭、ً石�;つ
う 横位ଳ状௜線を施し、-3縄文をॆర施文する。 称名ࣉᶗ式

第46図
PL.21 32 石製品 ３区中央東攪乱 ॏ 1351.5 ૈًཻ石安山岩

平面形状がઔ状をఄす原礫を用い、中心部を࿙ే状に
整形する。޸内面は平׈に整形され、ஸೡな作り。底
部はᏏଧによる平ୱ部が作出されているが、小さ過͗
て安定ੑにܽける。

第46図 33 古੉戸陶器
平࿸か

３区中央東２面
体部ย

ޱ
底

高 փന 内面から体部外面下位にփᬵ。内面に目跡１Χ所。 14世16～ل世
かل

挿　図
PL.ĕo. ĕo. छ 類

器 छ
出土位置
࢒ 存 ཰ 計測値 ଻土/ম成/色調

石ࡐ・ૉࡐ等 成 形 ・ 整 形 の ಛ ௃ 備 ߟ

第46図 23 ৗ׈陶器
伫かᆵ

138土坑埋没土
部ยݞ

ޱ
底

高 փന 。部上面の器表に自વᬵബくかかるݞ 中世

第46図
PL.21 24 ౐石 138土坑埋没土 ॏ 28.6 ྲྀ໲岩

࢛面使用。表面ଆはஶしく研͗ݮる。ཪ面ଆにはࣼ向
するૈい線条ࠟが見られる。上面ଆ整形ࠟはૈく、ં
断面が部分的に࢒る。

第46図
PL.21 25 ౐石

138土坑Ŋ ６層ŋ
礫群３層 ॏ 207 ౐沢石

࢛面使用。各面ともஶしくຎ໣、研͗ݮりがஶしい。
小ޱ部はં断ޙ、ૈ くຏき整形。被೤して౐面がണ落、
部分的にഗが付ணする。

PL.21 26 ౐石
138土坑Ŋ ６層ŋ
礫群３層 長

෯
13
ï3.7ð

ް
ॏ

3.7
175.4 ౐沢石

࢛面使用。表ཪ面が本来の౐面で、྆ଆ面はศٓ的使
用にࢭまる。表ཪ面とも౐面はஶしく研͗ݮる。౐石
は被೤して྆ଆ面ともണ落しているが、ഗがついてい
ない౐面もあり、そのޙも౐石は使われたものと見ら
れる。

土 ࢣ 器 ਢ ܙ 器 Ӌ 佂

出土位置 小 中 大 小 大

３区西 49号溝 ２・ย 13・H １・ย １・H １・ย 81・H
３区西 49号溝 ෴土上部 ２・ย ３・H １・ย ６・H ２・ย 13・H
３区西 49号溝 ෴土 ３・ย 9・H 11・ย 117・H
３区西 49号溝 ෴土下部 １・ย ４・H １・ย 14・H
３区東 50号溝 ３・ย 10・H １・ย ４・H １・ย ７・H
３区東 12号井戸 ෴土 １・ย 10・H
３区中央東 13号井戸 １・ย ４・H
３区東 111号土坑 ෴土 １・ย ６・H １・ย 16・H
３区東 113号土坑 ෴土 １・ย 13・H
３区中央東 123号土坑 ෴土 ４・ย 14・H
３区中央東 138号土坑 ２・ย 53・H
３区東 220号ピット １・ย ２・H
３区西 表土 ２・ย 13・H
３区中央東 表土 ５・ย 14・H ２・ย 10・H 12・ย 95・H
３区東 表土 １・ย ２・H ２・ย 14・H
３区中央東 １面 ２・ย ３・H １・ย 18・H
３区西・東部 ２面 １・ย ６・H ２・ย 22・H １・ย 51・H
３区中央東 ２面 ෴土 ２・ย １・H １・ย 9・H
３区東 ２面 １・ย ４・H
３区西・東部 攪乱 ４・ย 10・H １・ย 24・H ７・ย 18・H １・ย ６・H １・ย 23・H
３区西・東部 ２・ย １・H １・ย １・H ６・ย 24・H

大中小は૝定器छの大小に基づく。小はഋ・࿶・ࡼ等、中は高ഋ・小ܕᆵ等、大は伫・Ӌ佂・ᆵ等。
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「集落の変遷」について

　書名に(２）をףする本書では、山中(2021）のఏ示した

「集落のมભ」の௥ิ資ྉを঺հしたかったのであるが、

生଀とࠓճの調査ൣ囲からは竪穴建物が検出されなかっ

た。そこで本章では、前書(山中2021）でも৮れられてい

た本遺跡の西に隣接する清里・陣場遺跡にՃ͑、これに

隣接する中御所遺跡の調査ൣ囲もՃ͑、古෿時代から平

安時代にかけてを６期に区分した建物遺構の遺構分布図

(第47～49図）を作成した。本図では当֘時期の竪穴建物

の所在を˔で示し、ؼ属時期の不明な竪穴建物をʓで示

した。なお図のޙ࠷に、ؼ属年代が明記された中世の遺

構の出土状況をまとめ付した。またൺֱ資ྉとして、本

遺跡の所在する前橋市池端町周辺から確認された遺跡の

所在を時代別にまとめた時代別遺跡分布図(第50図）を掲

示した。

　本章の遺構分布図は佐藤(2021）の「相ର位置図」を֦ு

し、前橋市0107遺跡もؚめ竪穴建物等の所在を書きՃ͑

たものである。中御所ᶘ遺跡と清里・陣場遺跡の測量基

点のઈର座標を確定できなかったため、ఏ示した遺構分

布図は遺跡相ޓの位置関係を相ର的にצҊしࡲり合わͤ

た、いわ͹ֆ合わͤ的な作図に基づいており、測量図と

してのਫ਼度にܽけ、໛式図に位置図けられる。また୍野

(2005）は中御所ᶘ遺跡の竪穴建物の年代を「10世ޙل൒

以降多くは11世ل代」とし、個々の遺構の時期区分は明

示されていなかったので、ศٓ上一཯に土ࢣ器を伴った

遺構を10世ل、他を11世لの遺構に区分した。

　第50図は本書第２章第２節で用いた遺跡の分布図

(第７図）を時代別に࠶構成したものである。用いた記号

のҙຯも同様に「˔集落遺跡、˕古෿、˙৓ؗ」であり、

ബ๽の˔はࢄ布地を、ʓは遺構の検出された遺跡を

第47図　遺構分布１
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ҙຯする。

　さて、遺構分布図(第47～49図）を一Ṯするとॅډ域の

ফ長によるೋつのྲྀれに目をͻかれる。一つは６世لか

ら８世لにかけて存在し、一つは9世لから11世لにか

けて存在したೋ群の集落มભである。

ॳのফ長は山中(2021）の指ఠにあるように、古෿時࠷　

代からಸྑ時代に至る時代ม化を示すものと͑ߟられ

る。図の東端付近(前橋市0107遺跡２区）を主体とし、図

の西دり地点(前橋市0107遺跡１区）がこれに付ਵ・௥ਵ

する、古෿時代からଓく集落がඈௗ時代に࠷੝期をܴ͑、

ಸྑ時代にはݮগに向かう一連のྲྀれである。第50図の

ӈ上の図はಸྑ時代の遺跡分布であるが、同図ࠨ上の古

෿時代の図とൺべると図内ӈ上のۨد川中ྲྀ域周辺で遺

跡のີ度が高まり、本遺跡の所在する図内中央付近では

ややݮগする様子がうかが͑る。遺構分布の示す本遺跡

周辺の竪穴建物の૿ݮはこの池端町周辺のॅډ域のม化

にݺԠする現৅とਪ測される。

　ೋつ目のফ長は、9世لにはじまり10世لに࠷੝期を

第48図　遺構分布２
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ܴ͑、11世لにਰୀする平安時代前൒の集落มભであ

る。遺構分布図(第47～49図）の東端付近を中心としてい

た前代とҟなり、平安時代の竪穴建物は遺構分布図の西

端付近に集中している。Ҧわ͹清里・陣場遺跡を中心に

ల։する集落である。なお中御所遺跡では平成28年度調

査区の北方250mの地点から、ॏෳする9世لの竪穴建

物３౩が平成６年に検出されている。清里・陣場遺跡の

北東۱にあり集落の北端とされた１号溝の調査区外での

ྲྀれ方いかΜではあるが、集落域の北辺が平成６年度調

査地点まで及ͿՄ能ੑがある。第50図のࠨ下の図は平安

時代の遺跡分布であるが、同図ӈ上のಸྑ時代の図とൺ

べると、図内ࠨ上のۨد川上ྲྀ域付近に新たな遺跡の集

中が認められる。また図内中央付近とその東のڇԦ಄川

下ྲྀ域付近でもएׯの૿Ճが認められる。ಸྑ時代から

ଓする遺跡にՃ͑、新たな地点に集落が形成されておܧ

り、چ来のॅډ域の֦ுにՃ͑、新たなॅډ域が榛名山

りの地に֦大していくのが平安時代前൒のಈ向とい͑د

よう。こうした֦大傾向を踏ま͑ると、８世لをޙ࠷に

竪穴建物がઈ͑ている前橋市0107遺跡２区は例外的な場

所とࢥわれる。߂仁۝(818）年の地਒被֐の影ڹも૝定

されるが、ڇԦ಄川؛ࠨの遺跡はそのޙもಸྑ時代から

平安時代΁とॅډ域がܧঝされている。当地においてډ

ॅ域がܧঝされなかった理由を強いてこの地਒にٻめる

なら、ീ഼川の土࠭災֐を૝定すべきなのであΖうか。

あるいは国分ࣉ建立に伴い周辺地域に用地制ݶなどが生

じたのであΖうか。

　10世لに࠷੝期をܴ͑た平安集落は、そのٸޙ଎にਰ

ୀをܴ͑る。ఱܚೋ(939）年の平ক໳の乱から11世ޙل

൒の奥भ十ೋ年合ઓ΁とଓく世相と、これに௥いଧͪを

かけるような12世لॳ಄のઙ間山෾Րなどのނか、11世

にかけて集落らしきࠟ跡も΄΅確認さل൒から12世ޙل

れ͵まま中世の遺構が検出されている。この中世の遺構

分布でಛ௃的なことは遺構分布図(第49図）の西端から２

か所、中央付近から１か所検出されたピット群の存在で

ある。中御所遺跡では掘立柱建物群とこれに隣接する、

ςϥス状のඍ高地の南端を囲うように位置する２条のༀ

研ງが確認されている。また中御所ᶘ遺跡では中御所遺

跡のピット群の北から、区ը溝とࢥわれるༀ研ງに囲ま

第49図　遺構分布３

第４章　まとめ

��



古෿時代

平安時代 中世

ಸྑ時代
自֐沢

吉岡川

ീ഼川

ఱ神川

ऄέ見川

池川ڇ

છ谷川

池川ڇ

ീ഼川

吉岡川

川دۨ

Ԧ಄川ڇ

自֐沢

吉岡川

ീ഼川

ఱ神川

ऄέ見川

池川ڇ

છ谷川

池川ڇ

ീ഼川

吉岡川

川دۨ

Ԧ಄川ڇ

自֐沢

吉岡川

ീ഼川

ఱ神川

ऄέ見川

池川ڇ

છ谷川

池川ڇ

ീ഼川

吉岡川

川دۨ

Ԧ಄川ڇ

上ֈ沢川

下ֈ沢川

自֐沢

吉岡川

ീ഼川

ఱ神川

ऄέ見川

池川ڇ

છ谷川

池川ڇ

ീ഼川

吉岡川

川دۨ

Ԧ಄川ڇ

კ კ

კკ

კ

上ֈ沢川

下ֈ沢川

上ֈ沢川

下ֈ沢川

上ֈ沢川

下ֈ沢川

■

■
■

■
■

■

■

■

■

■

■

■

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

●

●

●

●

●
●

●

●

●
●

●

●

●
●

●

● ●

●

●
●

●

●●

●
●

●

●

●

●
●

●

●
●
●

●

●

●

●

●
●

●

●
●

●

●

●

●

●

● ●

● ●

●

●

●

●

●

●

●
●
●

●
●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●
●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●●
●

●

●
●

●

●
●●

●

●

●●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●
●

●

●

●
●

●●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

● ●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

● ●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●
●

●

● ●●
●

●
●●

●●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●●
●

●

●

●

●

●

●

●
●

●
●

●

●

●

●

●
●

●
●

●

●●

●●

●

●

●

●

●●●

●

●

●

●●

●

●

● ●

●

●

●
●

●
●

●●

●

●

●

● ●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

0 ２ʂ１：50
000
(国土地理院５万分の１地形図「榛名山」「前橋」を編集 、Ճ工。）

第50図　時代別遺跡分布

第４章　まとめ

��



L=191.90m

1

s 2
3

4
5

6Ĉ7

4

7
8

s s

4ĉ

4Ĉ
4Ĉ

6

̖̖ ̖˄̖˄

0 １m１: 40

れた土坑群が確認されており「武࢜のؗもしくは公的施

設に関連するもの」(୍野2001）との指ఠがある。

　中御所遺跡西端のピット群に隣接する４号溝からは13

世لから18世لの遺物が発見されている。この中で出土

位置が確認されている遺物はすべて在地系土器ࡼであ

り、溝埋没土の中層から出土している(第51図）。出土

層位と遺物年代の組Έ合わͤは、４層中位・15世ل中

͹、４̖層・15世ޙل൒、５層上面～３層下面・15世ل

末、４層上面～３層下面・15世ل末～16世࢝لめ、３層

下面・15世ޙل൒となっている。４号溝の։削時期を示

す資ྉはಘられていないが、15世ل末ࠒには։削時のま

まの࢟をҡ࣋される事はなくなり、গなくとも0.8mは

埋没した状ଶが日ৗ化していたとࢥわれる。15世ޙل൒

とい͑͹ຳڷ町ຳྠ৓や前橋市伯橋৓が構築された時代

である。また池端町の周辺でも吉岡町ࡾ宮原、榛東村広

馬場などはઓ場となったとされる。４号溝を屋敷や環濠

集落などの防衛機構とした場合、こうした環境下におい

て防御機能がྼ化するままとされるഎܠとして、ڌ点地

域のมભやઓ術のม化などが૝起されるが確ূはಘられ

ない。なお溝に伴う土囲の存在は確認されていない。

第51図　中御所遺跡４号溝
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中御所遺跡4号溝遺物出土地点付近の土層断面 ４号溝
の小ޙ色土(10Ġę3/1）П２～５mmのĈs-̘、П10mm前׊ࠇ　１

礫をؚむ࠭質土。
色土(10Ġę3/2）П２～４mmのĈs-̘、П20mmの小礫を׊ࠇ　２

ؚむ。࠭質ੑあり。
色土(10Ġę3/1）ඍ量のĈs-̘、П50׊ࠇ　３ ～ 70mmのԁ礫混

ೖ。
ܰ（色土(10Ġę3/3׊҉　４ 石は΄とΜどؚまない。П10mm前

。の小礫をؚむ࠭質土ޙ
4ĉ　４にԫ׊色ブロッΫが混ೖ。
4Ĉ　４よりやや೪質。
するが、小礫の混ೖなく࠭ࣅ色土(10Ġę3/1）３に近׊ࠇ　５

質ੑある。
６　փԫ׊色土(10Ġę4/2）࠭ 層。
6Ĉ　６と８の中間層。
７　にͿいԫ׊色土(10Ġę5/4）地山のԫ׊色土ブロッΫが多

くؚまれる。
色土(10Ġę3/1）П30׊ࠇ　８ ～ 50mmの小礫をؚむ࠭質土。

資ྉߟࢀ
中沢1981ޛ「第５章第１節　遺構について」『清里陣場遺跡』財団法
人群馬県埋蔵文化財調査事業団pp.222Ȃ228
୍野2001޼「ᶛ　まとめ」『中御所遺跡』群馬県北群馬郡吉岡町教育
委員会pp.12Ȃ13
୍野2005޼「ᶛ　まとめ」『中御所ᶘ遺跡』群馬県北群馬郡吉岡町教
育委員会pp.31Ȃ32
山中๛2021「第５章第２節　集落のมભ」『前橋市0107遺跡』公益財
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要 ໿

１区・２区としてઌ行して調査された区ըの間に位置し、既に報告されている集落域
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落遺構はࠓճ確認されͣ、中世以降の掘立柱建物が૝起されるピット群が検出された。





写 真 図 版





１　前橋市0107遺跡３区から榛名山を望む(南東から）

２　前橋市0107遺跡３区西調査区、西・東部調査区(１面、南東から）

PL.1



２　前橋市0107遺跡３区中央西調査区、中央東調査区(２面、東から）

１　前橋市0107遺跡３区西・東部調査区(１面、西から）

PL.2



１　前橋市0107遺跡３区中央東調査区(１面、西から）

２　前橋市0107遺跡３区東調査区(１面、南西から）

PL.3



１　49号溝西端(南から）

５　49号溝(東から）

３　49号溝断面(西から）

７　49号溝(南から）

２　49号溝西端付近(北から）

６　49号溝土層断面(３区西・東部　東壁、西から）

４　49号溝土層断面(３区西　東壁、西から）

８　49号溝土層断面(３区中央西、西から）

PL.4



１　49号溝(横位52号溝、東から）

５　49号溝土層断面(３区中央西、西から）

３　49号溝南端付近(北東から）

７　50号溝(南から）

２　52・49号溝土層断面(北西から）

６　49号溝土層断面(３区中央東　南壁、北から）

４　49号溝土層断面(３区中央西　西壁、東から）

８　50号溝土層断面(南から）

PL.5



１　51号溝(南から）

５　５号墓(東から）

３　52号溝(縦位49号溝、西から）

７　12号井戸(北から）

２　51号溝土層断面(東から）

６　５号墓土層断面(東から）

４　５号墓(西から）

８　12号井戸(南東から）

PL.6



１　13号井戸(東から）

５　111号土坑(北から）

３　13号井戸土層断面(中層、北から）

７　112号土坑(北から）

２　13号井戸土層断面(上層、南から）

６　111号土坑土層断面(南から）

４　13号井戸(底部、北から）

８　112号土坑土層断面(西から）

PL.7



１　113号土坑(北から）

５　115号土坑(北から）

３　114号土坑(北から）

７　116号土坑(北から）

２　113号土坑土層断面(南から）

６　115号土坑土層断面(西から）

４　114号土坑土層断面(南から）

８　116号土坑土層断面(東から）

PL.8



１　123号土坑(南から）

５　134・125・135号土坑(南から）

３　124号土坑(南から）

７　134号土坑土層断面(南から）

２　123号土坑土層断面(南から）

６　134・125・135号土坑土層断面(南から）

４　124号土坑土層断面(南から）

８　135号土坑土層断面(南から）

PL.9



１　125号土坑土層断面(南から）

５　130号土坑土層断面(南から）

３　128・129号土坑土層断面(西から）

７　131号土坑土層断面(南から）

２　128・129号土坑(西から）

６　131号土坑(南から）

４　130号土坑(南から）

８　132号土坑(南から）

PL.10



１　132号土坑土層断面(南から）

３　133号土坑土層断面(南から）

２　133号土坑(北から）

４　139号土坑(北から）

５　219号ピット(南から） ６　220号ピット(南から） ７　221号ピット(南から）

８　222号ピット(南から） 9　223号ピット(南から） 10　224号ピット(南から）

11　225号ピット(南から） 12　226号ピット(南から） 13　227号ピット(南から）

PL.11



１　228号ピット(南から） ２　229号ピット(南から） ３　230号ピット(南から）

４　231号ピット(南から） ５　232号ピット(南から） ６　233号ピット(南から）

７　234号ピット(南から） ８　235・270号ピット(南から） 9　236号ピット(南から）

10　237号ピット(南から） 11　238号ピット(南から） 12　239号ピット(南から）

13　240号ピット(南から） 14　241号ピット(南から） 15　242号ピット(南から）

16　243号ピット(南から） 17　244号ピット(南から） 18　245号ピット(南から）

PL.12



１　246号ピット(南から） ２　247号ピット(南から） ３　248号ピット断面(北から）

４　249号ピット(南から） ５　250号ピット(南から） ６　251号ピット(南から）

７　252号ピット(南から） ８　253号ピット(南から） 9　254・255号ピット(南から）

10　256号ピット(南から） 11　257号ピット(南から） 12　258号ピット(南から）

13　259号ピット(南から） 14　260号ピット(南から） 15　261号ピット(南から）

16　262号ピット(南から） 17　263号ピット(南から） 18　284・264号ピット(南西から）

PL.13



１　265号ピット(南から） ２　266号ピット(南から） ３　267号ピット(南から）

４　268号ピット(南から） ５　271・269号ピット(南から） ６　272号ピット(南から）

７　273号ピット(南から） ８　275、274号ピット(東から） 9　276号ピット(南から）

10　277号ピット(南から） 11　278号ピット(南から） 12　279号ピット(南から）

13　280号ピット(南から） 14　281号ピット(南から） 15　282号ピット(南から）

16　283号ピット(南から） 17　294号ピット(南から） 18　295号ピット(南から）

PL.14



１　296号ピット(南から） ２　298号ピット(南から） ３　301号ピット(南から）

４　302号ピット(南から） ５　310号ピット(南から） ６　311号ピット(南から）

７　312号ピット(南から） ８　314号ピット(南から） 9　317号ピット(南から）

10　319号ピット(南から） 11　320号ピット(北から） 12　321号ピット(北から）

13　323号ピット(南から） 14　324号ピット(南から） 15　325号ピット(南から）

16　327・326号ピット(南から） 17　332号ピット(南から）

PL.15



１　48号溝(南から）

３　６号竪穴状遺構(東から）

２　48号溝礫群(南から）

４　６号竪穴状遺構土層断面(北から）

５　３～５号集石(西から）

PL.16



１　３号集石(西から）

５　119号土坑(西から）

３　５号集石(西から）

７　120号土坑(北から）

２　４号集石(西から）

６　119号土坑土層断面(西から）

４　６号集石(南から）

８　120号土坑土層断面(南から）

PL.17



１　136号土坑(南から）

５　138号土坑(南から）

３　137号土坑(東から）

７　138号土坑礫群検出状況(南から）

２　136号土坑土層断面・遺物出土状況(南から）

６　138号土坑上層土層断面(南から）

４　137号土坑土層断面(東から）

８　138号土坑底部(西から）

PL.18



１　285号ピット(西から） ２　286号ピット(西から） ３　287号ピット(西から）

４　288号ピット(西から） ５　289号ピット(西から） ６　290号ピット(西から）

７　291号ピット(西から） ８　292号ピット(西から） 9　293号ピット(西から）

10　334号ピット(南から） 11　335号ピット(南から） 12　336号ピット(南から）

13　337号ピット(南から） 14　338号ピット(南から）

PL.19



PL.20
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